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　8月22日から9月13日までの23日間の会期で開催され、平

成29年度各会計の決算認定や平成30年度各会計補正予算、

指定管理者の指定などが、認定及び可決等されました。

　また、福祉や教育を初め、環境や災害対策など市政全般につ

いて、27人の議員から一般質問がありました。

９月定例会

　10月20日から10月22日までの3日間の会期で開催され、

正副議長を初め、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の

正副委員長が互選されました。

10月臨時会

うるま市議会ホームページ
http://www.city.uruma.lg.jp/shisei/162

市の将来像『愛してます 住みよいまち うるま』の実現のため鋭意精進します。



第54号

平成３０年９月第１２６回うるま市議会（定例会）議決結果
議 案 番 号 提案者 議決日 議決結果案 　 　 　 件 　 　 　 名

平成２９年度うるま市一般会計歳入歳出決算認定について
（歳入58,135,970,022円　歳出55,686,611,943円　差額2,449,358,079円）認 定 第１号 市　長 9月13日 認　　定

平成２９年度うるま市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
（歳入21,090,777,336円　歳出20,447,442,482円　差額643,334,854円）認 定 第２号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
（歳入2,597,324,701円　歳出2,517,815,788円　差額79,508,913円）認 定 第３号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
（歳入9,641,630,720円　歳出9,606,683,870円　差額34,946,850円）認 定 第４号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について
（歳入22,981,651円　歳出21,830,435円　差額1,151,216円）認 定 第５号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
（歳入957,871,054円　歳出949,866,451円　差額8,004,603円）認 定 第６号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市水道事業会計決算認定について認 定 第７号 〃 〃 〃

人権擁護委員候補者の推薦について
（普天間　隆）諮 問 第３号 〃 9月13日 適　　任

人権擁護委員候補者の推薦について
（照屋　フジ子）諮 問 第４号 〃 〃 〃

人権擁護委員候補者の推薦について
（荒城　幸子）諮 問 第５号 〃 〃 〃

人権擁護委員候補者の推薦について
（德本　紀子）諮 問 第６号 〃 〃 〃

平成３０年度うるま市一般会計補正予算（第３号）
（補正額：3,646,204千円　補正後予算：58,267,542千円）議案第 76 号 〃 9月4日 〃

平成３０年度うるま市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
（補正額：461,063千円　補正後予算：16,251,898千円）議案第 77 号 〃 〃 〃

平成３０年度うるま市介護保険特別会計補正予算（第２号）
（補正額：84,407千円　補正後予算：9,534,899千円）議案第 78 号 〃 〃 〃

平成３０年度うるま市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
（補正額：8,004千円　補正後予算：1,017,184千円）議案第 79 号 〃 〃 〃

平成３０年度うるま市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
（補正額：1,150千円　補正後予算：27,997千円）議案第 80 号 〃 〃 〃

平成３０年度うるま市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
（補正額：68,587千円　補正後予算：2,429,439千円）議案第 81 号 〃 〃 〃

物品の取得について（大型化学消防自動車）
（契約金額：89,100,000円）議案第 82 号 〃 〃 〃

物品の取得について（高規格救急自動車）
（契約金額：22,140,000円）議案第 83 号 〃 〃 〃

物品の取得について（水槽付消防ポンプ自動車）
（契約金額：72,360,000円）議案第 84 号 〃 〃 〃

字の区域の変更について（うるま市屋慶名土地区画整理事業地区）
（うるま市屋慶名土地区画整理事業地区の換地処分のため、現字区域界を変更するため）議案第 85 号 〃 9月13日 〃

指定管理者の指定について（うるま市みどり町児童センター）
（指定管理者：一般社団法人りあん）議案第 86 号 〃 〃 〃

指定管理者の指定について（うるま市いしかわ児童館（チャレンジ館））
（指定管理者：一般社団法人りあん）議案第 87 号 〃 〃 〃

指定管理者の指定について（うるま市屋慶名児童館）
（指定管理者：一般社団法人りあん）議案第 88 号 〃 〃 〃

指定管理者の指定について（うるま市なかきす児童センター）
（指定管理者：豊原区自治会）議案第 89 号 〃 〃 〃

指定管理者の指定について（うるま市きむたかこどもセンター）
（指定管理者：平敷屋自治会）議案第 90 号 〃 〃 〃

指定管理者の指定について（うるま市宮城児童館）
（指定管理者：宮城自治会）議案第 91 号 〃 〃 〃

赤道小学校校舎・幼稚園・学童クラブ新増改築工事（建築）請負契約について
（契約金額：1,916,460,000円）議案第 92 号 〃 〃 〃

赤道小学校校舎・幼稚園・学童クラブ新増改築工事（電気）請負契約について
（契約金額：220,320,000円）議案第 93 号 〃 〃 〃

赤道小学校校舎・幼稚園・学童クラブ新増改築工事（機械）請負契約について
（契約金額：197,640,000円）議案第 94 号 〃 〃 〃

平成２９年度決算に基づくうるま市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について報告第 24 号 〃 8月27日 報　　告
うるま市教育委員会事務点検・評価の報告について（平成２９年度事業対象）報告第 25 号 〃 〃 〃
放棄した債権の報告について（損害賠償金）報告第 26 号 〃 〃 〃
放棄した債権の報告について（住宅使用料等）報告第 27 号 〃 〃 〃
放棄した債権の報告について（生活保護費返還金）報告第 28 号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について議案第 75 号 〃 〃 原案可決
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第54号

≪平成３０年９月第１２６回定例会の経過≫

就
任
の
ご
挨
拶

議　長

幸　地　政　和
こう まさ かずち

副議長

名嘉眞　宜　德
な か ぎ とくま

月 日（曜日）
20日 ( 月 )
22日 ( 水 )
23日 ( 木 )
24日 ( 金 )
27日 ( 月 )
28日 ( 火 )

29日 ( 水 )

30日 ( 木 )
31日 ( 金 )
3日 ( 月 )

4日 ( 火 )

5日 ( 水 )

6日 ( 木 )
7日 ( 金 )
10日 ( 月 )
11日 ( 火 )
12日 ( 水 )

13日 ( 木 )

会期及び日程、議事運営等
会期決定、議案提案説明等
議案研究
議案研究
質疑 (質疑者４人 )、委員会付託

付託案件の審査

付託案件の審査

一般質問 (１日目：質問者４人 )
先議案件：委員長報告、討論、採決
追加議案：提案説明
一般質問 (２日目：質問者４人 )
追加議案：質疑 (質疑者２人 )、委員会付託
一般質問 (３日目：質問者３人 )
一般質問 (４日目：質問者４人 )
一般質問 (５日目：質問者４人 )
一般質問 (６日目：質問者４人 )
一般質問 (７日目：質問者４人 )
事務整理
委員長報告、陳情処理、発議、討論、採決
議会改革調査特別委員会（中間報告）

議会運営委員会

休会
休会

休会
企画総務委員会、建設委員会、教育福祉委員会、
市民経済委員会
企画総務委員会、建設委員会、市民経済委員会
議会改革調査特別委員会
全員協議会、企画総務委員会

基地対策特別委員会

企画総務委員会

議会広報編集調査特別委員会

全員協議会
休会

－
29人
－
－

29人
－

－

－
－

29人

28人

28人

28人
28人
28人
29人
－

29人

８
　
月

９
　
月

出席議員
－

1人
－
－

1人
－

－

－
－

5人

1人

2人

0人
0人
1人
7人
－

3人

傍聴人 備　考日　程

≪平成３０年１０月第１２７回臨時会の経過≫
月 日（曜日）

20日 ( 土 )

22日 ( 月 )

臨時議長紹介、仮議席指定、議長選挙
追加議事日程：議席指定、会期決定、副議長選挙、常任委員
の選任、議長の常任委員の辞任等
議会運営委員会委員の選任、一部事務組合議会議員選挙、
基地対策特別委員会の設置及び委員の選任、議会広報特別
委員会の設置及び委員の選任、議員派遣等

企画総務委員会、建設委員会、教育福祉委員会、
市民経済委員会、会派代表者会議

全員協議会、議会運営委員会、基地対策特別委員会、
議会広報特別委員会

30人

30人

10
　
月

出席議員

1人

0人

傍聴人 備　考日　程

※第 127回臨時会において議会広報編集調査特別委員会から議会広報特別委員会に名称を改めた。

　
去
る
９
月
30
日
に
、
う
る
ま
市
誕
生
後
４
回
目
の
市
議
会
議
員
選

挙
が
執
行
さ
れ
、
10
月
20
日
の
初
議
会
に
お
い
て
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
得
て
第
６
代
議
長
、
第
７
代
副
議
長
に
就
任
し
、
改
め
て
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
国
が
地
方
創
生
や
地
域
再
生
を
推
し
進
め
る
中
、
市
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
更
な
る
行
財
政
改
革
に
よ
り
財
政
の
健
全
化
を
図
り
、

本
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
私
ど
も
は
、
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
公
正
・

公
平
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
当
局
と
建
設
的
で
真

摯
な
議
論
を
展
開
し
、
魅
力
あ
る
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第54号

平成３０年９月第１２６回うるま市議会（定例会）議決結果
議 案 番 号 提案者 議決日 議決結果案 　 　 　 件 　 　 　 名

平成２９年度うるま市一般会計歳入歳出決算認定について
（歳入58,135,970,022円　歳出55,686,611,943円　差額2,449,358,079円）認 定 第１号 市　長 9月13日 認　　定

平成２９年度うるま市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
（歳入21,090,777,336円　歳出20,447,442,482円　差額643,334,854円）認 定 第２号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
（歳入2,597,324,701円　歳出2,517,815,788円　差額79,508,913円）認 定 第３号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
（歳入9,641,630,720円　歳出9,606,683,870円　差額34,946,850円）認 定 第４号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について
（歳入22,981,651円　歳出21,830,435円　差額1,151,216円）認 定 第５号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
（歳入957,871,054円　歳出949,866,451円　差額8,004,603円）認 定 第６号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市水道事業会計決算認定について認 定 第７号 〃 〃 〃

人権擁護委員候補者の推薦について
（普天間　隆）諮 問 第３号 〃 9月13日 適　　任

人権擁護委員候補者の推薦について
（照屋　フジ子）諮 問 第４号 〃 〃 〃

人権擁護委員候補者の推薦について
（荒城　幸子）諮 問 第５号 〃 〃 〃

人権擁護委員候補者の推薦について
（德本　紀子）諮 問 第６号 〃 〃 〃

平成３０年度うるま市一般会計補正予算（第３号）
（補正額：3,646,204千円　補正後予算：58,267,542千円）議案第 76 号 〃 9月4日 〃

平成３０年度うるま市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
（補正額：461,063千円　補正後予算：16,251,898千円）議案第 77 号 〃 〃 〃

平成３０年度うるま市介護保険特別会計補正予算（第２号）
（補正額：84,407千円　補正後予算：9,534,899千円）議案第 78 号 〃 〃 〃

平成３０年度うるま市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
（補正額：8,004千円　補正後予算：1,017,184千円）議案第 79 号 〃 〃 〃

平成３０年度うるま市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
（補正額：1,150千円　補正後予算：27,997千円）議案第 80 号 〃 〃 〃

平成３０年度うるま市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
（補正額：68,587千円　補正後予算：2,429,439千円）議案第 81 号 〃 〃 〃

物品の取得について（大型化学消防自動車）
（契約金額：89,100,000円）議案第 82 号 〃 〃 〃

物品の取得について（高規格救急自動車）
（契約金額：22,140,000円）議案第 83 号 〃 〃 〃

物品の取得について（水槽付消防ポンプ自動車）
（契約金額：72,360,000円）議案第 84 号 〃 〃 〃

字の区域の変更について（うるま市屋慶名土地区画整理事業地区）
（うるま市屋慶名土地区画整理事業地区の換地処分のため、現字区域界を変更するため）議案第 85 号 〃 9月13日 〃

指定管理者の指定について（うるま市みどり町児童センター）
（指定管理者：一般社団法人りあん）議案第 86 号 〃 〃 〃

指定管理者の指定について（うるま市いしかわ児童館（チャレンジ館））
（指定管理者：一般社団法人りあん）議案第 87 号 〃 〃 〃

指定管理者の指定について（うるま市屋慶名児童館）
（指定管理者：一般社団法人りあん）議案第 88 号 〃 〃 〃

指定管理者の指定について（うるま市なかきす児童センター）
（指定管理者：豊原区自治会）議案第 89 号 〃 〃 〃

指定管理者の指定について（うるま市きむたかこどもセンター）
（指定管理者：平敷屋自治会）議案第 90 号 〃 〃 〃

指定管理者の指定について（うるま市宮城児童館）
（指定管理者：宮城自治会）議案第 91 号 〃 〃 〃

赤道小学校校舎・幼稚園・学童クラブ新増改築工事（建築）請負契約について
（契約金額：1,916,460,000円）議案第 92 号 〃 〃 〃

赤道小学校校舎・幼稚園・学童クラブ新増改築工事（電気）請負契約について
（契約金額：220,320,000円）議案第 93 号 〃 〃 〃

赤道小学校校舎・幼稚園・学童クラブ新増改築工事（機械）請負契約について
（契約金額：197,640,000円）議案第 94 号 〃 〃 〃

平成２９年度決算に基づくうるま市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について報告第 24 号 〃 8月27日 報　　告
うるま市教育委員会事務点検・評価の報告について（平成２９年度事業対象）報告第 25 号 〃 〃 〃
放棄した債権の報告について（損害賠償金）報告第 26 号 〃 〃 〃
放棄した債権の報告について（住宅使用料等）報告第 27 号 〃 〃 〃
放棄した債権の報告について（生活保護費返還金）報告第 28 号 〃 〃 〃

平成２９年度うるま市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について議案第 75 号 〃 〃 原案可決
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第54号

平成30年９月定例会常任委員会の審査概要

企
画
総
務
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
認
定
１
件
、

議
案
９
件
、
陳
情
（
継
続
）
６
件

を
審
査
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、
「
建
物
の

処
分
（
旧
与
那
城
庁
舎
）
」
に
つ

い
て
、
「
不
動
産
鑑
定
は
な
ぜ
複

数
し
な
か
っ
た
の
か
」
と
の
質
疑

に
対
し
、
「
不
動
産
鑑
定
士
は
、

国
家
資
格
で
あ
り
、
１
社
で
も
問

題
な
い
と
考
え
た
。
ま
た
市
独
自

の
積
算
も
踏
ま
え
て
価
格
決
定
し

た
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
借
地
権
に
つ
い
て
」
と
の
質
疑

に
対
し
、
「
借
地
借
家
法
第
23
条

第
１
項
の
特
約
を
付
し
た
事
業
用

定
期
借
地
権
を
設
定
す
る
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
議
の
結
果
、
認
定
案
件
は
認

定
。
議
案
は
全
て
原
案
可
決
。
陳

情
は
全
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

建
設
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、認
定
４
件
、議
案

13
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
議
案
の
審
査
内
容
と
し
て

「
議
案
第
1
0
6
号
　
平
成
３０
年
度

う
る
ま
市
公
共
下
水
道
石
川
終
末
処

理
場
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
に
つ
い
て
」は
、委
員
か
ら「
協
定
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
」と
の
質
疑
が

あ
り
、当
局
よ
り「
本
協
定
は
、平
成

23
年
度
策
定
の
う
る
ま
市
公
共
下
水

道
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
い
た
、改
築

更
新
工
事
と
な
っ
て
い
る
。場
所
は
、

石
川
終
末
処
理
場
の
管
理
棟
、汚
泥

消
化
棟
、汚
泥
脱
水
棟
の
外
壁
改
修

や
防
水
塗
装
工
事
、内
部
施
設
の
電

気
、機
械
設
備
の
更
新
工
事
等
で
あ

る
。随
意
契
約
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

石
川
終
末
処
理
場
の
長
寿
命
化
計
画

策
定
業
務
及
び
詳
細
設
計
業
務
を
日

本
下
水
道
事
業
団
に
委
託
し
て
き
た

経
緯
と
、専
門
的
な
知
識
、技
術
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、日
本
下
水
道
事

業
団
と
随
意
契
約
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
。契
約
工
期
と
し
て
は
平
成
31
年

11
月
30
日
ま
で
と
し
、契
約
金
額
は
２

億
2
，4
2
5
万
円
と
な
っ
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、認
定
案
件
は

全
て
認
定
し
、議
案
は
全
て
原
案
可

決
し
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
認
定
１
件
、

議
案
10
件
、
新
規
陳
情
１
件
、
継

続
し
て
き
た
陳
情
16
件
を
審
査
し

た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
「
ス

ク
ー
ル
バ
ス
事
故
の
損
害
賠
償
額

を
定
め
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
」
は
、
「
事
故
防
止
策
や
委
託

先
へ
の
指
導
に
つ
い
て
」
質
疑
が

あ
り
、
「
作
成
し
た
安
全
運
転
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
委
託
先
に
直
接
説
明

し
配
布
し
た
。
ま
た
、
市
消
防
本

部
が
実
施
す
る
普
通
救
命
講
習
の

受
講
を
促
し
て
お
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
転
手
は
、
９
月
以
降
に
、

普
通
救
命
講
習
を
受
講
す
る
予
定

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
よ
り
安
全

に
運
行
で
き
る
よ
う
に
４
月
か
ら

送
迎
ル
ー
ト
も
変
更
し
た
。
今
後
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
す

る
な
ど
、
万
が
一
、
事
故
が
起
き

た
場
合
、
責
任
の
所
在
を
客
観
的

に
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、
認
定
案
件

は
認
定
し
、
議
案
は
全
て
原
案
可

決
し
た
。
陳
情
は
新
規
陳
情
１
件

を
一
部
採
択
し
、
継
続
し
て
き
た

陳
情
は
全
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

市
民
経
済
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
認
定
３
件
、

議
案
４
件
、
継
続
し
て
き
た
陳
情

４
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
「
議
案

第
1
0
4
号
う
る
ま
市
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
「
１
階

に
あ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
な
く
な

る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
10
月
中
旬
か
ら
展
示
コ
ー
ナ
ー

は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

現
在
あ
る
椅
子
や
机
は
撤
去
せ
ず

に
プ
ー
ル
そ
ば
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
移

動
さ
せ
る
の
で
、
そ
こ
で
使
用
で

き
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、
認
定
案
件

は
全
て
認
定
し
、
議
案
は
全
て
原

案
可
決
。
継
続
し
て
き
た
陳
情
は

全
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

　委員会に付託された議案・請願・陳情について、各常任委員会が担当する内容を専門的に話し合い、委員
会としての審査結果を本会議に報告します。

跡利用に伴い売却される旧与那城庁舎

施設名称や基準額の一部見直しをした
健康福祉センター「うるみん」

（5）

第54号

平成３０年９月第１２６回うるま市議会（定例会）議決結果
議 案 番 号 提案者 議決日 議決結果案 　 　 　 件 　 　 　 名

平成３０年10月第１２7回うるま市議会（臨時会）議決結果
議 案 番 号 提案者 議決日 議決結果案 　 　 　 件 　 　 　 名

議長の選挙
（当選人：幸地政和）選 挙 第１号 10月20日 当　　選

中部北環境施設組合議会議員の選挙
（当選人：佐久田悟、兼本光治、中村正人、荻堂盛仁、宮城一寿）　選 挙 第３号 〃〃 当　　選

中部衛生施設組合議会議員の選挙
（当選人：喜屋武力、松田久男、仲程孝、名嘉眞宜德）選 挙 第４号 〃〃 〃

沖縄県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙
（当選人：藏根武）選 挙 第５号 〃〃 〃

うるま市議会基地対策特別委員会委員の選任について
（委員長：又吉法尚、副委員長：藏根武、委員：仲本辰雄、喜屋武力、大城直、比嘉直人、荻堂盛仁、
伊波洋、平良榮順、伊盛サチ子、天願久史）

報 　 告 〃議　長 選　　任

うるま市議会議会広報特別委員会委員の選任について
（委員長：真栄城隆、副委員長：宮里朝盛、委員：兼本光治、佐久田悟、幸喜勇、國場正剛、又吉法
尚、国吉亮、伊波良明、金城加奈栄）

報 　 告 〃議　長 選　　任

うるま市議会基地対策特別委員会の設置について発議第１７号 〃喜屋武力議員
外５人 原案可決

うるま市議会議会広報特別委員会の設置について発議第１８号 〃中村正人議員
外５人 原案可決

議会運営委員会委員の選任について
（委員長：大屋政善、副委員長：仲程孝、委員：佐久田悟、下門勝、大城直、松田久男、中村正人、伊
盛サチ子、名嘉眞宜德、東浜光雄、伊波良明）

報 　 告 10月22日〃 〃

宮森小学校校舎・水泳プール・学童クラブ新増改築工事（建築）請負契約について
（契約金額：1,574,532,000円）議案第 95 号 市　長 9月13日 原案可決
宮森小学校校舎・水泳プール・学童クラブ新増改築工事（電気）請負契約について
（契約金額：184,518,000円）議案第 96 号 〃 〃 〃

宮森小学校校舎・水泳プール・学童クラブ新増改築工事（機械）請負契約について
（契約金額：150,724,800円）議案第 97 号 〃 〃 〃

うるま市行政不服審査会条例の一部を改正する条例
（うるま市行政不服審査会の会議について定めるための条例改正）議案第 98 号 〃 〃 〃

うるま市税条例等の一部を改正する条例
（地方税法改正に伴う条例改正）議案第 99 号 〃 〃 〃

アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の特例に関する条
例の一部を改正する条例
（地方税法及びうるま市税条例の改正に伴う条例改正）

議案第 100 号 〃 〃 〃

うるま市健康福祉センター条例の一部を改正する条例
（施設名称及び基準額の一部見直しのための条例改正）議案第 104 号 〃 〃 〃

スクールバス事故の損害賠償額を定め和解することについて　　議案第 105 号 〃 9月4日 〃

津堅島訓練場水域におけるパラシュート降下訓練の中止を求める抗議決議発議第 16 号 〃 〃 〃

津堅島訓練場水域におけるパラシュート降下訓練の中止を求める意見書発議第 15 号 喜屋武力議員
外9名 〃 〃

社会福祉法人認可保育所の運営改善及び第２号認定児童主食費の補助についての陳情陳情第 74 号
うるま市法人
保育園連盟
会長 上原 東

〃 一部採択

平成３０年度うるま市公共下水道石川終末処理場の建設工事委託に関する協定について
（契約金額：224,250,000円）議案第 106 号 〃 9月13日 〃

建物の処分について（旧与那城庁舎）
（処分価格：250,560,000円）議案第 107 号 〃 〃 〃

うるま市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例
（介護保険法施行規則の改正に伴う条例改正）

議案第 102 号 〃 〃 〃

うるま市立学校用地取得及び学校施設整備基金条例の一部を改正する条例 
（補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律に基づく財産の処分の承認申請手続に関す
る条例改正）

議案第 103 号 〃 〃 〃

うるま市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供のための条例改正）　

議案第 101 号 〃 〃 〃

副議長の選挙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（当選人：名嘉眞宜德）選 挙 第２号 〃 〃

常任委員会委員の選任について
企画総務委員会（８人）
（委員長：中村正人、副委員長：伊盛サチ子、委員：仲本辰雄、藏根武、國場正剛、仲程孝、宮城一
寿、平良榮順）
建設委員会（７人）
（委員長：下門勝、副委員長：東浜光雄、委員：兼本光治、松田久男、宮里朝盛、名嘉眞宜德、伊波良明）
教育福祉委員会（７人）
（委員長：大城直、副委員長：金城加奈栄、委員：喜屋武力、真栄城隆、幸喜勇、又吉法尚、伊波洋）
市民経済委員会（７人）
（委員長：佐久田悟、副委員長：比嘉直人、委員：大屋政善、德田政信、荻堂盛仁、国吉亮、天願久史）

報 　 告 議　長 〃 選　　任
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平成30年９月定例会常任委員会の審査概要

企
画
総
務
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
認
定
１
件
、

議
案
９
件
、
陳
情
（
継
続
）
６
件

を
審
査
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、
「
建
物
の

処
分
（
旧
与
那
城
庁
舎
）
」
に
つ

い
て
、
「
不
動
産
鑑
定
は
な
ぜ
複

数
し
な
か
っ
た
の
か
」
と
の
質
疑

に
対
し
、
「
不
動
産
鑑
定
士
は
、

国
家
資
格
で
あ
り
、
１
社
で
も
問

題
な
い
と
考
え
た
。
ま
た
市
独
自

の
積
算
も
踏
ま
え
て
価
格
決
定
し

た
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

「
借
地
権
に
つ
い
て
」
と
の
質
疑

に
対
し
、
「
借
地
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法
第
23
条

第
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の
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地
権
を
設
定
す
る
」
と
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。
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議
の
結
果
、
認
定
案
件
は
認

定
。
議
案
は
全
て
原
案
可
決
。
陳

情
は
全
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

建
設
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、認
定
４
件
、議
案

13
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
議
案
の
審
査
内
容
と
し
て

「
議
案
第
1
0
6
号
　
平
成
３０
年
度

う
る
ま
市
公
共
下
水
道
石
川
終
末
処

理
場
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
に
つ
い
て
」は
、委
員
か
ら「
協
定
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
を
」と
の
質
疑
が

あ
り
、当
局
よ
り「
本
協
定
は
、平
成

23
年
度
策
定
の
う
る
ま
市
公
共
下
水

道
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
い
た
、改
築

更
新
工
事
と
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っ
て
い
る
。場
所
は
、

石
川
終
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処
理
場
の
管
理
棟
、汚
泥
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化
棟
、汚
泥
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棟
の
外
壁
改
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や
防
水
塗
装
工
事
、内
部
施
設
の
電

気
、機
械
設
備
の
更
新
工
事
等
で
あ

る
。随
意
契
約
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

石
川
終
末
処
理
場
の
長
寿
命
化
計
画

策
定
業
務
及
び
詳
細
設
計
業
務
を
日

本
下
水
道
事
業
団
に
委
託
し
て
き
た

経
緯
と
、専
門
的
な
知
識
、技
術
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、日
本
下
水
道
事

業
団
と
随
意
契
約
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
。契
約
工
期
と
し
て
は
平
成
31
年

11
月
30
日
ま
で
と
し
、契
約
金
額
は
２

億
2
，4
2
5
万
円
と
な
っ
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、認
定
案
件
は

全
て
認
定
し
、議
案
は
全
て
原
案
可

決
し
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
認
定
１
件
、

議
案
10
件
、
新
規
陳
情
１
件
、
継

続
し
て
き
た
陳
情
16
件
を
審
査
し

た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
「
ス

ク
ー
ル
バ
ス
事
故
の
損
害
賠
償
額

を
定
め
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
」
は
、
「
事
故
防
止
策
や
委
託

先
へ
の
指
導
に
つ
い
て
」
質
疑
が

あ
り
、
「
作
成
し
た
安
全
運
転
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
委
託
先
に
直
接
説
明

し
配
布
し
た
。
ま
た
、
市
消
防
本

部
が
実
施
す
る
普
通
救
命
講
習
の

受
講
を
促
し
て
お
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
転
手
は
、
９
月
以
降
に
、

普
通
救
命
講
習
を
受
講
す
る
予
定

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
よ
り
安
全

に
運
行
で
き
る
よ
う
に
４
月
か
ら

送
迎
ル
ー
ト
も
変
更
し
た
。
今
後
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
す

る
な
ど
、
万
が
一
、
事
故
が
起
き

た
場
合
、
責
任
の
所
在
を
客
観
的

に
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、
認
定
案
件

は
認
定
し
、
議
案
は
全
て
原
案
可

決
し
た
。
陳
情
は
新
規
陳
情
１
件

を
一
部
採
択
し
、
継
続
し
て
き
た

陳
情
は
全
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

市
民
経
済
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
認
定
３
件
、

議
案
４
件
、
継
続
し
て
き
た
陳
情

４
件
を
審
査
し
た
。

　
主
な
審
査
内
容
と
し
て
「
議
案

第
1
0
4
号
う
る
ま
市
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
「
１
階

に
あ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
な
く
な

る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
10
月
中
旬
か
ら
展
示
コ
ー
ナ
ー

は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

現
在
あ
る
椅
子
や
机
は
撤
去
せ
ず

に
プ
ー
ル
そ
ば
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
移

動
さ
せ
る
の
で
、
そ
こ
で
使
用
で

き
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
結
果
と
し
て
、
認
定
案
件

は
全
て
認
定
し
、
議
案
は
全
て
原

案
可
決
。
継
続
し
て
き
た
陳
情
は

全
て
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

　委員会に付託された議案・請願・陳情について、各常任委員会が担当する内容を専門的に話し合い、委員
会としての審査結果を本会議に報告します。

跡利用に伴い売却される旧与那城庁舎

施設名称や基準額の一部見直しをした
健康福祉センター「うるみん」

（5）



一般質問

西野　一男
にし　の　　　  かず　お
新政クラブ

一

　
「
今
ま
で
行
っ
た
一
般
質
問
を
選
定
し
、総
括
と
し
て

執
行
部
が
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
か
」に
つ
い
て

　
　
　南
原
漁
港
に
つ
い
て
、平
成
32
年
度
を

目
標
に
整
備
し
た
い
と
の
答
弁
だ
が
、県
と
の

調
整
は
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　沖
縄
県
漁
港
漁

場
課
と
平
成
32
年
度
採
択
に
向
け
協
議
を
進

め
た
い
。

　
　
　津
堅
島
の
島
お
こ
し
支
援
事
業
に
つ

い
て
、沖
縄
県
離
島
体
験
交
流
促
進
事
業
を
活

用
し
た
民
泊
事
業
で
、津
堅
住
民
の
申
請
手
続

の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
と
あ
る
が
、そ
の
後

は
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　津
堅
自
治
会
や
住

民
同
士
の
連
携
を
図
り
、平
成
28
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
離
島
観
光
・交
流
促
進
事
業
の
受

け
入
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
　キ
ャ
ロ
ッ
ト
愛
ラ
ン
ド
公
園
の
改
修

に
つ
い
て
、現
状
の
悲
惨
さ
を
訴
え
た
が
、今
後

の
改
修
は
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　当
面
は
維
持

管
理
費
で
対
応
し
た
い
。大
規
模
な
工
事
箇
所

は
別
途
検
討
す
る
。

　
　
　津
堅
島
小
型
焼
却
炉
に
つ
い
て
、運
用

開
始
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　７
月
に
試
験
運
転

を
完
了
し
て
お
り
、現
在
運
転
管
理
や
燃
料
供

給
等
の
発
注
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　平
敷
屋
地
内
道
路
新
設
に
つ
い
て
、可

能
な
道
路
新
設
は
地
権
者
の
了
解
が
得
ら
れ

る
と
思
う
が
調
査
で
き
な
い
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　現
在
排

水
路
整
備
に
向
け
た
調
査
、設
計
を
実
施
し
て

い
る
。地
権
者
と
の
同
意
等
、自
治
会
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
　
　子
供
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
、直
近
の

子
供
貧
困
率
は
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　県
の
報
告
で
は

相
対
的
貧
困
率
は
29
・9
％
。本
市
に
お
け
る

対
策
は
、第
２
次
う
る
ま
市
総
合
計
画
で
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、事
業
を
推
進
し
た
い
。

　
　
　市
民
所
得
の
向
上
に
つ
い
て
、県
内
で

も
下
位
に
あ
る
市
民
所
得
向
上
の
対
策
は
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　企
業
誘
致
や
雇

用
創
出
事
業
等
の
経
済
振
興
施
策
の
効
果
・

検
証
を
行
い
、経
済
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　
　う
る
ま
市
の
経
済
構
造（
産
業
構
造
）

に
つ
い
て
、経
済
構
造
振
興
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　特
に
第
三
次
産

業
を
拡
大
す
る
た
め
に
産
業
間
に
よ
る
６
次

産
業
化
を
う
る
マ
ル
シ
ェ
を
拠
点
に
推
進
し
て

い
く
。

　
　
　救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
の
積
極
的

導
入
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　諸
見
里
消
防
長
　総
務
省
消
防
庁
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用
に
向
け
て

調
査
・研
究
し
た
い
。

　
　
　う
る
ま
市
の
基
金
運
用
に
つ
い
て
、自

主
財
源
の
増
加
と
依
存
財
源
の
減
少
に
よ
り

自
主
財
源
の
確
保
が
課
題
。そ
の
た
め
の
基
金

運
用
に
つ
い
て
ど
う
検
討
さ
れ
た
か
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　証
券
会
社
や
債
券

発
行
団
体
等
に
よ
る
勉
強
会
等
を
行
い「
公
金

保
護
及
び
指
定
金
融
機
関
等
に
関
す
る
課
題

検
討
委
員
会
」で
運
用
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

　
　
　ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
、行

政
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　市
内
の
体
育
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で
行
政
と
民

間
が
一
体
と
な
り
全
国
規
模
の
大
会
誘
致
等

に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

一

　
「
今
ま
で
行
っ
た
一般
質
問
を
選
定
し
、総
括

と
し
て
執
行
部
が
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

た
か
」に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

金城　勝正
きんじょう かつ まさ
いぶきの会

一
　市
立
具
志
川
小
学
校
裏
門
通
学
路
の
歩
道
設
置
及
び
校

舎
改
修
工
事
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

二
　県
道
37
号
線（
屋
慶
名
大
通
り
）、県
道
２
３
９
号
線
拡
幅

工
事
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

三
　農
用
地
転
用
許
可
等
に
係
る
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
に

関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

四
　う
る
ま
市
水
産
業
振
興
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

質
問
　市
道
２
―
75
号
線
か
ら
ア
カ
ザ
ン

ガ
ー
ま
で
の
間
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　街
路

事
業
に
よ
る
対
応
だ
け
で
は
な
く
、社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に

あ
る
通
学
路
の
安
全
対
策
事
業
の
活
用
に

よ
り
、安
全
対
策
が
図
れ
な
い
か
な
ど
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

質
問
　具
志
川
小
学
校
校
舎
の
改
築
工
事

の
時
期
と
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　耐
震
補
強
工
事

と
あ
わ
せ
て
大
規
模
改
造
を
実
施
す
る
予

定
を
し
て
お
り
、早
期
の
事
業
着
手
に
向
け

て
関
係
部
署
と
協
議
し
た
い
。

質
問
　今
年
度
の
工
事
計
画
の
お
く
れ
は

次
年
度
の
計
画
に
影
響
が
あ
る
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　当
該

工
事
の
お
く
れ
に
よ
る
次
年
度
工
事
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
、現
在
の
と
こ
ろ
問
題
が

な
い
と
伺
っ
て
い
る
。次
年
度
の
計
画
に
つ

い
て
は
、屋
慶
名
橋
の
か
け
か
え
工
事
を
予

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

質
問
　事
務
量
の
増
加
に
比
例
し
た
職
員

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
、増
大
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
が
。

答
弁
　野
島
農
業
委
員
会
事
務
局
長
　近

年
の
農
地
転
用
許
可
申
請
に
係
る
事
務
量

の
増
加
か
ら
み
る
と
、農
地
法
及
び
関
連
法

に
対
す
る
知
識
を
相
当
有
す
る
職
員
の
配

置
が
必
須
で
あ
る
。今
後
、関
係
部
局
と
協

議
を
図
り
、農
業
委
員
会
事
務
局
の
職
員
体

制
に
つ
い
て
、協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

質
問
　「沖
に
出
れ
ば
板
子
一
枚
下
は
地

獄
」と
い
う
厳
し
い
職
場
環
境
の
上
、天
候

に
左
右
さ
れ
、陸
上
の
よ
う
に
何
日
働
け
る

か
さ
え
わ
か
ら
な
い
水
産
業
は
、国
、県
、地

方
自
治
体
が
さ
ら
な
る
手
厚
い
支
援
策
に

転
換
す
る
必
要
が
あ
り
、市
当
局
が
骨
を
折

り
、間
に
入
っ
て
調
整
す
る
よ
う
な
支
援
体

制
が
構
築
で
き
な
け
れ
ば
、う
る
ま
市
に
限

ら
ず
沖
縄
県
の
水
産
業
の
未
来
は
衰
退
の

一
途
を
た
ど
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す

る
。市
内
各
漁
港
の
現
状
と
課
題
等
も
含
め
、

広
く
水
産
業
全
体
を
見
渡
し
た
見
解
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　当
面
は
漁
業

者
の
減
少
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、持
続

可
能
な
水
産
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、う
る
ま
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
形
成

と
販
路
拡
大
、漁
業
の
担
い
手
の
確
保
及
び

育
成
を
進
め
、経
営
安
定
や
所
得
向
上
を
図

る
必
要
が
あ
り
、老
朽
化
が
進
む
施
設
も
多

く
あ
る
こ
と
か
ら
、漁
港
施
設
機
能
保
全
整

備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問

一
　市
立
具
志
川
小
学
校
裏
門
通
学
路
の
歩
道
設

置
及
び
校
舎
改
修
工
事
に
関
連
す
る
事
項
に

つ
い
て

二
　県
道
37
号
線
（
屋
慶
名
大
通
り
）
、
県
道
２

３
９
号
線
拡
幅
工
事
に
関
連
す
る
事
項
に
つ

い
て

三
　農
用
地
転
用
許
可
等
に
係
る
自
治
体
へ
の
権

限
移
譲
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

四
　う
る
ま
市
水
産
業
振
興
に
関
連
す
る
事
項
に

つ
い
て

（7）

第54号

仲本 辰雄
なか もと たつ お
公　明

一

　闘犬
種
な
ど
の
管
理
及
び
通
報
体
制
に
つ
い
て

二

　”渋
消
式

　消火
法
に
つ
い
て

三

　介護
離
職
防
止
に
つ
い
て

四

　ひき
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

質
問
　闘
犬
種
が
飼
わ
れ
て
い
る
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、実
態
調
査
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　飼
い
主
が
軍
人
、

軍
属
で
あ
る
場
合
、米
軍
関
係
機
関
に
対
し

て
、基
地
の
外
で
犬
を
飼
う
と
き
の
法
令
遵
守

と
、危
険
犬
飼
養
に
お
け
る
厳
格
な
管
理
に
つ

い
て
周
知
徹
底
を
要
請
し
た
い
。

質
問
　延
焼
阻
止
の
目
安
と
な
る
指
針
で

は
、現
場
到
着
か
ら
放
水
開
始
ま
で
の
時
間

を
２
分
と
し
て
い
る
が
、本
市
は
何
分
か
。

答
弁
　諸
見
里
消
防
長
　平
均
１
分
29
秒
。

質
問
　渋
消
は
１
分
17
秒
。ホ
ー
ス
の
本
数

を
ふ
や
す
な
ど
し
た
。ホ
ー
ス
の
整
備
予
算
を

増
額
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　諸
見
里
消
防
長
　車
両
購
入
時
に
実

施
し
た
い
。

質
問
　仕
事
を
続
け
な
が
ら
も
介
護
が
で
き

る
「
な
が
ら
介
護
」と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、広
く
市
民
に
周
知
を
図
り
、一
人
で
も
多

く
の
介
護
離
職
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　介
護
離
職
の
問
題

解
決
は
、介
護
施
設
を
整
備
し
た
だ
け
で
は

望
め
ず
、在
宅
支
援
の
拡
充
・強
化
も
必
須
。

真
っ
先
に
相
談
に
乗
れ
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
相
談
機
能
の
強
化
も
必
要
。ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
知
識
・経
験
、力
量
等
の
資
質

向
上
が
必
要
。介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
外
の
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
必
要
。企
業

に
よ
る
介
護
休
暇
等
の
取
得
に
係
る
制
度
整

備
、雇
い
手
や
職
場
の
理
解
・協
力
も
絶
対
に

必
要
で
あ
る
。

質
問
　市
就
職
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
・サ

ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー
は
、ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
方
に
も
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る
が
、相

談
件
数
を
伺
う
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　15
件
。

質
問
　ひ
き
こ
も
り
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

と
感
じ
た
。就
労
体
験
の
参
加
を
促
す
訪
問

型
就
労
準
備
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　実
施
し
て
い
る
。

質
問
　愛
知
県
障
害
福
祉
課
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、不
登
校
歴
が
あ
る
52
・

7
％
が
、ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。平
成
28
年
12
月
に
成
立
し
た

教
育
機
会
確
保
法
に
、国
及
び
地
方
公
共
団

体
等
に
対
し
て
、不
登
校
児
童
・生
徒
に
対
す

る
適
切
な
支
援
が
、組
織
的
か
つ
継
続
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
が
、全
て

の
教
育
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
は
家
庭
教
育
で

あ
る
と
信
じ
て
い
る
。不
登
校
対
策
に
寄
与
す

る
家
庭
教
育
支
援
条
例
を
制
定
す
べ
き
で

は
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長

　条例
制
定
に
つ

い
て
は
、不
登
校
対
策
の
貴
重
な
提
言
と
受
け

と
め
、県
の
動
向
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
研
究
し

た
い
。

“質 

問
質 
問

質 

問

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

答 

弁
答 

弁
答 

弁

一

　闘犬
種
な
ど
の
管
理
及
び
通
報
体
制
に
つ

い
て

二

　”渋
消
式
“
消
火
法
に
つ
い
て

四

　ひき
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

三

　介護
離
職
防
止
に
つ
い
て

玉榮　登次
 たま　え　　　   と　 つぎ

無所属

一

　ブロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て

二

　畜産
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

三

　部活
動
支
援
に
つ
い
て

質
問
　本
市
に
お
け
る
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
安
全
点
検
調
査
の
結
果
及
び
安
全

対
策
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　目
視
で
現
状
調

査
を
実
施
。特
に
危
険
と
思
わ
れ
る
塀
に
つ

い
て
は
改
修
の
予
定
。時
間
を
要
す
る
箇
所

は
看
板
設
置
等
で
注
意
を
促
し
て
い
る
。

質
問
　倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
塀
は
生
活

道
路
や
住
宅
地
等
に
も
多
く
存
在
す
る
。市

内
住
宅
に
対
し
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
点

検
調
査
等
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　国
土

交
通
省
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
自

主
点
検
や
専
門
家
に
依
頼
し
た
安
全
点
検

の
実
施
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
注
意

喚
起
を
行
っ
た
。

質
問
　う
る
ま
市
は
内
閣
府
指
定
の
南
海

ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
含
ま

れ
て
い
る
。他
自
治
体
の
事
例
に
倣
い
、災
害

対
策
に
関
す
る
意
識
向
上
を
図
る
べ
き
で

は
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　国
の

支
援
制
度
、県
や
他
行
政
庁
の
動
向
等
を
注

視
し
、今
後
の
方
針
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　豚
肉
生
産
量
が
増
加
傾
向
に
あ
る

一
方
、市
内
生
産
農
家
か
ら
は
高
齢
化
、人

手
不
足
に
よ
る
経
営
継
続
の
困
難
性
の
意

見
が
上
が
っ
て
い
る
。行
政
主
体
の
生
産
現

場
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　本
市
で
は
独

立
・自
営
就
農
者
を
育
成
・確
保
す
る
目
的

で
、平
成
24
年
度
か
ら
青
年
就
農
給
付
金
事

業
や
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

質
問
　養
豚
現
場
の
声
と
し
て
、悪
臭
な
ど

環
境
問
題
を
憂
慮
す
る
意
見
も
あ
り
心
理

的
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、畜

産
環
境
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　畜
産
環
境
改

善
指
導
事
業
と
し
て
悪
臭
緩
和
剤
等
購
入

費
の
補
助
を
実
施
。ま
た
、清
掃
状
況
・飼
育

環
境
・浄
化
槽
の
稼
働
状
況
の
確
認
や
畜

舎
・堆
肥
舎
等
の
管
理
徹
底
を
指
導
し
て
い

る
。

質
問
　教
育
政
策
の
一
環
と
し
て
市
内
小
・

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
支
援
に
積
極
的

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。そ
の
取
り
組

み
内
容
を
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　大
会
派
遣
費

用
の
一
部
助
成
や
激
励
の
懸
垂
幕
を
市
役

所
に
掲
示
す
る
な
ど
、生
徒
の
活
躍
を
後
押

し
し
て
い
る
。さ
ら
に
、破
損
、老
朽
化
し
た

施
設
・備
品
の
修
繕
な
ど
環
境
の
充
実
に
努

め
て
い
る
。

質
問
　監
督
・顧
問
の
先
生
方
や
父
兄
の

方
々
が
部
活
動
に
励
み
や
す
い
環
境
づ
く

り
も
重
要
。今
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　円
滑
な
部
活

動
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
学
校
と
連
携
し

た
い
。ま
た
、部
活
動
休
養
日
の
設
定
を
指

導
し
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
。

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 
問

一

　ブロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て

二

　畜産
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

三

　部活
動
支
援
に
つ
い
て

（6）



一般質問

西野　一男
にし　の　　　  かず　お
新政クラブ

一

　
「
今
ま
で
行
っ
た
一
般
質
問
を
選
定
し
、総
括
と
し
て

執
行
部
が
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
か
」に
つ
い
て

　
　
　南
原
漁
港
に
つ
い
て
、平
成
32
年
度
を

目
標
に
整
備
し
た
い
と
の
答
弁
だ
が
、県
と
の

調
整
は
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　沖
縄
県
漁
港
漁

場
課
と
平
成
32
年
度
採
択
に
向
け
協
議
を
進

め
た
い
。

　
　
　津
堅
島
の
島
お
こ
し
支
援
事
業
に
つ

い
て
、沖
縄
県
離
島
体
験
交
流
促
進
事
業
を
活

用
し
た
民
泊
事
業
で
、津
堅
住
民
の
申
請
手
続

の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
と
あ
る
が
、そ
の
後

は
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　津
堅
自
治
会
や
住

民
同
士
の
連
携
を
図
り
、平
成
28
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
離
島
観
光
・交
流
促
進
事
業
の
受

け
入
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
　キ
ャ
ロ
ッ
ト
愛
ラ
ン
ド
公
園
の
改
修

に
つ
い
て
、現
状
の
悲
惨
さ
を
訴
え
た
が
、今
後

の
改
修
は
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　当
面
は
維
持

管
理
費
で
対
応
し
た
い
。大
規
模
な
工
事
箇
所

は
別
途
検
討
す
る
。

　
　
　津
堅
島
小
型
焼
却
炉
に
つ
い
て
、運
用

開
始
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　７
月
に
試
験
運
転

を
完
了
し
て
お
り
、現
在
運
転
管
理
や
燃
料
供

給
等
の
発
注
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　平
敷
屋
地
内
道
路
新
設
に
つ
い
て
、可

能
な
道
路
新
設
は
地
権
者
の
了
解
が
得
ら
れ

る
と
思
う
が
調
査
で
き
な
い
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　現
在
排

水
路
整
備
に
向
け
た
調
査
、設
計
を
実
施
し
て

い
る
。地
権
者
と
の
同
意
等
、自
治
会
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
　
　子
供
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
、直
近
の

子
供
貧
困
率
は
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　県
の
報
告
で
は

相
対
的
貧
困
率
は
29
・9
％
。本
市
に
お
け
る

対
策
は
、第
２
次
う
る
ま
市
総
合
計
画
で
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、事
業
を
推
進
し
た
い
。

　
　
　市
民
所
得
の
向
上
に
つ
い
て
、県
内
で

も
下
位
に
あ
る
市
民
所
得
向
上
の
対
策
は
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　企
業
誘
致
や
雇

用
創
出
事
業
等
の
経
済
振
興
施
策
の
効
果
・

検
証
を
行
い
、経
済
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　
　う
る
ま
市
の
経
済
構
造（
産
業
構
造
）

に
つ
い
て
、経
済
構
造
振
興
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　特
に
第
三
次
産

業
を
拡
大
す
る
た
め
に
産
業
間
に
よ
る
６
次

産
業
化
を
う
る
マ
ル
シ
ェ
を
拠
点
に
推
進
し
て

い
く
。

　
　
　救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
の
積
極
的

導
入
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　諸
見
里
消
防
長
　総
務
省
消
防
庁
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用
に
向
け
て

調
査
・研
究
し
た
い
。

　
　
　う
る
ま
市
の
基
金
運
用
に
つ
い
て
、自

主
財
源
の
増
加
と
依
存
財
源
の
減
少
に
よ
り

自
主
財
源
の
確
保
が
課
題
。そ
の
た
め
の
基
金

運
用
に
つ
い
て
ど
う
検
討
さ
れ
た
か
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　証
券
会
社
や
債
券

発
行
団
体
等
に
よ
る
勉
強
会
等
を
行
い「
公
金

保
護
及
び
指
定
金
融
機
関
等
に
関
す
る
課
題

検
討
委
員
会
」で
運
用
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

　
　
　ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
創
出
に
つ
い
て
、行

政
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　市
内
の
体
育
施

設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で
行
政
と
民

間
が
一
体
と
な
り
全
国
規
模
の
大
会
誘
致
等

に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

一

　
「
今
ま
で
行
っ
た
一般
質
問
を
選
定
し
、総
括

と
し
て
執
行
部
が
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

た
か
」に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

質 
問

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

金城　勝正
きんじょう かつ まさ
いぶきの会

一
　市
立
具
志
川
小
学
校
裏
門
通
学
路
の
歩
道
設
置
及
び
校

舎
改
修
工
事
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

二
　県
道
37
号
線（
屋
慶
名
大
通
り
）、県
道
２
３
９
号
線
拡
幅

工
事
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

三
　農
用
地
転
用
許
可
等
に
係
る
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
に

関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

四
　う
る
ま
市
水
産
業
振
興
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

質
問
　市
道
２
―
75
号
線
か
ら
ア
カ
ザ
ン

ガ
ー
ま
で
の
間
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　街
路

事
業
に
よ
る
対
応
だ
け
で
は
な
く
、社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
に

あ
る
通
学
路
の
安
全
対
策
事
業
の
活
用
に

よ
り
、安
全
対
策
が
図
れ
な
い
か
な
ど
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

質
問
　具
志
川
小
学
校
校
舎
の
改
築
工
事

の
時
期
と
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　耐
震
補
強
工
事

と
あ
わ
せ
て
大
規
模
改
造
を
実
施
す
る
予

定
を
し
て
お
り
、早
期
の
事
業
着
手
に
向
け

て
関
係
部
署
と
協
議
し
た
い
。

質
問
　今
年
度
の
工
事
計
画
の
お
く
れ
は

次
年
度
の
計
画
に
影
響
が
あ
る
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　当
該

工
事
の
お
く
れ
に
よ
る
次
年
度
工
事
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
、現
在
の
と
こ
ろ
問
題
が

な
い
と
伺
っ
て
い
る
。次
年
度
の
計
画
に
つ

い
て
は
、屋
慶
名
橋
の
か
け
か
え
工
事
を
予

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

質
問
　事
務
量
の
増
加
に
比
例
し
た
職
員

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
、増
大
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
が
。

答
弁
　野
島
農
業
委
員
会
事
務
局
長
　近

年
の
農
地
転
用
許
可
申
請
に
係
る
事
務
量

の
増
加
か
ら
み
る
と
、農
地
法
及
び
関
連
法

に
対
す
る
知
識
を
相
当
有
す
る
職
員
の
配

置
が
必
須
で
あ
る
。今
後
、関
係
部
局
と
協

議
を
図
り
、農
業
委
員
会
事
務
局
の
職
員
体

制
に
つ
い
て
、協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

質
問
　「沖
に
出
れ
ば
板
子
一
枚
下
は
地

獄
」と
い
う
厳
し
い
職
場
環
境
の
上
、天
候

に
左
右
さ
れ
、陸
上
の
よ
う
に
何
日
働
け
る

か
さ
え
わ
か
ら
な
い
水
産
業
は
、国
、県
、地

方
自
治
体
が
さ
ら
な
る
手
厚
い
支
援
策
に

転
換
す
る
必
要
が
あ
り
、市
当
局
が
骨
を
折

り
、間
に
入
っ
て
調
整
す
る
よ
う
な
支
援
体

制
が
構
築
で
き
な
け
れ
ば
、う
る
ま
市
に
限

ら
ず
沖
縄
県
の
水
産
業
の
未
来
は
衰
退
の

一
途
を
た
ど
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す

る
。市
内
各
漁
港
の
現
状
と
課
題
等
も
含
め
、

広
く
水
産
業
全
体
を
見
渡
し
た
見
解
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　当
面
は
漁
業

者
の
減
少
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、持
続

可
能
な
水
産
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、う
る
ま
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
形
成

と
販
路
拡
大
、漁
業
の
担
い
手
の
確
保
及
び

育
成
を
進
め
、経
営
安
定
や
所
得
向
上
を
図

る
必
要
が
あ
り
、老
朽
化
が
進
む
施
設
も
多

く
あ
る
こ
と
か
ら
、漁
港
施
設
機
能
保
全
整

備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問

一
　市
立
具
志
川
小
学
校
裏
門
通
学
路
の
歩
道
設

置
及
び
校
舎
改
修
工
事
に
関
連
す
る
事
項
に

つ
い
て

二
　県
道
37
号
線
（
屋
慶
名
大
通
り
）
、
県
道
２

３
９
号
線
拡
幅
工
事
に
関
連
す
る
事
項
に
つ

い
て

三
　農
用
地
転
用
許
可
等
に
係
る
自
治
体
へ
の
権

限
移
譲
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て

四
　う
る
ま
市
水
産
業
振
興
に
関
連
す
る
事
項
に

つ
い
て
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一般質問

大城　直
  おお  しろ　　  なおし
かけはし

一

　基地
問
題
に
つ
い
て

二

　観光
事
業
に
つ
い
て（
観
光
資
源
海
中
道
路
）

三

　教育
行
政
に
つ
い
て

四

　公共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

五

　企業
立
地
と
誘
致
に
つ
い
て

質
問
　ホ
ワ
イ
ト
・ビ
ー
チ
地
区
への
入
域
許

可
時
間
を
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　入
域
許
可
時
間

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。キ
ャ
ン
プ
・

コ
ー
ト
ニ
ー
等
、他
の
施
設
も
同
じ
時
間
と

なって
い
る
。

質
問
　告
別
式
等
で
お
墓
の
掃
除
を
し
に
入

ろ
う
と
し
た
が
、入
域
が
で
き
な
か
っ
た
事
例

が
あ
る
。今
後
、入
域
緩
和
の
要
請
が
で
き
る

か
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長

　告
別
式
等
の
祭
事
に
急

な
入
域
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
、可
能
な
限
り
地
域

の
皆
様
が
ス
ム
ー
ズ
に
基

地
内
に
立
ち
入
り
が
で
き

る
よ
う
関
係
部
局
と
連
携

を
図
り
た
い
。

質
問
　海
中
道
路
エ
リ
ア
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベン
ト
の
開
催
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　現
在
、海
中
道

路
エ
リ
ア
で
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、

観
光
分
野
で
の
市
の
主
催
・共
催
で
は
開
催

し
て
い
な
い
。

質
問
　近
い
将
来
、開
催
可
能
な
イ
ベン
ト
等

の
計
画
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　市
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、経

済
波
及
効
果
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
誘
致
の
可
能

性
を
検
討
し
、観
光
客
の
誘
客
等
に
積
極
的

に
対
応
し
た
い
。

質
問
　海
中
道
路
の
観
光
資
源
と
し
て
、マ
ー

ラ
ン
船
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　マ
ー
ラ
ン
船
を
海

の
文
化
資
料
館
に
展
示
し
、学
校
教
育
や
生

涯
学
習
の
教
材
、観
光
客
に
見
学
し
て
い
た
だ

く
等
、大
き
な
成
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　海
中
道
路
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
を
活

用
し
た
イ
ベン
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

の
景
観
を
生
か
し
た
新
規
事
業
の
創
設
を
検

討
し
、効
果
的
に
観
光
誘
客
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問
　コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・ス
ク
ー
ル
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
、教
育
長

の
意
気
込
み
を
伺
う
。

答
弁
　嘉
手
苅
教
育
長
　各
学
校
の
学
校

運
営
協
議
会
が
有
意
義
に
運
営
さ
れ
る
よ
う

指
導
・助
言
し
、他
の
部
署
と
も
連
携
、協
働

し
、市
民
協
働
学
校
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問
　市
民
公
園
等
の
草
刈
り
や
清
掃
が
間

に
合
って
い
な
い
の
で
は
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　維
持
管
理

課
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
への
委
託
や
市
現
業
職
員
で
維
持
・管
理

を
行
って
い
る
が
、今
後
は
公
園
等
里
親
制
度

を
活
用
し
た
団
体
へ
管
理
を
移
行
し
た
い
。

質
問
　中
城
湾
港
新
港
地
区
への
立
地
の
実

績
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　う
る
ま
市
の
中

城
湾
港
新
港
地
区
に
は
、製
造
業
や
情
報
通

信
関
連
の
企
業
を
中
心
に
平
成
30
年
５
月
現

在
で
2
3
8
社
の
企
業
が
立
地
し
て
い
る
。

平敷屋公園からみたホワイト・ビーチ

一

　基地
問
題
に
つ
い
て

三

　教育
行
政
に
つ
い
て

四

　公共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

五

　企業
立
地
と
誘
致
に
つ
い
て

二

　観光
事
業
に
つ
い
て（
観
光
資
源
海
中
道

路
）

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問

荻堂　盛仁
おぎ  どう　　　せい  じん
いぶきの会

一

　大河
ド
ラ
マ
を
活
用
し
て
の
勝
連
城
跡
の
ア
ピ
ー
ル

に
つ
い
て

二

　建築
確
認
に
つ
い
て

三

　保育
行
政
に
つ
い
て

四

　教育
再
生
首
長
会
議
に
つ
い
て

質
問
　勝
連
城
跡
の
ア
ピ
ー
ル
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　S
N
S
等
を

中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
活
用
や
観
光
雑
誌
へ
の

掲
載
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
、効

果
的
な
P
R
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

質
問
　勝
連
城
主
の
阿
麻
和
利
を
ド
ラ
マ

化
し
、勝
連
城
跡
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

N
H
K
に
働
き
か
け
ら
れ
な
い
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　市
と
し
て
も

大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
の

現
状
と
可
能
性
に
つ
い

て
調
査
し
、地
域
や
関
係

者
の
皆
様
の
意
見
も
拝

聴
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

質
問
　４
年
前
に
違
法
性
の
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
た
建
築
物
が
名
義
人
を
か
え
て
営

業
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
当
局
の

見
解
を
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　廃
業

後
の
建
築
物
の
状
況
に
つ
い
て
、市
が
注
意

を
も
っ
て
経
過
を
観
察
し
、建
築
物
の
使
用

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、改
め
て
市
か
ら
行

動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

質
問
　営
業
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
件
に
つ
い

て
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　前
回

と
同
様
に
建
築
基
準
法
第
12
条
第
5
項
の

規
定
に
基
づ
く
報
告
を
求
め
る
こ
と
に
な

る
。法
に
不
適
合
な
部
分
が
あ
る
場
合
に
つ

い
て
は
、適
合
に
向
け
た
是
正
措
置
を
講
じ

る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
に
な
る
。

質
問
　本
市
の
保
育
園
へ
の
入
所
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　今
年
度
の
申

し
込
み
件
数
は
前
年
度
よ
り
4
0
6
人
多

い
4
，4
6
2
人
。そ
の
う
ち
入
所
児
童
数
は

前
年
度
の
3
，6
2
2
人
に
比
べ
、4
2
6
人

多
い
4
，0
4
8
人
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　育
児
休
業
を
延
長
す
る
こ
と
に
対

し
て
、政
府
が
対
策
を
検
討
す
る
よ
う
で
あ

る
が
、当
局
の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　市
と
し
て
は
、

国
が
示
す
よ
う
に
、育
児
休
業
給
付
金
の
受

給
の
た
め
、入
所
申
し
込
み
を
す
る
ケ
ー
ス

が
増
加
す
る
こ
と
は
、待
機
児
童
数
の
正
確

な
把
握
に
も
影
響
が
で
る
と
思
わ
れ
る
。今

後
、国
の
動
向
等
を
注
視
し
、県
や
他
自
治

体
と
連
携
し
、対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　教
育
再
生
首
長
会
議
と
は
。ま
た
、

本
市
の
市
長
の
参
加
に
つ
い
て
は
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　教
育
再
生
首
長

会
議
は
、教
育
再
生
を
掲
げ
、2
0
1
4
年

に
発
足
し
た
任
意
の
団
体
で
あ
る
と
把
握
。

本
市
は
同
会
議
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。

二

　建築
確
認
に
つ
い
て

一

　大河
ド
ラ
マ
を
活
用
し
て
の
勝
連
城
跡
の
ア

ピ
ー
ル
に
つ
い
て

三

　保育
行
政
に
つ
い
て

四

　教育
再
生
首
長
会
議
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

世界遺産勝連城跡
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一

　教育
環
境
に
つ
い
て

二

　保育
行
政
に
つ
い
て

三

　基地
行
政
に
つ
い
て

質
問
　大
阪
北
部
地
震
で
女
子
児
童
が
倒
壊

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な
り
、犠
牲
に

な
る
な
ど
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
や
安
全
性
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
総
点
検
、安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　倒
壊
事
故
を
受

け
、各
課
が
管
理
す
る
公
共
建
築
物
等
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、擁
壁
の
倒
壊
の
お
そ
れ
の
有
無
に

つ
い
て
早
急
に
調
査
を
依
頼
。市
長
部
局
や
報

告
の
あ
っ
た
各
部
局
長
に
は
今
後
の
修
繕
、改

修
工
事
等
に
つ
い
て
予
算
確
保
や
改
修
期
間

等
も
含
め
、協
議
の
上
各
課
に
お
い
て
補
正
予

算
で
対
応
に
係
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　６
月
定
例
会
の
答
弁
で
、社
会
福
祉

法
人
で
定
め
る
定
款
の
内
容
を
記
載
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

本
土
の
募
集
要
項
で
は
、入
札
に
参
加
す
る

必
要
な
資
格
と
し
て
、法
人
の
役
員
が
特
別

の
利
害
関
係
を
有
す
る
業
者
で
な
い
も
の
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。利
害
関
係
の
事
前

確
認
は
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　法
を
遵
守
し
た

対
応
と
認
識
し
て
い
る
が
、入
札
の
透
明
性
、

公
平
性
を
確
保
す
る
な
ど
、利
害
関
係
が
明

確
に
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
議
事
録
の
提
出

を
求
め
る
な
ど
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　法
人
の
役
員
名
簿
、受
注
業
者
役
員

名
簿
の
提
出
を
も
っ
て
明
確
に
利
害
関
係
が

な
い
と
い
う
証
明
が
で
き
る
と
考
え
る
が
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　理
事
会
で
の
議

決
時
に
て
利
害
関
係
者
の
有
無
の
確
認
、利

害
関
係
者
が
い
る
場
合
に
は
、理
由
を
明
確
に

記
載
し
た
議
事
録
等
の
提
出
を
求
め
る
対
応

を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　法
人
保
育
所
の
建
設
に
関
し
て
自
己

申
告
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　議
事
録
を
確
認

し
、必
要
な
資
料
提
供
を
求
め
た
い
。

質
問
　県
内
25
市
町
村
へ
の
今
回
の
通
知

は
、C
V
―
22
オ
ス
プ
レ
イ
機
の
沖
縄
の
訓
練

場
を
使
用
す
る
と
沖
縄
県
に
説
明
し
て
い
る

経
緯
も
あ
る
。沖
縄
へ
の
飛
行
と
訓
練
に
反
対

姿
勢
を
表
明
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　横
田
基
地
へ
の
配

備
の
み
の
通
知
で
、具
体
的
な
運
用
や
訓
練

等
は
関
知
し
て
な
い
。今
後
市
に
影
響
が
あ
る

か
注
視
し
た
い
。

質
問
　沖
縄
市
、嘉
手
納
町
、北
谷
町
の
３
連

協
は
運
用
の
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。市
と
し

て
反
対
の
表
明
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、市
長

の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　島
袋
市
長
　基
本
姿
勢
は
基
地
の
整

理
縮
小
。過
度
な
基
地
負
担
は
軽
減
す
べ
き

と
の
考
え
で
あ
る
。今
後
と
も
基
本
姿
勢
に
基

づ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
し
訴
え
た
い
。

※
そ
の
他「
斜
面
の
整
備
に
つ
い
て
」質
問
し

ま
し
た
。

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 
問

質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

一

　教育
環
境
に
つ
い
て

二

　保育
行
政
に
つ
い
て

三

　基地
行
政
に
つ
い
て

東浜 光雄
ひがしはま みつ お
いぶきの会

一

　津堅
島
キ
ャ
ロ
ッ
ト
愛
ラ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て

二

　勝連
南
風
原
遊
水
池
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

三

　東海
岸
開
発
基
本
計
画（
藪
地
島
の
開
発
）の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

四

　災害
時
要
支
援
者
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

五

　世界
遺
産
勝
連
城
跡
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

質
問
　津
堅
島
キ
ャ
ロ
ッ
ト
愛
ラ
ン
ド
は

経
年
劣
化
に
よ
り
施
設
の
機
能
を
失
っ
て

い
る
。早
急
に
施
設
機
能
を
回
復
す
る
た
め

の
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　施
設
の
完

全
な
機
能
回
復
に
は
大
規
模
な
改
修
工
事

が
必
要
と
考
え
る
。今
後
、施
設
の
構
造
や

配
置
の
見
直
し
を
含
め
、補
助
事
業
や
辺
地

対
策
事
業
債
の
活
用
に
つ
い
て
、関
係
部
署

と
調
整
を
図
り
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　勝
連
南
風
原
遊
水
池
の
実
効
性
あ

る
環
境
改
善
を
図
る
に
は
、年
次
的
に
必
要

な
対
策
で
は
な
く
、土
砂
の
一
斉
し
ゅ
ん
せ

つ
を
含
め
た
抜
本
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
が
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　限
ら
れ
た
維

持
管
理
予
算
で
対
応
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
。利
用
状
況
や
危
険
度
、緊
急
性
な
ど
を

考
慮
し
対
応
し
て
い
る
。今
後
も
状
況
を
注

視
し
、年
次
的
に
環
境
改
善
に
取
り
組
む
。

質
問
　藪
地
島
の
筆
界
未
定
地
の
問
題
は
、

個
々
の
地
権
者
間
で
協
議
し
、解
決
す
べ
き

事
項
と
の
こ
と
だ
が
、地
権
者
の
中
に
は
、

解
決
に
前
向
き
な
方
も
い
る
。屋
慶
名
自
治

会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ（
地
主
会
等
の
設
置
）

だ
け
で
な
く
、地
権
者
を
ま
と
め
て
い
く
こ

と
も
す
べ
き
だ
と
思
う
。自
治
会
と
地
権

者
、市
が
一
緒
に
な
っ
て
解
決
に
向
け
て
相

談
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　筆
界
未
定
地
の

解
決
は
、個
人
の
協
力
が
必
要
な
部
分
が
あ

る
。自
治
会
と
協
力
し
、前
向
き
な
地
権
者

に
関
し
て
は
協
力
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　避
難
行
動
要
支
援
者
に
き
め
細
か

な
支
援
を
行
う
た
め
に
、防
災
カ
ル
テ
の
作

成
、地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
検
討
・実
施
、

個
別
支
援
計
画
の
作
成
、支
援
体
制
の
構
築

に
つ
い
て
、提
案
を
し
て
き
た
が
、そ
の
対

応
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　要
支
援
者
の
登

録
は
、要
援
護
者
シ
ス
テ
ム
で
対
応
し
て
い

る
。地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
検
討
・実
施

は
、社
会
福
祉
協
議
会
の
小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
近
隣
見
守
り
援
助
体
制
づ
く
り
事

業
で
活
動
し
て
い
る
。個
別
計
画
の
作
成
は

途
中
で
あ
る
が
、本
市
に
お
い
て
も
重
要
と

考
え
、引
き
続
き
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個

別
計
画
作
成
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問
　勝
連
城
跡
周
辺
の
砕
石
場
の
移
転

交
渉
が
進
ん
で
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、現

状
を
伺
う
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　都
市
公
園

整
備
に
必
要
な
都
市
計
画
決
定
を
平
成
30

年
度
中
に
行
い
、31
年
度
に
物
件
調
査
、32

年
度
に
移
転
補
償
契
約
を
締
結
し
、移
転
す

る
計
画
で
あ
る
。

質 

問
質 

問
質 
問

質 

問
質 

問

答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁

一

　津堅
島
キ
ャ
ロ
ッ
ト
愛
ラ
ン
ド
の
整
備
に
つ

い
て

三

　東海
岸
開
発
基
本
計
画（
藪
地
島
の
開
発
）の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

二

　勝連
南
風
原
遊
水
池
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

四

　災害
時
要
支
援
者
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

五

　世界
遺
産
勝
連
城
跡
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

（8）



一般質問

大城　直
  おお  しろ　　  なおし
かけはし

一

　基地
問
題
に
つ
い
て

二

　観光
事
業
に
つ
い
て（
観
光
資
源
海
中
道
路
）

三

　教育
行
政
に
つ
い
て

四

　公共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

五

　企業
立
地
と
誘
致
に
つ
い
て

質
問
　ホ
ワ
イ
ト
・ビ
ー
チ
地
区
への
入
域
許

可
時
間
を
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　入
域
許
可
時
間

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。キ
ャ
ン
プ
・

コ
ー
ト
ニ
ー
等
、他
の
施
設
も
同
じ
時
間
と

なって
い
る
。

質
問
　告
別
式
等
で
お
墓
の
掃
除
を
し
に
入

ろ
う
と
し
た
が
、入
域
が
で
き
な
か
っ
た
事
例

が
あ
る
。今
後
、入
域
緩
和
の
要
請
が
で
き
る

か
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長

　告
別
式
等
の
祭
事
に
急

な
入
域
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
、可
能
な
限
り
地
域

の
皆
様
が
ス
ム
ー
ズ
に
基

地
内
に
立
ち
入
り
が
で
き

る
よ
う
関
係
部
局
と
連
携

を
図
り
た
い
。

質
問
　海
中
道
路
エ
リ
ア
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベン
ト
の
開
催
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　現
在
、海
中
道

路
エ
リ
ア
で
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、

観
光
分
野
で
の
市
の
主
催
・共
催
で
は
開
催

し
て
い
な
い
。

質
問
　近
い
将
来
、開
催
可
能
な
イ
ベン
ト
等

の
計
画
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　市
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、経

済
波
及
効
果
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
誘
致
の
可
能

性
を
検
討
し
、観
光
客
の
誘
客
等
に
積
極
的

に
対
応
し
た
い
。

質
問
　海
中
道
路
の
観
光
資
源
と
し
て
、マ
ー

ラ
ン
船
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　マ
ー
ラ
ン
船
を
海

の
文
化
資
料
館
に
展
示
し
、学
校
教
育
や
生

涯
学
習
の
教
材
、観
光
客
に
見
学
し
て
い
た
だ

く
等
、大
き
な
成
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　海
中
道
路
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
を
活

用
し
た
イ
ベン
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

の
景
観
を
生
か
し
た
新
規
事
業
の
創
設
を
検

討
し
、効
果
的
に
観
光
誘
客
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問
　コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・ス
ク
ー
ル
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
、教
育
長

の
意
気
込
み
を
伺
う
。

答
弁
　嘉
手
苅
教
育
長
　各
学
校
の
学
校

運
営
協
議
会
が
有
意
義
に
運
営
さ
れ
る
よ
う

指
導
・助
言
し
、他
の
部
署
と
も
連
携
、協
働

し
、市
民
協
働
学
校
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問
　市
民
公
園
等
の
草
刈
り
や
清
掃
が
間

に
合
って
い
な
い
の
で
は
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　維
持
管
理

課
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
への
委
託
や
市
現
業
職
員
で
維
持
・管
理

を
行
って
い
る
が
、今
後
は
公
園
等
里
親
制
度

を
活
用
し
た
団
体
へ
管
理
を
移
行
し
た
い
。

質
問
　中
城
湾
港
新
港
地
区
への
立
地
の
実

績
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　う
る
ま
市
の
中

城
湾
港
新
港
地
区
に
は
、製
造
業
や
情
報
通

信
関
連
の
企
業
を
中
心
に
平
成
30
年
５
月
現

在
で
2
3
8
社
の
企
業
が
立
地
し
て
い
る
。

平敷屋公園からみたホワイト・ビーチ

一

　基地
問
題
に
つ
い
て

三

　教育
行
政
に
つ
い
て

四

　公共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

五

　企業
立
地
と
誘
致
に
つ
い
て

二

　観光
事
業
に
つ
い
て（
観
光
資
源
海
中
道

路
）

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問

荻堂　盛仁
おぎ  どう　　　せい  じん
いぶきの会

一

　大河
ド
ラ
マ
を
活
用
し
て
の
勝
連
城
跡
の
ア
ピ
ー
ル

に
つ
い
て

二

　建築
確
認
に
つ
い
て

三

　保育
行
政
に
つ
い
て

四

　教育
再
生
首
長
会
議
に
つ
い
て

質
問
　勝
連
城
跡
の
ア
ピ
ー
ル
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　S
N
S
等
を

中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
活
用
や
観
光
雑
誌
へ
の

掲
載
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
、効

果
的
な
P
R
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

質
問
　勝
連
城
主
の
阿
麻
和
利
を
ド
ラ
マ

化
し
、勝
連
城
跡
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

N
H
K
に
働
き
か
け
ら
れ
な
い
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　市
と
し
て
も

大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
の

現
状
と
可
能
性
に
つ
い

て
調
査
し
、地
域
や
関
係

者
の
皆
様
の
意
見
も
拝

聴
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

質
問
　４
年
前
に
違
法
性
の
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
た
建
築
物
が
名
義
人
を
か
え
て
営

業
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
当
局
の

見
解
を
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　廃
業

後
の
建
築
物
の
状
況
に
つ
い
て
、市
が
注
意

を
も
っ
て
経
過
を
観
察
し
、建
築
物
の
使
用

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、改
め
て
市
か
ら
行

動
を
起
こ
す
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

質
問
　営
業
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
件
に
つ
い

て
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　前
回

と
同
様
に
建
築
基
準
法
第
12
条
第
5
項
の

規
定
に
基
づ
く
報
告
を
求
め
る
こ
と
に
な

る
。法
に
不
適
合
な
部
分
が
あ
る
場
合
に
つ

い
て
は
、適
合
に
向
け
た
是
正
措
置
を
講
じ

る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
に
な
る
。

質
問
　本
市
の
保
育
園
へ
の
入
所
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　今
年
度
の
申

し
込
み
件
数
は
前
年
度
よ
り
4
0
6
人
多

い
4
，4
6
2
人
。そ
の
う
ち
入
所
児
童
数
は

前
年
度
の
3
，6
2
2
人
に
比
べ
、4
2
6
人

多
い
4
，0
4
8
人
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　育
児
休
業
を
延
長
す
る
こ
と
に
対

し
て
、政
府
が
対
策
を
検
討
す
る
よ
う
で
あ

る
が
、当
局
の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　市
と
し
て
は
、

国
が
示
す
よ
う
に
、育
児
休
業
給
付
金
の
受

給
の
た
め
、入
所
申
し
込
み
を
す
る
ケ
ー
ス

が
増
加
す
る
こ
と
は
、待
機
児
童
数
の
正
確

な
把
握
に
も
影
響
が
で
る
と
思
わ
れ
る
。今

後
、国
の
動
向
等
を
注
視
し
、県
や
他
自
治

体
と
連
携
し
、対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　教
育
再
生
首
長
会
議
と
は
。ま
た
、

本
市
の
市
長
の
参
加
に
つ
い
て
は
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　教
育
再
生
首
長

会
議
は
、教
育
再
生
を
掲
げ
、2
0
1
4
年

に
発
足
し
た
任
意
の
団
体
で
あ
る
と
把
握
。

本
市
は
同
会
議
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。

二

　建築
確
認
に
つ
い
て

一

　大河
ド
ラ
マ
を
活
用
し
て
の
勝
連
城
跡
の
ア

ピ
ー
ル
に
つ
い
て

三

　保育
行
政
に
つ
い
て

四

　教育
再
生
首
長
会
議
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 
弁

答 

弁

世界遺産勝連城跡

（9）



一 般 質問

宮城　一寿
みや　ぎ　　　　かずとし

希　望

一
　ク
ル
ー
ズ
船
観
光
誘
致
に
つ
い
て

二
　津
堅
島
に
関
し
て

三
　宮
城
島
池
味
漁
港
内
の
施
設
建
設
に
つ
い
て

四
　４
島
の
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

五
　（仮
称
）島
嶼
地
域
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

質
問
　会
派「
希
望
」は
、行
政
視
察
で
舞
鶴

市
の
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
の
取
り
組
み
を
学

ん
だ
。中
城
湾
港
か
ら
県
内
観
光
客
を
乗
せ

た
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　県
民
の
ク

ル
ー
ズ
船
利
用
状
況
を
把
握
し
て
、可
能
性

の
検
討
を
行
う
。

質
問
　小
型
焼
却
炉
稼
働
に
つ
い
て
、こ
ど

も
議
会
に
お
い
て
津
堅
中
学
選
出
議
員
が

島
の
環
境
問
題
に
関
心
を
示
し
て
い
た
。そ

こ
で
現
状
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　10
月
か
ら
の
稼

働
で
運
転
管
理
は
津
堅
自
治
会
へ
委
託
す

る
。

質
問
　島
内
通
学
路（
側
溝
）の
安
全
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　当
面
は
、注

意
喚
起
の
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
設
置
し
、ど
の

様
な
安
全
対
策
が
可
能
か
検
討
す
る
。

質
問
　島
内
放
送
に
つ
い
て
、市
管
理
防
災

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
の
意
見

が
島
民
か
ら
あ
り
ま
す
が
、ス
ピ
ー
カ
ー
の

調
節
や
位
置
調
整
が
可
能
か
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　平
成
30
年
度
よ

り
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
、ス
ピ
ー
カ
ー
調

整
及
び
増
設
を
予
定
。

質
問
　施
設
占
用
許
可
は
個
人
、企
業
に
は

許
可
し
て
い
な
い
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　市
は
企
業
や

漁
業
者
個
人
で
は
な
く
、漁
業
協
同
組
合
に

許
可
を
認
め
て
い
る
。

質
問
　占
用
許
可
を
得
て
い
な
い
箇
所
に

も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
置
か
れ
、他
の
漁
業

者
に
不
利
益
を
与
え
て
い
る
。そ
の
対
応
を

伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　議
員
御
指
摘

の
漁
業
活
動
に
直
接
関
連
し
な
い
占
用
物

は
与
那
城
町
漁
業
協
同
組
合
と
調
査
し
、占

用
者
に
撤
去
指
導
す
る
。

質
問
　池
味
漁
港
は
公
共
施
設
で
あ
り
、漁

民
が
公
平
・公
正
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
。漁

民
が
不
満
を
持
っ
て
い
る
。行
政
側
の
指
導

も
必
要
で
は
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　議
員
の
御
指

摘
で
、管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
適
切
に
対

応
す
る
。

質
問
　統
廃
合
の
金
額
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　人
件
費
で
年

間
約
7
8
0
万
円
、光
熱
費
で
年
間
約
８
６

２
万
円
、合
計
約
1
，6
4
2
万
円
程
度
削

減
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

質
問
　島
嶼
地
域
会
館
の
安
慶
名
地
区
周

辺
へ
の
建
設
に
つ
い
て
、「
島
の
未
来
の
物

語
」の
提
言
に
も
あ
り
、島
嶼
地
域
出
身
者

や
、津
堅
島
の
学
生
・父
兄
が
泊
ま
れ
る
設

備
を
備
え
た
会
館
が
必
要
で
あ
る
。行
政
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　新
た
な
施
設
建

設
は
厳
し
い
。

質
問
　大
変
厳
し
い
答
弁
で
す
が
、石
油
貯

蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付
金
な
ど
の
活
用

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　市
の
公
共
施
設

総
量
の
抑
制
・圧
縮
を
検
討
中
で
、新
し
い

施
設
建
設
は
厳
し
い
。

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
一
　ク
ル
ー
ズ
船
観
光
誘
致
に
つ
い
て

二
　津
堅
島
に
関
し
て

三
　宮
城
島
池
味
漁
港
内
の
施
設
建
設
に
つ
い
て

四
　４
島
の
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

五
　（仮
称
）島
嶼
地
域
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

名嘉眞　宜德
  な　 か 　 ま　　    ぎ　とく

希　望

一
　石
川
会
館
の
Ｃ
型
コ
ン
セ
ン
ト
の
取
り
か
え
工
事
に

つ
い
て

二
　う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場
、う
る
ま
市
生
涯
学
習
・文
化

振
興
セ
ン
タ
ー
舞
台
技
術
操
作
業
務
委
託
に
つ
い
て

三
　教
職
員
の
働
き
方
の
改
善
に
つ
い
て

質
問
　入
札
の
内
容
と
12
社
中
11
社
が
辞
退

し
た
理
由
を
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　漏
電
を
起
こ
す
可

能
性
の
高
い
Ｔ
型
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
Ｃ
型
コ

ン
セ
ン
ト
に
取
り
か
え
る
工
事
。12
社
中
11

社
が
辞
退
し
、入
札
は
不
調
と
な
っ
た
。辞
退

の
理
由
は
把
握
し
て
い
な
い
。

質
問
　予
定
価
格
の
設
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　関
係
業
者
か
ら
の

見
積
り
等
を
徴
取
し
て
設
定
し
て
い
る
。

質
問
　予
定
価
格
の
設
定
等
で
安
価
過
ぎ
る

か
ど
う
か
確
か
め
な
い
の
か
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　特
に
検
証
等
は
し

て
い
な
い
。

質
問
　入
札
方
式
か
ら
随
意
契
約
に
改
め
る

際
、相
当
の
議
論
が
な
さ
れ
る
べ
き
。「
誰
が

発
案
し
、誰
が
決
め
た
の
か
」と
の
質
問
に
、

「
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
」と
答
弁
し
て
い

る
。会
議
内
容
を
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　従
来
の
入
札
方

式
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
業
者
の
選

定
に
つ
い
て
関
係
課
長
で
議
論
し
た
。ま
た
、

市
内
業
者
に
限
定
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
発
注
し
た
。

質
問
　市
内
５
社
を
指
名
し
た
理
由
を
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　市
内
業
者
に
対

し
て
公
平
に
機
会
を
与
え
る
た
め
、こ
の
５

社
を
指
名
し
た
。

質
問
　指
名
業
者
に
は
従
業
員
ゼ
ロ
と
従
業

員
３
人
の
会
社
が
あ
る
。答
弁
に
あ
る
「
高

い
芸
術
性
、技
術
力
、組
織
力
の
あ
る
会
社
に

受
注
し
て
も
ら
う
た
め
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
し
た
」と
の
整
合
性
が
な
い
の
で
は
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　指
摘
の
点
に
つ
い

て
は
、我
々
も
反
省
し
て
い
る
。市
内
業
者
を

優
先
し
て
発
注
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
指

名
し
た
。

質
問
　こ
れ
を
見
直
さ
な
い
と
市
内
の
零
細

業
者
は
な
く
な
る
。見
直
す
つ
も
り
が
あ
る

か
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　今
後
、関
係
部
署

と
協
議
し
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
た

い
。

質
問
　出
・退
勤
時
間
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導

入
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　公
立
の
小
・中

学
校
の
教
職
員
も
、労
働
基
準
法
第
32
条
等

が
適
用
さ
れ
る
。各
学
校
の
管
理
職
は
勤
務

時
間
を
適
切
に
把
握
及
び
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
、全
て
の
教
職
員
の
勤
務
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
に
、昨
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

質
問
　こ
の
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　教
職
員
の
繁

忙
状
況
等
を
把
握
し
、勤
務
時
間
を
意
識
し

た
働
き
方
に
つ
い
て
指
導
・助
言
を
行
い
、教

職
員
の
働
き
方
や
心
身
の
健
康
に
対
す
る
意

識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。教
職
員
が
子
供

と
向
き
合
い
、教
育
活
動
に
専
念
で
き
る
た

め
の
支
援
体
制
の
構
築
及
び
充
実
に
努
め
る
。

三
　教
職
員
の
働
き
方
の
改
善
に
つ
い
て

一
　石
川
会
館
の
Ｃ
型
コ
ン
セ
ン
ト
の
取
り
か
え

工
事
に
つ
い
て

二
　う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場
、う
る
ま
市
生
涯
学

習・文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
舞
台
技
術
操
作
業

務
委
託
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

（11）

第54号

仲程　　孝
  なか  ほど　　　　　たかし
いぶきの会

一
　米
原
地
区
排
水
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

二
　市
道
江
洲
4
―
45
号
線
へ
の
側
溝
ふ
た
掛
け
に
つ
い

て

三
　米
原
地
域
へ
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

四
　新
赤
道
西
側
排
水
路
管
理
に
つ
い
て

五
　赤
道
幼
稚
園
に
お
け
る
３
歳
児
ク
ラ
ス
に
つ
い
て

質
問
　現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　平
成
29
年

度
末
ま
で
に
実
施
設
計
が
完
了
。執
行
率

は
17
・
1
％
で
あ
る
。

質
問
　今
後
の
具
体
的
な
年
次
計
画
を
伺

う
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　平
成
31
年

度
が
用
地
買
収
、物
件
等
補
償
、平
成
32
年

度
に
工
事
着
手
、平
成
32
年
度
内
に
完
了

予
定
で
あ
る
。

質
問
　宅
地
開
発
が
進
み
通
行
車
両
が
増

加
し
、市
道
の
交
通
状
況
も
変
化
し
て
い

る
。当
該
市
道
沿
い
側
溝
へ
の
ふ
た
が
け

整
備
に
つ
い
て
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　幅
員
確
保

の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、側
溝
の
改
修

も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　兼
箇
段
高
江
洲
線
整
備
事
業
が
完

了
し
な
け
れ
ば
、車
両
用
信
号
機
は
設
置

で
き
な
い
の
か
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　新
た
な
車
両
用

信
号
機
は
整
備
事
業
完
了
と
同
時
に
整
備

さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　特
殊
な
交
差
点
と
し
て
交
通
安
全

に
関
連
す
る
注
意
喚
起
看
板
を
設
置
す
る

な
ど
、交
差
点
の
安
全
確
保
に
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　赤
道
小
学
校
へ

の
通
学
路
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、子
供
た

ち
の
安
全
を
さ
ら
に
確
保
す
る
た
め
に
も
、

自
治
会
と
連
携
し
注
意
喚
起
を
促
す
看
板

等
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　底
部
分
と
隣
接
す
る
住
居
と
は
高

低
差
も
あ
り
、脚
立
を
使
用
し
て
の
危
険

な
作
業
も
伴
う
。当
該
排
水
路
に
つ
い
て
、

定
期
的
な
点
検
等
、細
や
か
な
対
応
が
で

き
な
い
か
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　自
治
会
の

要
請
や
情
報
提
供
に
よ
り
、緊
急
性
や
危

険
性
の
優
先
順
位
を
考
慮
し
、維
持
管
理

に
努
め
た
い
。

質
問
　な
ぜ
他
の
公
立
幼
稚
園
に
先
ん
じ

て
、赤
道
幼
稚
園
に
３
歳
児
ク
ラ
ス
運
営

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。そ
の

要
因
と
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　具
志
川
中
学

校
区
に
お
け
る
教
育
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
傾

向
に
あ
り
、教
室
数
の
確
保
が
可
能
で
あ

り
、３
年
間
の
幼
児
教
育
を
行
う
た
め
の

人
的
要
因
も
鑑
み
、赤
道
幼
稚
園
で
の
３

歳
児
保
育
の
実
施
を
決
定
し
て
い
る
。

質
問
　次
年
度
以
降
、赤
道
幼
稚
園
の
今

後
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　現
在
整
備
計

画
中
で
あ
る
が
、地
域
の
児
童
の
状
況
を

勘
案
し
、今
後
、受
け
入
れ
児
童
数
や
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
時
期
等
を
検
討
し
た

い
。そ
の
際
に
は
、地
域
や
保
護
者
等
へ
の

説
明
会
を
開
催
し
、周
知
を
図
る
。

一
　米
原
地
区
排
水
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

三
　米
原
地
域
へ
の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

二
　市
道
江
洲
4
―
45
号
線
へ
の
側
溝
ふ
た
掛
け

に
つ
い
て

五
　赤
道
幼
稚
園
に
お
け
る
３
歳
児
ク
ラ
ス
に
つ

い
て

四
　新
赤
道
西
側
排
水
路
管
理
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

比嘉　敦子
 ひ が あつ こ

公　明

質
問
　S
N
S
を
持
た
な
い
皆
さ
ん
へ
の
周

知
と
学
校
現
場
で
の
じ
ん
じ
ん
メ
ー
ル
の
取

り
組
み
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　地
域
自
治
会
等
で

行
う
放
送
、本
市
の
防
災
行
政
無
線
等
で
行

う
伝
達
で
情
報
を
得
て
い
る
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　学
校
行
事
や
部

活
動
、自
然
災
害
等
、不
審
者
情
報
も
じ
ん
じ

ん
メ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
る
。

質
問
　期
日
前
投
票
増
設
の
要
因
は
。

答
弁
　屋
良
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
　

期
日
前
投
票
に
対
す
る
有
権
者
の
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
や
、投
票
率
の
上
昇
傾
向
等
か
ら
検

討
し
、石
川
出
張
所
、勝
連
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
に
増
設
す
る
。

質
問
　①
事
業
の
進
捗
状
況
。②
琉
球
砕
石

の
移
転
。③
史
跡
ガ
イ
ド
の
役
割
。④
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　①
平
成
30
年

度
事
業
費
を
加
え
る
と
30
・6
％
。②
平
成
32

年
の
移
転
を
目
指
す
。③
史
跡
ガ
イ
ド
の
役

割
は
よ
り
一
層
重
要
な
も
の
と
な
る
。④
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
平
成
34
年
度
に
供
用
予

定
。

質
問
　①
年
間
の
来
訪
者
数
と
現
状
の
把
握

②
一
括
交
付
金
で
拡
張
で
き
な
い
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　①
平
成
29
年
度

14
万
7
，6
9
9
人
。道
路
幅
員
が
狭
く
片
側

交
互
通
行
で
対
処
。②
補
助
金
制
度
の
検
討

や
他
事
例
等
の
調
査
研
究
を
考
え
て
い
る
。

質
問
　進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　品
目
の
制
限
、重

量
の
制
限
、パ
ッ
カ
ー
車
の
故
障
を
考
慮
し
て

の
制
限
。複
数
の
制
限
を
設
け
て
い
る
市
も
あ

り
、再
度
調
査
す
る
。

質
問
　夏
休
み
の
安
全
点
検
と
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　今
年
度
小
学
校

54
カ
所
、中
学
校
24
カ
所
の
改
善
要
請
が
あ

る
。予
算
を
伴
う
事
業
で
あ
り
、関
係
部
局
と

連
携
を
図
り
取
り
組
む
。

質
問
　与
那
城
幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス
の
老
朽

化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　幼
児
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
早
急
に
関
係
機
関
と
協
議
す

る
。

質
問
　小
学
校
吹
奏
楽
環
境
整
備
の
概
要
の

説
明
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　児
童
の
音
楽
に

対
す
る
興
味
と
表
現
力
を
育
み
、音
楽
を
通

し
た
人
材
育
成
を
図
る
。事
業
費
は
沖
縄
振

興
特
別
推
進
市
町
村
交
付
金
を
活
用
。

質
問
　小
学
校
名
と
購
入
予
定
楽
器
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　伊
波
・与
那
城
・

田
場・高
江
洲・中
原・赤
道
小
学
校
の
６
校
で
、

一
校
当
た
り
約
2
5
0
万
円
程
度
の
購
入
額

と
な
っ
て
い
る
。

一

　防犯
対
策
と
周
知
に
つ
い
て

二

　期日
前
投
票
に
つ
い
て

三

　勝連
城
跡
周
辺
文
化
観
光
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

四

　ぬち
ま
ー
す
工
場
の
出
入
り
口
の
拡
張
に
つ
い
て

五

　もや
せ
な
い
ご
み
袋（
大
）の
作
成
に
つ
い
て

六

　通学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

七

　幼稚
園
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

八

　小学
校
吹
奏
楽
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

一

　防犯
対
策
と
周
知
に
つ
い
て

二

　期日
前
投
票
に
つ
い
て

三

　勝連
城
跡
周
辺
文
化
観
光
拠
点
整
備
事
業

に
つ
い
て

四

　ぬち
ま
ー
す
工
場
の
出
入
り
口
の
拡
張
に
つ

い
て

五

　もや
せ
な
い
ご
み
袋（
大
）の
作
成
に
つ
い
て

六

　通学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

七

　幼稚
園
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

八

　小学
校
吹
奏
楽
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

（10）



一般質問

宮城　一寿
みや　ぎ　　　　かずとし

希　望

一
　ク
ル
ー
ズ
船
観
光
誘
致
に
つ
い
て

二
　津
堅
島
に
関
し
て

三
　宮
城
島
池
味
漁
港
内
の
施
設
建
設
に
つ
い
て

四
　４
島
の
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

五
　（仮
称
）島
嶼
地
域
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

質
問
　会
派「
希
望
」は
、行
政
視
察
で
舞
鶴

市
の
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
の
取
り
組
み
を
学

ん
だ
。中
城
湾
港
か
ら
県
内
観
光
客
を
乗
せ

た
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　県
民
の
ク

ル
ー
ズ
船
利
用
状
況
を
把
握
し
て
、可
能
性

の
検
討
を
行
う
。

質
問
　小
型
焼
却
炉
稼
働
に
つ
い
て
、こ
ど

も
議
会
に
お
い
て
津
堅
中
学
選
出
議
員
が

島
の
環
境
問
題
に
関
心
を
示
し
て
い
た
。そ

こ
で
現
状
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　10
月
か
ら
の
稼

働
で
運
転
管
理
は
津
堅
自
治
会
へ
委
託
す

る
。

質
問
　島
内
通
学
路（
側
溝
）の
安
全
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　当
面
は
、注

意
喚
起
の
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
設
置
し
、ど
の

様
な
安
全
対
策
が
可
能
か
検
討
す
る
。

質
問
　島
内
放
送
に
つ
い
て
、市
管
理
防
災

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
の
意
見

が
島
民
か
ら
あ
り
ま
す
が
、ス
ピ
ー
カ
ー
の

調
節
や
位
置
調
整
が
可
能
か
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　平
成
30
年
度
よ

り
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
、ス
ピ
ー
カ
ー
調

整
及
び
増
設
を
予
定
。

質
問
　施
設
占
用
許
可
は
個
人
、企
業
に
は

許
可
し
て
い
な
い
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　市
は
企
業
や

漁
業
者
個
人
で
は
な
く
、漁
業
協
同
組
合
に

許
可
を
認
め
て
い
る
。

質
問
　占
用
許
可
を
得
て
い
な
い
箇
所
に

も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
置
か
れ
、他
の
漁
業

者
に
不
利
益
を
与
え
て
い
る
。そ
の
対
応
を

伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　議
員
御
指
摘

の
漁
業
活
動
に
直
接
関
連
し
な
い
占
用
物

は
与
那
城
町
漁
業
協
同
組
合
と
調
査
し
、占

用
者
に
撤
去
指
導
す
る
。

質
問
　池
味
漁
港
は
公
共
施
設
で
あ
り
、漁

民
が
公
平
・公
正
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
。漁

民
が
不
満
を
持
っ
て
い
る
。行
政
側
の
指
導

も
必
要
で
は
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　議
員
の
御
指

摘
で
、管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
適
切
に
対

応
す
る
。

質
問
　統
廃
合
の
金
額
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　人
件
費
で
年

間
約
7
8
0
万
円
、光
熱
費
で
年
間
約
８
６

２
万
円
、合
計
約
1
，6
4
2
万
円
程
度
削

減
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

質
問
　島
嶼
地
域
会
館
の
安
慶
名
地
区
周

辺
へ
の
建
設
に
つ
い
て
、「
島
の
未
来
の
物

語
」の
提
言
に
も
あ
り
、島
嶼
地
域
出
身
者

や
、津
堅
島
の
学
生
・父
兄
が
泊
ま
れ
る
設

備
を
備
え
た
会
館
が
必
要
で
あ
る
。行
政
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　新
た
な
施
設
建

設
は
厳
し
い
。

質
問
　大
変
厳
し
い
答
弁
で
す
が
、石
油
貯

蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付
金
な
ど
の
活
用

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　市
の
公
共
施
設

総
量
の
抑
制
・圧
縮
を
検
討
中
で
、新
し
い

施
設
建
設
は
厳
し
い
。

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 
弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
一
　ク
ル
ー
ズ
船
観
光
誘
致
に
つ
い
て

二
　津
堅
島
に
関
し
て

三
　宮
城
島
池
味
漁
港
内
の
施
設
建
設
に
つ
い
て

四
　４
島
の
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

五
　（仮
称
）島
嶼
地
域
会
館
の
建
設
に
つ
い
て

名嘉眞　宜德
  な　 か 　 ま　　    ぎ　とく

希　望

一
　石
川
会
館
の
Ｃ
型
コ
ン
セ
ン
ト
の
取
り
か
え
工
事
に

つ
い
て

二
　う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場
、う
る
ま
市
生
涯
学
習
・文
化

振
興
セ
ン
タ
ー
舞
台
技
術
操
作
業
務
委
託
に
つ
い
て

三
　教
職
員
の
働
き
方
の
改
善
に
つ
い
て

質
問
　入
札
の
内
容
と
12
社
中
11
社
が
辞
退

し
た
理
由
を
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　漏
電
を
起
こ
す
可

能
性
の
高
い
Ｔ
型
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
Ｃ
型
コ

ン
セ
ン
ト
に
取
り
か
え
る
工
事
。12
社
中
11

社
が
辞
退
し
、入
札
は
不
調
と
な
っ
た
。辞
退

の
理
由
は
把
握
し
て
い
な
い
。

質
問
　予
定
価
格
の
設
定
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　関
係
業
者
か
ら
の

見
積
り
等
を
徴
取
し
て
設
定
し
て
い
る
。

質
問
　予
定
価
格
の
設
定
等
で
安
価
過
ぎ
る

か
ど
う
か
確
か
め
な
い
の
か
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　特
に
検
証
等
は
し

て
い
な
い
。

質
問
　入
札
方
式
か
ら
随
意
契
約
に
改
め
る

際
、相
当
の
議
論
が
な
さ
れ
る
べ
き
。「
誰
が

発
案
し
、誰
が
決
め
た
の
か
」と
の
質
問
に
、

「
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
」と
答
弁
し
て
い

る
。会
議
内
容
を
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　従
来
の
入
札
方

式
と
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
業
者
の
選

定
に
つ
い
て
関
係
課
長
で
議
論
し
た
。ま
た
、

市
内
業
者
に
限
定
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
発
注
し
た
。

質
問
　市
内
５
社
を
指
名
し
た
理
由
を
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　市
内
業
者
に
対

し
て
公
平
に
機
会
を
与
え
る
た
め
、こ
の
５

社
を
指
名
し
た
。

質
問
　指
名
業
者
に
は
従
業
員
ゼ
ロ
と
従
業

員
３
人
の
会
社
が
あ
る
。答
弁
に
あ
る
「
高

い
芸
術
性
、技
術
力
、組
織
力
の
あ
る
会
社
に

受
注
し
て
も
ら
う
た
め
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
し
た
」と
の
整
合
性
が
な
い
の
で
は
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　指
摘
の
点
に
つ
い

て
は
、我
々
も
反
省
し
て
い
る
。市
内
業
者
を

優
先
し
て
発
注
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
指

名
し
た
。

質
問
　こ
れ
を
見
直
さ
な
い
と
市
内
の
零
細

業
者
は
な
く
な
る
。見
直
す
つ
も
り
が
あ
る

か
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　今
後
、関
係
部
署

と
協
議
し
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
は
見
直
し
た

い
。

質
問
　出
・退
勤
時
間
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導

入
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　公
立
の
小
・中

学
校
の
教
職
員
も
、労
働
基
準
法
第
32
条
等

が
適
用
さ
れ
る
。各
学
校
の
管
理
職
は
勤
務

時
間
を
適
切
に
把
握
及
び
管
理
す
る
必
要
が

あ
り
、全
て
の
教
職
員
の
勤
務
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
に
、昨
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

質
問
　こ
の
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　教
職
員
の
繁

忙
状
況
等
を
把
握
し
、勤
務
時
間
を
意
識
し

た
働
き
方
に
つ
い
て
指
導
・助
言
を
行
い
、教

職
員
の
働
き
方
や
心
身
の
健
康
に
対
す
る
意

識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。教
職
員
が
子
供

と
向
き
合
い
、教
育
活
動
に
専
念
で
き
る
た

め
の
支
援
体
制
の
構
築
及
び
充
実
に
努
め
る
。

三
　教
職
員
の
働
き
方
の
改
善
に
つ
い
て

一
　石
川
会
館
の
Ｃ
型
コ
ン
セ
ン
ト
の
取
り
か
え

工
事
に
つ
い
て

二
　う
る
ま
市
民
芸
術
劇
場
、う
る
ま
市
生
涯
学

習・文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
舞
台
技
術
操
作
業

務
委
託
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
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一般質問

松田　久男
まつ だ ひさ お
かけはし

一
　中
城
湾
港
の
活
用
・発
展
策
に
つ
い
て

二
　県
道
２
５
５
線
石
川
橋
付
近
の
交
通
渋
滞
の
改
善
策

に
つ
い
て

質
問
　か
け
は
し
会
派
で
内
閣
府
に
東
埠
頭

の
整
備
に
つ
い
て
要
請
に
行
っ
た
が
実
績
が

な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。現

在
実
証
実
験
と
し
て
試
験
的
な
航
路
が
あ
る

が
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　29
年
度
か
ら
実

証
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。航
海
数
は
18
回

で
貨
物
量
は
７
，７
１
２
ト
ン
で
あ
る
。

質
問
　中
城
湾
港
内
の
事
業
者
で
那
覇
か
ら

出
荷
し
て
い
る
数
量
は
い
く
ら
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　デ
ー
タ
が
無
く

把
握
し
て
い
な
い
。

質
問
　企
業
を
こ
ち
ら
に
引
き
寄
せ
る
た
め

に
も
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。埠
頭
の
整
備
に

つ
い
て
見
通
し
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　岸
壁
の
延
長
不

足
の
た
め
非
効
率
的
な
作
業
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。岸
壁
の
整
備
が
急
務
と
考
え
て
い
る
。

管
理
者
の
県
に
働
き
か
け
た
い
。

質
問
　埠
頭
を
45
ｍ
延

長
す
れ
ば
ロ
ー
ロ
ー
船

が
船
の
前
後
の
出
入
り

口
を
使
え
る
長
さ
に
な

る
。早
期
に
整
備
で
き

る
可
能
性
が
十
分
に
あ

る
。現
在
の
交
渉
の
状

況
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　喫
緊
に
解
決
す

べ
き
課
題
で
、企
業
関
係
者
に
対
し
て
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
粘
り
強
く
要
請
し
た
い
。

質
問
　埋
立
て
の
将
来
構
想
が
あ
る
が
も
っ

と
浅
い
部
分
で
面
積
を
小
さ
く
し
て
伸
ば
す

案
も
提
案
し
た
。執
行
部
の
感
触
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　検
討
し
た
い
。

質
問
　今
後
の
支
援
策
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　航
路
の
活
用
に

助
成
を
行
っ
て
い
る
。物
流
モ
デ
ル
構
築
に
向

け
た
実
証
事
業
を
行
う
。

質
問
　こ
こ
数
年
非
常
に
悪
化
し
て
い
る
。国

道
の
渋
滞
緩
和
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
を
つ

く
っ
た
が
、県
道
と
市
道
が
被
害
を
受
け
て
い

る
。改
善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　銀
座
通

り
か
ら
国
道
バ
イ
パ
ス
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
の

周
知
を
図
る
。ま
た
、策
定
中
の
う
る
ま
市
交

通
基
本
計
画
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問
　交
通
基
本
計
画
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　通
過
交

通
と
地
域
内
交
通
の
分
離
や
幹
線
道
路
網
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問
　旧
石
川
橋
を
通
過
し
て
U
タ
ー
ン
す

る
車
が
増
加
。通
学
路
の
安
全
対
策
を
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　旧
石
川

橋
は
歩
道
も
な
く
幅
員
も
狭
く
児
童
の
通
行

時
に
は
危
険
で
あ
る
。中
部
地
域
渋
滞
対
策

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
で
改
善
に
つ
い

て
提
案
し
た
い
。

二
　県
道
２
５
５
線
石
川
橋
付
近
の
交
通
渋
滞

の
改
善
策
に
つ
い
て

一
　中
城
湾
港
の
活
用・発
展
策
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

上空から見た中城湾港

宮里　朝盛
 みや ざと  ちょうせい
いぶきの会

一

　障害
者
雇
用
率
と
う
る
ま
市
の
状
況
に
つ
い
て

二

　在沖
米
軍
に
適
用
さ
れ
る
環
境
管
理
基
準
と
は

三

　うる
ま
市
の
基
地
で
環
境
管
理
基
準
違
反
等
の
状
況

に
つ
い
て

四

　認定
こ
ど
も
園
化
す
る
公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て

五

　認定
こ
ど
も
園
の
導
入
で
老
朽
化
し
て
い
る
公
立
幼

稚
園
の
移
行
は
ど
う
な
る
の
か

質
問
　障
害
者
雇
用
率
と
う
る
ま
市
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　全
て
の
事
業
主
に

は
法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障
害
者
を
雇

用
す
る
義
務
が
あ
り
、平
成
30
年
４
月
１
日

以
降
か
ら
2
・3
％
か
ら
2
・5
％
と
な
っ
た
。

任
命
権
者
ご
と
に
職
員
数
が
40
人
以
上
で
算

定
す
る
。本
庁
部
局
は
６
月
現
在
3
・
32
％
、

教
育
委
員
会
で
3
・42
％
。い
ず
れ
も
法
定
雇

用
率
を
達
成
。昨
年
は
身
体
障
害
者
を
対
象

に
市
職
員
候
補
者
試
験
を
実
施
。本
年
度
は
、

４
月
に
２
人
の
採
用
。今
年
９
月
実
施
予
定

の
市
職
員
採
用
試
験
に
身
体
障
害
者
を
対
象

に
試
験
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

質
問
　在
沖
米
軍
に
適
用
さ
れ
る
環
境
管
理

基
準
と
は
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　在
日
米
軍
に
よ
る

環
境
保
護
及
び
安
全
の
た
め
の
取
り
組
み
は
、

在
日
米
軍
が
作
成
す
る
日
本
環
境
管
理
基
準

に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

質
問
　う
る
ま
市
の
基
地
で
環
境
管
理
基
準

違
反
等
は
な
い
か
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　市
内
の
基
地
で
基

準
違
反
等
の
状
況
の
発
生
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。発
生
し
た
場
合
は
、沖
縄
防
衛
局
及
び

米
軍
基
地
渉
外
課
よ
り
本
市
へ
通
知
す
る
連

絡
体
制
は
構
築
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　認
定
こ
ど
も
園
化
す
る
公
立
幼
稚
園

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　認
定
こ
ど
も
園

は
、幼
稚
園
と
保
育
所
の
両
方
の
機
能
を
備

え
、地
域
の
子
育
て
支
援
の
機
能
も
兼
ね
備

え
た
施
設
で
あ
る
。本
計
画
で
は
本
市
の
幼

児
教
育
の
充
実
の
た
め
、2
0
2
0
年
４
月

よ
り
津
堅
幼
稚
園
を
除
く
全
て
の
公
立
幼
稚

園
17
園
で
３
歳
児
か
ら
受
け
入
れ
、２
０
２

２
年
度
ま
で
に
17
園
全
て
の
公
立
幼
稚
園
を

認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
計
画
で
あ
る
。

運
営
は
、社
会
福
祉
法
人
や
学
校
法
人
の
民

間
活
力
を
生
か
し
た
公
設
民
営
・民
設
民
営

を
11
園
程
度
、公
設
公
営
の
認
定
こ
ど
も
園

を
６
園
程
度
と
す
る
計
画
。

質
問
　老
朽
化
し
た
公
立
幼
稚
園
を
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行
す
る
場
合
、幼
稚
園
を
建
築

す
る
の
か
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　改
築
し
た
ば
か

り
の
新
し
い
公
立
幼
稚
園
は
現
状
を
基
本
と

し
て
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を
計
画
し
て

い
る
。老
朽
化
に
よ
り
建
て
か
え
が
必
要
な

施
設
は
、移
行
の
際
、も
し
く
は
移
行
後
に
建

て
か
え
等
を
行
っ
て
い
く
。建
て
か
え
に
関

し
て
は
、移
行
後
の
運
営
が
社
会
福
祉
法
人

等
の
民
営
の
場
合
に
は
、国
や
県
の
補
助
を

活
用
し
て
建
て
か
え
を
考
え
て
い
る
。ま
た
、

公
営
の
場
合
に
は
、基
本
的
に
市
が
建
て
か

え
を
実
施
し
て
い
く
。

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
一

　障害
者
雇
用
率
と
う
る
ま
市
の
状
況
に
つ
い
て

二

　在沖
米
軍
に
適
用
さ
れ
る
環
境
管
理
基
準
と
は

四

　認定
こ
ど
も
園
化
す
る
公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て

三

　うる
ま
市
の
基
地
で
環
境
管
理
基
準
違
反
等

の
状
況
に
つ
い
て

五

　認定
こ
ど
も
園
の
導
入
で
老
朽
化
し
て
い
る

公
立
幼
稚
園
の
移
行
は
ど
う
な
る
の
か

（13）

第54号

金城　加奈栄
きんじょう　　　か　 な　 え 
日本共産党

一

　観光
行
政
に
つ
い
て

二

　市民
行
政
に
つ
い
て

三

　福祉
行
政
に
つ
い
て

四

　雇用
に
つ
い
て

質
問
　津
堅
島
に
観
光
・海
水
浴
で
訪
れ
る

海
外
か
ら
の
家
族
連
れ
の
来
客
者
が
ビ
ー

チ
へ
の
ル
ー
ト
や
タ
ク
シ
ー
は
な
い
の
か
と
、

尋
ね
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。巡
回
バ
ス

を
配
置
で
き
な
い
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　津
堅
島
は
唯

一
の
離
島
で
あ
り
、自
然
や
独
特
な
文
化
が

残
る
豊
か
な
島
で
あ
る
。観
光
振
興
に
お
い

て
現
在
公
共
交
通
は
な
く
、移
動
者
の
現
状

等
を
把
握
し
、観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
移

動
手
段
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問
　来
客
者
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、

改
善
・調
査
・把
握
が
必
要
だ
と
思
う
。見
解

を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　費
用
対
効
果

に
つ
い
て
、調
査
・検
討
を
し
た
い
。

質
問
　う
る
ま
市
く
ら
し
の
便
利
帳
２
０

１
７
年
度
版
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、制
度

改
正
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　平
成
29
年
２
月

に
市
庁
舎
の
統
合
、組
織
機
構
改
編
等
が
あ

り
、う
る
ま
市
く
ら
し
の
便
利
帳
を
作
成
し

全
世
帯
へ
配
布
し
た
。官
民
共
同
事
業
で
市

が
作
成
し
、発
行
す
る
業
者
が
企
業
広
告
を

募
り
、そ
の
広
告
収
入
で
経
費
を
賄
っ
て
い

る
た
め
、短
い
サ
イ
ク
ル
で
の
発
刊
は
厳
し

い
。法
改
正
等
の
変
更
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
で
対
応
可
能
と
考

え
る
。

質
問
　地
域
支
援
ホ
ー
ム
津
堅
い
こ
い
の

家
の
施
設
拡
張
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
が
で
き
る
。安
心
し
て
介
護
を
受

け
ら
れ
る
当
該
施
設
の
意
義
は
大
変
大
き

い
も
の
で
あ
り
、十
分
認
識
し
て
い
る
。利
用

者
及
び
利
用
待
機
者
が
増
加
し
、施
設
の
機

能
等
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
、法
令
等
の
定
め
を
遵
守
し
つ
つ
、関
係

団
体
、関
係
機
関
、財
政
当
局
等
と
慎
重
に

協
議
し
、対
応
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　日
本
共
産
党
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
で
、現
在
の
暮
ら
し
は
以
前
と
比

べ
変
わ
ら
な
い
。悪
く
な
っ
た
と
の
市
民
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。男
女
の
賃
金
で
は
50

万
円
余
り
差
が
あ
り
、労
働
基
準
法
第
４
条

に
お
い
て
性
別
で
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。沖
縄
県
の
最
低
賃
金
が

10
月
か
ら
7
6
2
円
と
改
正
さ
れ
る
が
、全

国
的
に
は
沖
縄
県
含
め
九
州
地
域
で
は
、低

い
基
準
と
な
っ
て
い
る
。最
低
賃
金
を
1
，

0
0
0
円
に
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、市
の
見

解
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
は
企
業
活
用
へ
の
影
響
も
少
な

く
な
く
、雇
用
維
持
や
新
規
採
用
が
厳
し
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。本
市
と
し
ま
し

て
は
、企
業
へ
の
影
響
等
も
考
慮
し
、国
の
動

向
を
注
視
し
た
い
。

一

　観光
行
政
に
つ
い
て

四

　雇用
に
つ
い
て

二

　市民
行
政
に
つ
い
て

三

　福祉
行
政
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

下門　　勝
   しも じょう　　　　　 まさる

新政クラブ

一

　与那
城
一
号
線
等
の
改
良
に
つ
い
て

二

　障害
者
等
の
健
康
管
理（
診
断
）等
に
つ
い
て

質
問
　同
道
路
地
下
を
排
水
路
が
横
断
し
侵

食
や
石
積
の
劣
化
等
で
度
々
陥
没
す
る
。ま

た
、道
路
と
排
水
面
の
高
低
差
が
数
メ
ー
ト

ル
あ
り
早
急
な
転
落
防
止
柵
の
整
備
が
必
要

と
考
え
る
が
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　原
因
を
調

査
し
補
修
を
し
、当
面
は
排
水
路
ま
で
誘
導

す
る
工
事
で
対
応
す
る
。ま
た
、ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
設
置
基
準
を
超
え
た
箇
所
は
次
年
度
の

交
通
安
全
特
別
交
付
金
を
活
用
し
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
し
ま
す
。

質
問
　本
市
で
は
、第
２
次
健
康
う
る
ま
21

が
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、障
害
者
な
ど

弱
者
へ
の
健
康
に
関
す
る
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。ま
た
、本
市
で
は
障
害
者
虐
待

防
止
法
や
障
害
者
差
別
解
消
法
と
い
っ
た
関

連
法
と
、障
害
者
を
取
り
巻
く
近
年
の
社
会

情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
、市
の
現
在
の
体
制
、

課
題
を
確
認
し
、障
害
者
が
自
立
し
た
地
域

生
活
を
送
れ
る
支
援
環
境
に
つ
い
て
対
策
を

掲
げ
る
た
め
計
画
の
策
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。

健
康
維
持
や
生
活
習
慣
病
な
ど
を
含
め
た
予

防
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　全
市
民
を
対
象
と

し
た
計
画
で
あ
り
、障
害
者
に
特
化
し
た
健

康
増
進
計
画
は
定
め
て
い
な
い
。

質
問
　知
的
や
精
神
障
害
者
の
人
数
と
、検

診
等
の
通
知
方
法
、受
診
率
を
伺
う
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　知
的
障
害
者（
児
）

1
，2
7
2
人
、精
神
障
害
者
1
，9
8
5
人

で
あ
る
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　健
常
者
、障
害
者

の
区
別
は
せ
ず
、生
活
習
慣
病
予
防
健
診
及

び
特
定
健
診
、各
種
癌
健
診
の
受
診
勧
奨
を

封
書
や
は
が
き
等
で
実
施
し
て
い
る
。受
診

率
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

質
問
　特
に
施
設
入
所
者
へ
は
、厚
労
省
告

示
に
よ
り
特
定
健
診
の
通
知
が
行
き
届
き
に

く
い
場
合
が
あ
る
が
状
況
を
伺
う
。ま
た
、障

害
者
等
自
力
で
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
方
々
の
受
診
率
向
上
対
策
も
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　施
設
入
所
障
害

者
へ
は
、厚
労
省
告
示
に
よ
り
特
定
健
診
の

対
象
者
か
ら
省
く
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、

本
市
も
施
設
入
所
者
へ
の
受
診
勧
奨
は
控
え

て
い
る
。区
別
せ
ず
受
診
勧
奨
は
行
っ
て
い

る
が
障
害
者
に
対
す
る
受
診
勧
奨
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
方
法
を
検
討
し
た

い
。

質
問
　障
害
者
差
別
解
消
法
を
鑑
み
、合
理

的
配
慮
が
な
さ
れ
、障
害
者
の
健
康
維
持
対

策
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　障
が
い
福
祉
課
や

相
談
支
援
専
門
員
な
ど
の
支
援
者
と
連
携
を

図
り
、更
に
は
入
所
施
設
管
理
者
と
協
議
を

行
い
健
診
受
診
率
向
上
を
図
る
。

※
そ
の
他
、「
比
殿
農
道（
ワ
イ
ト
ゥ
イ
）整
備

に
つ
い
て
」外
４
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

質 

問
質 

問
質 

問

質 

問
質 

問

答 

弁
答 
弁

答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁

一

　与那
城
一
号
線
等
の
改
良
に
つ
い
て

二

　障害
者
等
の
健
康
管
理（
診
断
）等
に
つ
い
て

（12）



一般質問

松田　久男
まつ だ ひさ お
かけはし

一
　中
城
湾
港
の
活
用
・発
展
策
に
つ
い
て

二
　県
道
２
５
５
線
石
川
橋
付
近
の
交
通
渋
滞
の
改
善
策

に
つ
い
て

質
問
　か
け
は
し
会
派
で
内
閣
府
に
東
埠
頭

の
整
備
に
つ
い
て
要
請
に
行
っ
た
が
実
績
が

な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。現

在
実
証
実
験
と
し
て
試
験
的
な
航
路
が
あ
る

が
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　29
年
度
か
ら
実

証
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。航
海
数
は
18
回

で
貨
物
量
は
７
，７
１
２
ト
ン
で
あ
る
。

質
問
　中
城
湾
港
内
の
事
業
者
で
那
覇
か
ら

出
荷
し
て
い
る
数
量
は
い
く
ら
か
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　デ
ー
タ
が
無
く

把
握
し
て
い
な
い
。

質
問
　企
業
を
こ
ち
ら
に
引
き
寄
せ
る
た
め

に
も
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。埠
頭
の
整
備
に

つ
い
て
見
通
し
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　岸
壁
の
延
長
不

足
の
た
め
非
効
率
的
な
作
業
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。岸
壁
の
整
備
が
急
務
と
考
え
て
い
る
。

管
理
者
の
県
に
働
き
か
け
た
い
。

質
問
　埠
頭
を
45
ｍ
延

長
す
れ
ば
ロ
ー
ロ
ー
船

が
船
の
前
後
の
出
入
り

口
を
使
え
る
長
さ
に
な

る
。早
期
に
整
備
で
き

る
可
能
性
が
十
分
に
あ

る
。現
在
の
交
渉
の
状

況
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　喫
緊
に
解
決
す

べ
き
課
題
で
、企
業
関
係
者
に
対
し
て
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
粘
り
強
く
要
請
し
た
い
。

質
問
　埋
立
て
の
将
来
構
想
が
あ
る
が
も
っ

と
浅
い
部
分
で
面
積
を
小
さ
く
し
て
伸
ば
す

案
も
提
案
し
た
。執
行
部
の
感
触
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　検
討
し
た
い
。

質
問
　今
後
の
支
援
策
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　航
路
の
活
用
に

助
成
を
行
っ
て
い
る
。物
流
モ
デ
ル
構
築
に
向

け
た
実
証
事
業
を
行
う
。

質
問
　こ
こ
数
年
非
常
に
悪
化
し
て
い
る
。国

道
の
渋
滞
緩
和
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
を
つ

く
っ
た
が
、県
道
と
市
道
が
被
害
を
受
け
て
い

る
。改
善
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　銀
座
通

り
か
ら
国
道
バ
イ
パ
ス
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
の

周
知
を
図
る
。ま
た
、策
定
中
の
う
る
ま
市
交

通
基
本
計
画
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問
　交
通
基
本
計
画
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　通
過
交

通
と
地
域
内
交
通
の
分
離
や
幹
線
道
路
網
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問
　旧
石
川
橋
を
通
過
し
て
U
タ
ー
ン
す

る
車
が
増
加
。通
学
路
の
安
全
対
策
を
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　旧
石
川

橋
は
歩
道
も
な
く
幅
員
も
狭
く
児
童
の
通
行

時
に
は
危
険
で
あ
る
。中
部
地
域
渋
滞
対
策

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
で
改
善
に
つ
い

て
提
案
し
た
い
。

二
　県
道
２
５
５
線
石
川
橋
付
近
の
交
通
渋
滞

の
改
善
策
に
つ
い
て

一
　中
城
湾
港
の
活
用・発
展
策
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 
問

質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

上空から見た中城湾港

宮里　朝盛
 みや ざと  ちょうせい
いぶきの会

一

　障害
者
雇
用
率
と
う
る
ま
市
の
状
況
に
つ
い
て

二

　在沖
米
軍
に
適
用
さ
れ
る
環
境
管
理
基
準
と
は

三

　うる
ま
市
の
基
地
で
環
境
管
理
基
準
違
反
等
の
状
況

に
つ
い
て

四

　認定
こ
ど
も
園
化
す
る
公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て

五

　認定
こ
ど
も
園
の
導
入
で
老
朽
化
し
て
い
る
公
立
幼

稚
園
の
移
行
は
ど
う
な
る
の
か

質
問
　障
害
者
雇
用
率
と
う
る
ま
市
の
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　全
て
の
事
業
主
に

は
法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障
害
者
を
雇

用
す
る
義
務
が
あ
り
、平
成
30
年
４
月
１
日

以
降
か
ら
2
・3
％
か
ら
2
・5
％
と
な
っ
た
。

任
命
権
者
ご
と
に
職
員
数
が
40
人
以
上
で
算

定
す
る
。本
庁
部
局
は
６
月
現
在
3
・
32
％
、

教
育
委
員
会
で
3
・42
％
。い
ず
れ
も
法
定
雇

用
率
を
達
成
。昨
年
は
身
体
障
害
者
を
対
象

に
市
職
員
候
補
者
試
験
を
実
施
。本
年
度
は
、

４
月
に
２
人
の
採
用
。今
年
９
月
実
施
予
定

の
市
職
員
採
用
試
験
に
身
体
障
害
者
を
対
象

に
試
験
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

質
問
　在
沖
米
軍
に
適
用
さ
れ
る
環
境
管
理

基
準
と
は
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　在
日
米
軍
に
よ
る

環
境
保
護
及
び
安
全
の
た
め
の
取
り
組
み
は
、

在
日
米
軍
が
作
成
す
る
日
本
環
境
管
理
基
準

に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

質
問
　う
る
ま
市
の
基
地
で
環
境
管
理
基
準

違
反
等
は
な
い
か
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　市
内
の
基
地
で
基

準
違
反
等
の
状
況
の
発
生
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。発
生
し
た
場
合
は
、沖
縄
防
衛
局
及
び

米
軍
基
地
渉
外
課
よ
り
本
市
へ
通
知
す
る
連

絡
体
制
は
構
築
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　認
定
こ
ど
も
園
化
す
る
公
立
幼
稚
園

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　認
定
こ
ど
も
園

は
、幼
稚
園
と
保
育
所
の
両
方
の
機
能
を
備

え
、地
域
の
子
育
て
支
援
の
機
能
も
兼
ね
備

え
た
施
設
で
あ
る
。本
計
画
で
は
本
市
の
幼

児
教
育
の
充
実
の
た
め
、2
0
2
0
年
４
月

よ
り
津
堅
幼
稚
園
を
除
く
全
て
の
公
立
幼
稚

園
17
園
で
３
歳
児
か
ら
受
け
入
れ
、２
０
２

２
年
度
ま
で
に
17
園
全
て
の
公
立
幼
稚
園
を

認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
計
画
で
あ
る
。

運
営
は
、社
会
福
祉
法
人
や
学
校
法
人
の
民

間
活
力
を
生
か
し
た
公
設
民
営
・民
設
民
営

を
11
園
程
度
、公
設
公
営
の
認
定
こ
ど
も
園

を
６
園
程
度
と
す
る
計
画
。

質
問
　老
朽
化
し
た
公
立
幼
稚
園
を
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行
す
る
場
合
、幼
稚
園
を
建
築

す
る
の
か
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　改
築
し
た
ば
か

り
の
新
し
い
公
立
幼
稚
園
は
現
状
を
基
本
と

し
て
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を
計
画
し
て

い
る
。老
朽
化
に
よ
り
建
て
か
え
が
必
要
な

施
設
は
、移
行
の
際
、も
し
く
は
移
行
後
に
建

て
か
え
等
を
行
っ
て
い
く
。建
て
か
え
に
関

し
て
は
、移
行
後
の
運
営
が
社
会
福
祉
法
人

等
の
民
営
の
場
合
に
は
、国
や
県
の
補
助
を

活
用
し
て
建
て
か
え
を
考
え
て
い
る
。ま
た
、

公
営
の
場
合
に
は
、基
本
的
に
市
が
建
て
か

え
を
実
施
し
て
い
く
。

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

答 

弁
答 

弁
答 
弁

質 

問
質 

問
質 
問

一

　障害
者
雇
用
率
と
う
る
ま
市
の
状
況
に
つ
い
て

二

　在沖
米
軍
に
適
用
さ
れ
る
環
境
管
理
基
準
と
は

四

　認定
こ
ど
も
園
化
す
る
公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て

三

　うる
ま
市
の
基
地
で
環
境
管
理
基
準
違
反
等

の
状
況
に
つ
い
て

五

　認定
こ
ど
も
園
の
導
入
で
老
朽
化
し
て
い
る

公
立
幼
稚
園
の
移
行
は
ど
う
な
る
の
か
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一般質問

質
問
　字
塩
屋
1
6
3
番
地
12
の
東
側
排

水
路
の
改
修
整
備
に
つ
い
て
、塩
屋
区
か
ら

改
修
要
請
書
が
出
さ
れ
て
い
る
が
当
局
は

現
状
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　地
域

か
ら
再
三
整
備
要
請
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

早
期
の
排
水
路
改
修
及
び
保
護
対
策
が
必

要
な
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　こ
の
排
水
路
整
備
に
つ
い
て
は
、今

後
ど
の
よ
う
に
計
画
を
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　平
成

29
年
度
に
概
略
設
計
を
終
え
て
い
る
。今
後

は
平
成
31
年
度
か
ら
の
事
業
実
施
に
向
け
、

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　今
後
、次
年
度
に
向
け
て
実
施
計
画

に
載
せ
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　平
成

30
年
度
第
15
回
実
施
計
画
で
の
採
択
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　中
城
湾
内
の
北
側
、護
岸
と
の
間
の

干
潟
に
、ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ
が
再
び
異
常
に
繁

殖
を
始
め
て
、増
殖
を
し
て
き
て
い
る
。２
回

目
の
撤
去
作
業
が
で
き
る
の
か
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　県
に

お
い
て
は
中
城
湾
港（
新
港
地
区
）ヒ
ル
ギ
ダ

マ
シ
駆
除
工
事
と
し
て
平
成
28
年
度
と
平

成
29
年
度
に
約
4
，0
0
0
万
円
、面
積
約

10
万
平
方
メ
ー
ト
ル
駆
除
し
た
。今
年
度
の

取
り
組
み
と
し
て
は
ト
カ
ゲ
ハ
ゼ
等
の
生
息

域
の
保
全
を
目
的
に
、ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ
の
駆

除
を
行
っ
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

質
問
　こ
の
樹
木
は
こ
の
地
域
に
は
一
本
も

な
か
っ
た
。環
境
問
題
を
訴
え
る
団
体
が
こ

こ
に
植
え
た
の
が
こ
の
原
因
を
招
い
た
。で

き
れ
ば
全
部
撤
去
を
し
、干
潟
を
元
の
姿
に

で
き
な
い
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　御
指

摘
を
い
た
だ
い
た

点
に
つ
い
て
は
、

再
度
県
に
確
認
し

申
し
入
れ
を
し
た

い
。

質
問
　豊
原
中
央
線
に
つ
い
て
前
回
質
問

を
し
た
が
、そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　現
況

の
一
部
区
間
に
お
い
て
車
両
の
対
面
通
行
に

支
障
を
来
し
て
い
る
。今
後
の
整
備
予
定
と

し
て
、地
先
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
未
舗

装
部
分
の
舗
装
を
行
い
、市
道
幅
員
を
確
保

し
て
、対
面
通
行
が
円
滑
に
な
る
よ
う
整
備

し
て
い
く
計
画
と
な
る
。ま
た
、一
部
に
幅
員

４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
箇
所
も
あ
る
が
、当
該

箇
所
に
つ
い
て
は
経
過
観
察
を
行
い
、必
要

に
応
じ
て
拡
幅
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

德田　政信
とく　だ　　　 まさ  のぶ
かけはし

一

　排水
路
整
備
に
つ
い
て

二

　環境
行
政
に
つ
い
て

三

　道路
行
政
に
つ
い
て

一

　排水
路
整
備
に
つ
い
て

三

　道路
行
政
に
つ
い
て

二

　環境
行
政
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

質 

問
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

中城湾内の干潟

佐久田　　悟
  さ　 く　 だ　　　　　さとし

新政クラブ

一

　うる
ま
市
水
産
業
の
現
状
と
課
題
、
活
性
化
へ
向
け
た
漁
業

従
事
者
へ
の
支
援
、対
応
に
つ
い
て

二

　うる
ま
市
の
観
光
振
興
と
島
嶼
地
域
活
性
化
へ
向
け
た
観
光

情
報
発
信
の
現
状
と
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

三

　自治
体
に
お
け
る
職
員
採
用
試
験
の
傾
向
と
う
る
ま
市
の
現

状
、採
用
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
　漁
船
の
航
路
で
の
座
礁
事
故
が
な
い

よ
う
組
合
や
漁
業
関
係
者
と
の
情
報
交
換
は

重
要
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　関
係
部

署
と
連
携
を
図
り
対
応
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　金
武
湾
側
航
路
灯
に
つ
い
て
行
政
と

し
て
支
援
策
や
対
応
が
で
き
な
い
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　現
状
は

屋
慶
名
側
と
照
間
側
に
簡
易
的
な
航
路
灯
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、管
理
等
は
与
那
城
町
漁
業

協
同
組
合
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
。

質
問
　漁
業
者
へ
の
所
得
補
償
な
ど
、経
営
安

定
対
策
拡
充
を
県
や
国
へ
強
く
訴
え
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　浜
の
活
力
再
生

プ
ラ
ン
を
活
用
し
、漁
業
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど

を
図
り
、漁
業
所
得
を
５
年
間
で
10
％
以
上
の

向
上
を
目
指
す
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
、活
動
成

果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　現
在
、浜
比
嘉
島

と
宮
城
島
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
が
、島
の
お

土
産
品
づ
く
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

活
性
化
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　地
域
資
源
の
活
用
、地
域
の
問
題
解
決

を
テ
ー
マ
に
、若
い
人
た
ち
の
情
報
交
換
や
イ

ベ
ン
ト
開
催
も
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　島
の
魅
力
や
島

が
抱
え
る
問
題
点
な
ど
、隊
員
と
し
て
の
視
点

で
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

質
問
　島
嶼
地
域
全
体
が
連
携
し
て
観
光
情

報
を
発
信
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
、海
中
道
路
、島
嶼

地
域
な
ど
東
部
地
域
へ
の
自
転
車
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
、与
那
城
庁
舎
跡
地
へ
の
ホ
テ
ル

の
建
設
計
画
な
ど
推
進
し
た
い
。

質
問
　う
る
ま
市
の
職
員
採
用
試
験
の
応
募

状
況
、採
用
人
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　平
成
27
年
4
2
9

人
受
験
、29
人
採
用
。平
成
28
年
度
4
3
2
人

受
験
、25
人
採
用
。平
成
29
年
度
4
2
8
人
受

験
、34
人
採
用
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
可

能
な
人
材
の
獲
得
に
向
け
、人
物
重
視
の
採
用

試
験
改
革
も
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　筆
記
試
験
に
重
き

を
置
く
の
で
は
な
く
、人
を
思
い
や
る
心
を
備

え
た
上
で
使
命
感
を
持
ち
、市
の
た
め
に
働
く

熱
意
を
持
っ
た
職
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　職
員
に
も
年
齢
を
経
る
ご
と
に
職
員

意
識
改
革
研
修
も
必
修
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　３
年
目
、６
年
目
、

９
年
目
の
職
員
を
対
象
に
意
識
改
革
を
図
る

べ
く
研
修
を
実
施
。う
る
ま
市
の
た
め
に
よ
り

よ
い
仕
事
が
で
き
る
人
材
育
成
に
努
め
た
い
。

一

　うる
ま
市
水
産
業
の
現
状
と
課
題
、活
性
化

へ
向
け
た
漁
業
従
事
者
へ
の
支
援
、対
応
に

つ
い
て

二

　うる
ま
市
の
観
光
振
興
と
島
嶼
地
域
活
性

化
へ
向
け
た
観
光
情
報
発
信
の
現
状
と
課

題
、こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

三

　自治
体
に
お
け
る
職
員
採
用
試
験
の
傾
向

と
う
る
ま
市
の
現
状
、採
用
に
お
け
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

（15）

第54号

平良　榮順
 たい　ら えい じゅん

かけはし

一

　企業
誘
致
に
つ
い
て

二

　税務
行
政
に
つ
い
て

三

　行政
事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

四

　公民
館
施
設
整
備
に
つ
い
て

五

　市内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て

質
問
　イ
ー
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　中
城
湾
港
新

港
地
区
に
建
設
予
定
の
発
電
所
は
、パ
ー
ム

ヤ
シ
殻
、木
質
ペ
レ
ッ
ト
等
の
輸
入
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
を
主
燃
料
と
し
て
4
・9
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
出
力
で
す
。

質
問
　発
電
所
の
立
地
に
よ
る
雇
用
や
、バ

イ
オ
燃
料
輸
送
に
関
連
す
る
経
済
効
果
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　運
転
及
び
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
で
地
元
を
中
心
に
10
人
程
度

の
雇
用
予
定
と
の
こ
と
。建
設
時
や
定
期
点

検
等
に
数
百
人
の
作
業
員
が
現
地
入
り
す

る
の
で
、地
域
の
経
済
効
果
が
多
く
見
込
ま

れ
る
。

質
問
　発
電
所
の
騒
音
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　市
の
公
害
防

止
条
例
に
基
づ
き
、騒
音
規
制
基
準
を
ク
リ

ア
す
る
よ
う
、設
計
段
階
で
の
調
整
を
進
め

て
い
る
。

質
問
　共
有
地
の
固
定
資
産
税
徴
収
方
法

に
つ
い
て
、民
法
第
4
3
2
条
に
基
づ
く
案

分
に
よ
る
納
付
書
の
送
付
が
で
き
な
い
か

伺
う
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　税
額
の
課
税
処

分
に
は
民
法
の
規
定
は
準
用
さ
れ
て
い
な

い
。持
分
に
応
じ
た
納
税
通
知
書
を
送
達
す

べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

質
問
　R
P
A（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・プ
ロ
セ

ス
・オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
導
入
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　導
入
に
つ
い
て
、

つ
く
ば
市
で
共
同
研
究
や
京
都
府
で
の
導

入
効
果
検
証
業
務
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。実

績
報
告
書
に
よ
る
と
、市
民
税
業
務
及
び
市

民
窓
口
業
務
等
に
お
い
て
、負
荷
軽
減
、効

率
化
が
推
進
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
。本
市

で
現
在
導
入
予
定
は
な
い
が
、今
後
働
き
方

改
革
を
推
進
す
る
上
か
ら
、先
進
自
治
体
の

動
向
を
注
視
す
る
。

質
問
　み
ど
り
町
３
自
治
会
公
民
館
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　み
ど
り
町
の
公

民
館
に
つ
い
て
は
、各
自
治
会
の
所
有
と

な
っ
て
お
り
、市
が
直
接
設
置
す
る
な
ど
の

改
修
事
業
は
行
え
な
い
。市
自
治
公
民
館
建

設
等
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
助
成
制

度
が
あ
り
、同
要
綱
に
よ
る
交
付
に
つ
い
て

は
、1
0
0
万
円
を
超
え
る
事
業
、事
業
費

の
１
／
２
以
内
で
上
限
2
5
0
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

質
問
　小
・中
学
校
で
利
用
す
る
消
耗
品

の
市
内
業
者
優
先
発
注
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　平
成
29
年
度

の
市
内
業
者
、購
入
状
況
は
、小
学
校
管
理

費
予
算
の
61
％
、約
2
，1
1
1
万
７
千
円
。

振
興
費
予
算
の
77
％
、約
2
，0
6
2
万
２

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　市
内
文
具
等
納
品
店
舗
の
優
先
利

用
に
関
す
る
要
請
書
へ
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　市
立
の
各
小
・

中
学
校
に
年
３
回
程
度
、地
元
企
業
の
優
先

活
用
に
つ
い
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

一

　企業
誘
致
に
つ
い
て

二

　税務
行
政
に
つ
い
て

三

　行政
事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

四

　公民
館
施
設
整
備
に
つ
い
て

五

　市内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て

質 
問

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

伊波　良明
い　  は　　　 よし あき
かけはし

一

　建築
物
や
公
道
及
び
公
道
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
安
全
性
に
つ
い
て

質
問
　公
共
建
築
物
の
安
全
点
検
方
法
及

び
点
検
頻
度
を
伺
う
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　そ
の
建
物
に
勤

務
す
る
責
任
者
や
担
当
職
員
の
ほ
か
、指
定

管
理
業
者
、施
設
維
持
等
の
委
託
を
受
け
た

業
者
の
委
託
員
等
が
業
務
の
一
部
と
し
て

点
検
し
て
い
る
。専
門
的
な
点
検
は
、市
の

技
術
職
員
で
確
認
。重
要
な
機
械
設
備
、電

気
設
備
、消
防
設
備
等
は
、専
門
業
者
が
定

期
点
検
を
実
施
。頻
度
は
建
築
物
の
規
模
用

途
等
に
よ
り
、月
１
回
、ま
た
は
年
１
回
定

期
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　公
道
及
び
公
道
に
面
し
た
学
校
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
点
検
や
問
題
が
あ
る

場
合
の
処
置
や
安
全
対
策
を
伺
う
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　市
道
・農

道
の
安
全
点
検
は
、維
持
管
理
課
で
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。台
風
な
ど
荒
天
後
に
は
、

都
市
建
設
部
や
経
済
部
で
調
査
。市
職
員
全

体
で
対
応
し
た
こ
と
も
あ
る
。不
都
合
が
発

見
さ
れ
た
ら
、応
急
措
置
と
し
て
歩
行
者
や

通
行
車
両
の
注
意
喚
起
の
看
板
や
バ
リ

ケ
ー
ド
な
ど
で
安
全
を
確
保
し
、そ
の
後
本

格
的
な
復
旧
工
事
を
行
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　学
校
施
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
、職
員
の
緊
急
点
検
が
行
わ
れ
、

特
に
危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、修
繕
で
対

応
済
み
。残
り
の
学
校
施
設
は
、補
正
予
算

や
新
年
度
予
算
で
対
応
し
た
い
。安
全
対
策

と
し
て
危
険
箇
所
に
近
づ
か
な
い
よ
う

ロ
ー
プ
等
で
隔
離
し
、張
り
紙
や
看
板
等
で

児
童
・生
徒
へ
の
注
意
喚
起
を
図
っ
て
い
る
。

質
問
　公
道
で
漏
水
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

危
険
な
道
路
陥
没
、地
盤
沈
下
や
凹
凸
道
路

へ
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　道
路
に
異

変
が
生
じ
た
場
合
、そ
の
原
因
を
究
明
し
原

因
者
が
対
応
す
る
。車
両
の
長
期
荷
重
や
経

年
劣
化
で
わ
だ
ち
や
ひ
び
割
れ
が
発
生
し

た
場
合
は
、市
が
修
繕
す
る
。緊
急
性
や
優

先
度
を
考
慮
し
、効
果
的
に
対
応
し
た
い
。

質
問
　民
間
の
危
険
建
築
物
及
び
倒
壊
の

お
そ
れ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
や

補
修
費
用
を
補
助
す
る
制
度
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　次
年

度
以
降
、地
方
公
共
団
体
の
実
施
す
る
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
・撤
去
関
連
事
業
が

交
付
金
の
対
象
と
な
る
見
込
み
。今
後
具
体

的
な
支
援
制
度
が
示
さ
れ
た
後
に
方
針
を

検
討
し
た
い
。

質
問
　期
間
限
定
の
補
助
金
制
度
で
危
険

建
築
物
や
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
早
急
に
撤

去
・補
修
さ
れ
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　国
な

ど
の
補
助
金
を
活
用
し
、最
小
の
経
費
で
危

険
性
が
除
去
で
き
る
支
援
制
度
と
あ
わ
せ

て
期
限
付
き
の
支
援
方
法
も
検
討
し
た
い
。

一

　建築
物
や
公
道
及
び
公
道
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
安
全
性
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
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一般質問

質
問
　字
塩
屋
1
6
3
番
地
12
の
東
側
排

水
路
の
改
修
整
備
に
つ
い
て
、塩
屋
区
か
ら

改
修
要
請
書
が
出
さ
れ
て
い
る
が
当
局
は

現
状
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　地
域

か
ら
再
三
整
備
要
請
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

早
期
の
排
水
路
改
修
及
び
保
護
対
策
が
必

要
な
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　こ
の
排
水
路
整
備
に
つ
い
て
は
、今

後
ど
の
よ
う
に
計
画
を
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　平
成

29
年
度
に
概
略
設
計
を
終
え
て
い
る
。今
後

は
平
成
31
年
度
か
ら
の
事
業
実
施
に
向
け
、

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　今
後
、次
年
度
に
向
け
て
実
施
計
画

に
載
せ
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　平
成

30
年
度
第
15
回
実
施
計
画
で
の
採
択
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　中
城
湾
内
の
北
側
、護
岸
と
の
間
の

干
潟
に
、ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ
が
再
び
異
常
に
繁

殖
を
始
め
て
、増
殖
を
し
て
き
て
い
る
。２
回

目
の
撤
去
作
業
が
で
き
る
の
か
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　県
に

お
い
て
は
中
城
湾
港（
新
港
地
区
）ヒ
ル
ギ
ダ

マ
シ
駆
除
工
事
と
し
て
平
成
28
年
度
と
平

成
29
年
度
に
約
4
，0
0
0
万
円
、面
積
約

10
万
平
方
メ
ー
ト
ル
駆
除
し
た
。今
年
度
の

取
り
組
み
と
し
て
は
ト
カ
ゲ
ハ
ゼ
等
の
生
息

域
の
保
全
を
目
的
に
、ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ
の
駆

除
を
行
っ
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

質
問
　こ
の
樹
木
は
こ
の
地
域
に
は
一
本
も

な
か
っ
た
。環
境
問
題
を
訴
え
る
団
体
が
こ

こ
に
植
え
た
の
が
こ
の
原
因
を
招
い
た
。で

き
れ
ば
全
部
撤
去
を
し
、干
潟
を
元
の
姿
に

で
き
な
い
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　御
指

摘
を
い
た
だ
い
た

点
に
つ
い
て
は
、

再
度
県
に
確
認
し

申
し
入
れ
を
し
た

い
。

質
問
　豊
原
中
央
線
に
つ
い
て
前
回
質
問

を
し
た
が
、そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　現
況

の
一
部
区
間
に
お
い
て
車
両
の
対
面
通
行
に

支
障
を
来
し
て
い
る
。今
後
の
整
備
予
定
と

し
て
、地
先
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
未
舗

装
部
分
の
舗
装
を
行
い
、市
道
幅
員
を
確
保

し
て
、対
面
通
行
が
円
滑
に
な
る
よ
う
整
備

し
て
い
く
計
画
と
な
る
。ま
た
、一
部
に
幅
員

４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
箇
所
も
あ
る
が
、当
該

箇
所
に
つ
い
て
は
経
過
観
察
を
行
い
、必
要

に
応
じ
て
拡
幅
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

德田　政信
とく　だ　　　 まさ  のぶ
かけはし

一

　排水
路
整
備
に
つ
い
て

二

　環境
行
政
に
つ
い
て

三

　道路
行
政
に
つ
い
て

一

　排水
路
整
備
に
つ
い
て

三

　道路
行
政
に
つ
い
て

二

　環境
行
政
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
答 
弁

答 

弁

質 

問
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

中城湾内の干潟

佐久田　　悟
  さ　 く　 だ　　　　　さとし

新政クラブ

一

　うる
ま
市
水
産
業
の
現
状
と
課
題
、
活
性
化
へ
向
け
た
漁
業

従
事
者
へ
の
支
援
、対
応
に
つ
い
て

二

　うる
ま
市
の
観
光
振
興
と
島
嶼
地
域
活
性
化
へ
向
け
た
観
光

情
報
発
信
の
現
状
と
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

三

　自治
体
に
お
け
る
職
員
採
用
試
験
の
傾
向
と
う
る
ま
市
の
現

状
、採
用
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
　漁
船
の
航
路
で
の
座
礁
事
故
が
な
い

よ
う
組
合
や
漁
業
関
係
者
と
の
情
報
交
換
は

重
要
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　関
係
部

署
と
連
携
を
図
り
対
応
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　金
武
湾
側
航
路
灯
に
つ
い
て
行
政
と

し
て
支
援
策
や
対
応
が
で
き
な
い
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　現
状
は

屋
慶
名
側
と
照
間
側
に
簡
易
的
な
航
路
灯
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、管
理
等
は
与
那
城
町
漁
業

協
同
組
合
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
。

質
問
　漁
業
者
へ
の
所
得
補
償
な
ど
、経
営
安

定
対
策
拡
充
を
県
や
国
へ
強
く
訴
え
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　浜
の
活
力
再
生

プ
ラ
ン
を
活
用
し
、漁
業
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど

を
図
り
、漁
業
所
得
を
５
年
間
で
10
％
以
上
の

向
上
を
目
指
す
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
、活
動
成

果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　現
在
、浜
比
嘉
島

と
宮
城
島
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
が
、島
の
お

土
産
品
づ
く
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

活
性
化
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　地
域
資
源
の
活
用
、地
域
の
問
題
解
決

を
テ
ー
マ
に
、若
い
人
た
ち
の
情
報
交
換
や
イ

ベ
ン
ト
開
催
も
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　島
の
魅
力
や
島

が
抱
え
る
問
題
点
な
ど
、隊
員
と
し
て
の
視
点

で
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

質
問
　島
嶼
地
域
全
体
が
連
携
し
て
観
光
情

報
を
発
信
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
、海
中
道
路
、島
嶼

地
域
な
ど
東
部
地
域
へ
の
自
転
車
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
、与
那
城
庁
舎
跡
地
へ
の
ホ
テ
ル

の
建
設
計
画
な
ど
推
進
し
た
い
。

質
問
　う
る
ま
市
の
職
員
採
用
試
験
の
応
募

状
況
、採
用
人
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　平
成
27
年
4
2
9

人
受
験
、29
人
採
用
。平
成
28
年
度
4
3
2
人

受
験
、25
人
採
用
。平
成
29
年
度
4
2
8
人
受

験
、34
人
採
用
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
可

能
な
人
材
の
獲
得
に
向
け
、人
物
重
視
の
採
用

試
験
改
革
も
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　筆
記
試
験
に
重
き

を
置
く
の
で
は
な
く
、人
を
思
い
や
る
心
を
備

え
た
上
で
使
命
感
を
持
ち
、市
の
た
め
に
働
く

熱
意
を
持
っ
た
職
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　職
員
に
も
年
齢
を
経
る
ご
と
に
職
員

意
識
改
革
研
修
も
必
修
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　仲
本
総
務
部
長
　３
年
目
、６
年
目
、

９
年
目
の
職
員
を
対
象
に
意
識
改
革
を
図
る

べ
く
研
修
を
実
施
。う
る
ま
市
の
た
め
に
よ
り

よ
い
仕
事
が
で
き
る
人
材
育
成
に
努
め
た
い
。

一

　うる
ま
市
水
産
業
の
現
状
と
課
題
、活
性
化

へ
向
け
た
漁
業
従
事
者
へ
の
支
援
、対
応
に

つ
い
て

二

　うる
ま
市
の
観
光
振
興
と
島
嶼
地
域
活
性

化
へ
向
け
た
観
光
情
報
発
信
の
現
状
と
課

題
、こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

三

　自治
体
に
お
け
る
職
員
採
用
試
験
の
傾
向

と
う
る
ま
市
の
現
状
、採
用
に
お
け
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 
弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
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一般質問

幸地　政和
 こう ち まさ かず
新政クラブ

一

　教育
行
政
に
つ
い
て

二

　都市
行
政
に
つ
い
て

三

　市民
行
政
に
つ
い
て

四

　観光
行
政
に
つ
い
て

質
問
　学
校
プ
ー
ル
と
遊
泳
用
プ
ー
ル
の

衛
生
基
準
に
お
い
て
、藻
が
発
生
し
て
い
る

状
況
で
遊
泳
し
た
場
合
、健
康
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　皮
膚
の
弱
い

と
こ
ろ
や
目
に
刺
激
を
受
け
て
結
膜
炎
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

質
問
　統
一
し
た
安
全
衛
生
管
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　今
後
、ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
統
一
に
つ
い
て
関
係
各
課
で
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
　管
理
責
任
者
・衛
生
管
理
者
、監
視

員
・救
護
員
の
知
識
及
び
技
能
の
確
認
方

法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　プ
ー
ル
衛
生
管

理
者
講
習
を
受
講
し
た
も
の
が
在
籍
す
る

業
者
に
証
明
書
を
提
出
さ
せ
、確
認
し
て
い

る
。ま
た
、監
視
員
や
救
護
員
は
教
員
で
対

応
し
て
い
る
。

質
問
　学
校
プ
ー
ル
及
び
遊
泳
用
プ
ー
ル

の
長
寿
命
化
対
策
及
び
施
設
の
改
善
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　次
年
度
策
定
予

定
の
学
校
施
設
長

寿
命
化
計
画
で
検

討
し
た
い
。遊
泳
用

プ
ー
ル
は
大
規
模

な
修
繕
計
画
は
な

い
が
、さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　旧
東
恩
納
弾
薬
庫（
楚
南
地
区
）跡

地
の
楚
南
地
区
跡
地
整
備
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　沖
縄
防
衛
局
や

沖
縄
総
合
事
務
局
跡
地
利
用
対
策
課
と
情

報
を
共
有
し
、情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

質
問
　楚
南
地
区
は
、今
後
ど
の
よ
う
な
方

法
で
跡
地
利
用
の
計
画
を
推
進
し
ま
す
か
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　市
全
体
の
事
業

計
画
と
の
整
合
性
や
優
先
順
位
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
、検
討
す
る
。

質
問
　楚
南
２
号
線（
軍
用
道
路
）は
合
意

さ
れ
た
軍
用
地
と
し
て
返
還
要
請
す
べ
き

と
思
う
が
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　楚
南
地
区
の
地

権
者
の
合
意
形
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

質
問
　楚
南
２
号
線
の
今
後
の
道
路
整
備

計
画
を
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　楚
南
地
区
の
整

備
計
画
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　聖
魂
之
塔
刻
銘
板
整
備
事
業
の
実

施
方
針
を
伺
う
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　今
年
度
工
事
着

手
に
向
け
て
取
り
組
む
。

質
問
　闘
牛
の
ま
ち
宣
言
を
全
国
に
向
け

て
宣
言
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
が
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　次
年
度
の
宣

言
に
向
け
、取
り
組
み
た
い
。

一

　教育
行
政
に
つ
い
て

二

　都市
行
政
に
つ
い
て

三

　
市
民
行
政
に
つ
い
て

四

　
観
光
行
政
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

プールの衛生管理を調査

中村　正人
なか むら まさ と
かけはし

一

　家畜
の
排
せ
つ
物
に
つ
い
て

二

　合併
特
例
債
に
つ
い
て

三

　職員
採
用
に
つ
い
て

四

　公共
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質
問

　う
る
ま
市
の
家
畜
農
家
は
排
せ
つ

物
の
処
理
に
関
し
、厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

県
内
の
処
理
場
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

　佐
久
川
経
済
部
長
　県
内
の
堆
肥

生
産
等
事
業
者
は
41
事
業
者
。本
島
内
は

34
事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
う
ち
牛
ふ

ん
等
の
受
け
入
れ
可
能
な
近
隣
事
業
者
は
、

市
内
は
１
事
業
者
、金
武
町
に
１
事
業
者
、

宜
野
座
村
に
１
事
業
者
で
あ
る
。

質
問

　受
け
入
れ
先
の
問
題
や
今
後
の
対

応
策
を
伺
う
。

答
弁

　佐
久
川
経
済
部
長
　今
後
の
対
応

策
に
つ
い
て
、家
畜
ふ
ん
尿
処
理
や
悪
臭
軽

減
は
、今
年
度
実
施
を
予
定
し
て
い
る
持
続

可
能
な
循
環
型
農
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
す
耕
畜
連
携
総
合
整
備
事
業
に
お
い

て
検
討
す
る
。本
事
業
は
、家
畜
ふ
ん
尿
を

適
正
に
堆
肥
化
す
る
畜
産
農
家
と
そ
の
堆

肥
を
使
用
す
る
耕
種
農
家
の
共
通
理
解
の

も
と
連
携
を
図
る
。

質
問

　期
限
の
延
長
と
事
業
、法
的
事
項

等
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

　天
願
企
画
部
長
　合
併
特
例
債
は
、

当
初
発
行
可
能
額
の
80
％
を
活
用
す
る
こ

と
と
し
、発
行
予
定
額
を
3
6
4
億
円
と

し
て
い
た
。東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、合
併

特
例
債
の
期
間
を
合
併
年
度
及
び
こ
れ
に

続
く
15
カ
年
度
と
し
、公
共
事
業
に
係
る
合

併
特
例
債
の
額
を
満
額
と
な
る
4
2
3
億

円
と
し
て
い
る
。

質
問

　本
市
に
お
け
る
合
併
の
特
例
債
の

活
用
実
績
を
伺
う
。

答
弁

　天
願
企
画
部
長
　平
成
29
年
度
事

業
ま
で
の
着
入
実
績
は
3
7
2
億
円
。発

行
可
能
額
全
体
の
87
・
9
％
で
あ
る
。

質
問

　活
用
可
能
な
事
業
額（
残
額
）を
伺

う
。

答
弁

　天
願
企
画
部
長
　平
成
30
年
度
以

降
の
活
用
可
能
残
額
は
83
億
円
で
あ
る
。

質
問

　選
考
採
用
に
至
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

答
弁

　仲
本
総
務
部
長
　技
術
系
部
署
に

お
い
て
、本
来
技
術
系
職
員
の
配
置
が
望
ま

し
い
と
思
わ
れ
る
業
務
に
、事
務
系
職
員
が

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、課
題
の
改

善
に
向
け
、民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
を

対
象
に
、採
用
試
験
を
実
施
し
た
。

質
問

　う
る
ま
市
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

導
入
の
基
本
的
な
方
針
と
考
え
方
を
伺
う
。

答
弁

　天
願
企
画
部
長
　公
的
部
門
の
負

担
削
減
に
よ
る
財
政
健
全
化
や
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会

の
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長
等
の
多
様
な
面

で
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
、公
共
施

設
等
の
整
備
、運
営
に
お
い
て
、積
極
的
な

導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一

　家畜
の
排
せ
つ
物
に
つ
い
て

二

　合併
特
例
債
に
つ
い
て

三

　職員
採
用
に
つ
い
て

四

　公共
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

（17）

第54号

高江洲　賢治
たか　え 　す　　　けん  じ 
いぶきの会

一

　幼稚
園
改
築
に
つ
い
て

二

　側溝
整
備
に
つ
い
て

三

　公園
整
備
に
つ
い
て

質
問
　現
在
、う
る
ま
市
公
立
幼
稚
園
・保

育
所
の
認
定
こ
ど
も
園
移
行
等
基
本
計
画

が
作
成
さ
れ
た
。老
朽
化
し
た
中
原
幼
稚
園

の
改
築
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　う
る
ま
市
公

立
幼
稚
園
・保
育
所
の
認
定
こ
ど
も
園
移

行
等
基
本
計
画
に
基

づ
き
、中
原
幼
稚
園

も
2
0
2
0
年
４
月

よ
り
３
歳
児
か
ら
の

受
け
入
れ
を
実
施
し

て
い
く
予
定
。新
た

な
教
室
の
確
保
を
図

る
計
画
で
す
。

質
問
　県
道
85
号
線
メ
イ
ク
マ
ン
前
、江
洲

十
字
路
か
ら
前
原
向
け
両
側
の
側
溝
整
備

に
つ
い
て
、現
在
両
側
の
側
溝
は
潰
れ
た
状

態
で
、土
砂
や
枯
れ
葉
、ご
み
等
が
詰
ま
り
、

早
急
な
対
応
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　県
中

部
土
木
事
務
所
に
よ
る
と
、前
原
向
け
左
側

に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
度
か
ら
順
次
、災

害
防
除
工
事
に
伴
い
、側
溝
補
修
を
行
っ
て

お
り
、平
成
30
年
５
月
に
完
了
し
て
い
る
と

の
こ
と
。ま
た
、前
原
向
け
右
側
斜
面
の
災

害
防
除
工
事
に
伴
う
側
溝
補
修
は
、平
成
31

年
度
以
降
に
実
施
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

質
問
　サ
ン
エ
ー
具
志
川
メ
イ
ン
シ
テ
ィ

駐
車
場
横
の
江
洲
第
２
公
園
整
備
計
画
の

現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　平
成

30
年
４
月
に
う
る
ま
市
土
地
開
発
公
社
か

ら
の
用
地
買
収
が
完
了
し
て
い
る
。整
備
に

つ
い
て
は
、防
衛
事
業
の
採
択
に
向
け
、現

在
は
沖
縄
防
衛
局
と
調
整
中
で
す
。

質
問
　江
洲
グ
ス
ク
跡
文
化
財
指
定
に
つ

い
て
、昨
年
の
12
月
定
例
会
で
一
般
質
問
を

し
て
い
る
が
、現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　江
洲
グ
ス
ク
に

つ
い
て
は
、今
月
９
月
後
半
か
ら
発
掘
調
査

を
行
う
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。要
請

の
あ
っ
た
江
洲
グ
ス
ク
全
体
を
指
定
す
る

の
か
、江
洲
按
司
と
ノ
ロ
の
墓
を
ま
ず
指
定

し
、そ
の
後
に
グ
ス
ク
全
体
に
範
囲
を
広
げ

て
い
く
方
法
が
あ
る
。今
後
、文
化
財
保
護

審
議
会
で
ど
の
よ
う
な
方
法
で
の
指
定
が

望
ま
し
い
か
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
。

質
問
　ヌ
ー
リ
川
公
園
の
事
業
完
了
時
期

と
江
洲
グ
ス
ク
跡
公
園
整
備
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　ヌ
ー

リ
川
公
園
整
備
事
業
は
、平
成
34
年
度
の
完

了
予
定
。江
洲
公
園
の
事
業
化
は
、ヌ
ー
リ

川
公
園
整
備
事
業
の
完
了
後
に
市
の
財
政

状
況
や
他
の
公
園
事
業
の
進
捗
状
況
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

一

　幼稚
園
改
築
に
つ
い
て

二

　側溝
整
備
に
つ
い
て

三

　公園
整
備
に
つ
い
て

質 

問
質 
問

質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
答 

弁
答 

弁
質 

問

中原幼稚園園舎

質
問
　二
十
数
年
前
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る

側
溝
工
事
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　平
成
28

年
度
に
概
略
設
計
を
実
施
し
た
が
、地
権
者

の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、ル
ー
ト
変
更
の
可
能

性
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　な
ぜ
、こ
れ
ま
で
ル
ー
ト
の
変
更
を
考

え
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　当
該
所

有
地
を
迂
回
す
る
経
路
変
更
を
２
案
検
討
し

た
が
、変
更
も
困
難
で
あ
り
事
業
化
を
中
断

し
た
。当
該
道
路
整
備
は
重
要
と
承
知
し
て
い

る
の
で
再
検
討
し
た
い
。

質
問
　下
原
第
３
雨
水
幹
線
の
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
改
修
計
画
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　儀
保
水
道
部
長
　平
成
31
年
度
の
策

定
を
予
定
。前
原
地
区
教
会
付
近
の
県
道
36

号
線
上
流
部
を
含
め
、関
係
部
署
と
連
携
し

改
修
計
画
を
策
定
し
た
い
。

質
問
　下
原
地
域
は
商
業
地
域
と
し
て
見
直

さ
れ
、南
の
玄
関
口
と
し
て
道
路
の
大
幅
な
拡

張
・整
備
が
必
要
と
思
う
が
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　広
域
的

な
道
路
網
の
計
画
が
必
要
。雨
水
幹
線
排
水

路
の
利
用
も
検
討
し
た
い
。

質
問
　通
称
４
区
、江
洲
前
原
線
の
道
路
拡

張
が
必
要
。下
原
第
３
雨
水
幹
線
を
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
に
変
え
、そ
の
上
を
道
路
と
し

て
使
用
で
き
な
い
か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　関
係
部

署
と
調
整
し
検
討
し
た
い
。

質
問
　児
童
買
春
な
ど
の
性
犯
罪
被
害
は
過

去
10
年
で
最
多
。福
祉
犯
罪
の
摘
発
件
数
は

全
国
的
に
高
い
。本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　み
だ
ら
な
性
行
為

等
の
検
挙
件
数
は
２
件
。警
察
が
市
民
等
か

ら
の
情
報
提
供
や
内
定
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。

質
問
　性
犯
罪
被
害
は
不
登
校
や
家
に
居
場

所
の
な
い
子
が
多
い
。学
校
で
性
教
育
授
業
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　不
登
校
児
童
等

は
、昨
年
度
の
同
時
期
を
上
回
る
。教
師
が
子

供
の
欠
席
に
敏
感
に
な
る
こ
と
で
早
期
発
見
・

早
期
対
応
し
た
い
。ま
た
、性
教
育
へ
の
取
り

組
み
は
、保
健
師
を
招
い
て
思
春
期
講
演
会

を
実
施
し
て
い
る
。

質
問
　危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
は
、ネ
ッ
ト
で
簡
単

に
入
手
で
き
る
。ネ
ッ
ト
販
売
の
取
り
締
ま
り

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　ネ
ッ
ト
上
の
販
売

摘
発
は
市
民
等
か
ら
の
情
報
提
供
や
検
挙
被

害
者
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
実
施
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

質
問
　通
称
青
パ
ト
の
役
割
や
成
果
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　市
内
48
団
体
66
台

の
規
模
で
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し

て
実
施
。犯
罪
発
生
の
抑
止
力
と
な
っ
て
お
り
、

県
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数
の
大
幅
な
減
少
も

そ
の
成
果
と
考
え
る
。

喜屋武　力
    き　  ゃ 　  ん　　　つとむ
新政クラブ

一
　栄
野
比
区
の
生
活
道
路
の
生
活
排
水
側
溝
工
事
と
道
路
整
備
に

つ
い
て

二
　字
前
原
地
区
の
教
会
前
を
流
れ
る
排
水
溝
に
つ
い
て（
下
原
第
３

雨
水
幹
線
）

三
　字
前
原
、県
道
36
号
線
よ
り
通
称
４
区
向
け
宮
里
へ
通
ず
る
道
路

拡
張
工
事
に
つ
い
て（
江
洲
〜
前
原
線
）

四
　児
童
買
春
や
児
童
に
淫
行
さ
せ
る
性
犯
罪
に
つ
い
て

五
　危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
薬
物
犯
罪
に
対
す
る
教
育
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
一
　栄
野
比
区
の
生
活
道
路
の
生
活
排
水
側
溝

工
事
と
道
路
整
備
に
つ
い
て

四
　児
童
買
春
や
児
童
に
淫
行
さ
せ
る
性
犯
罪

に
つ
い
て

五
　危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
薬
物
犯
罪
に
対
す
る

教
育
に
つ
い
て

二
　字
前
原
地
区
の
教
会
前
を
流
れ
る
排
水
溝

に
つ
い
て（
下
原
第
３
雨
水
幹
線
）

三
　字
前
原
、県
道
36
号
線
よ
り
通
称
４
区
向
け

宮
里
へ
通
ず
る
道
路
拡
張
工
事
に
つ
い
て

（
江
洲
〜
前
原
線
）
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一般質問

幸地　政和
 こう ち まさ かず
新政クラブ

一

　教育
行
政
に
つ
い
て

二

　都市
行
政
に
つ
い
て

三

　市民
行
政
に
つ
い
て

四

　観光
行
政
に
つ
い
て

質
問
　学
校
プ
ー
ル
と
遊
泳
用
プ
ー
ル
の

衛
生
基
準
に
お
い
て
、藻
が
発
生
し
て
い
る

状
況
で
遊
泳
し
た
場
合
、健
康
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　盛
小
根
指
導
部
長
　皮
膚
の
弱
い

と
こ
ろ
や
目
に
刺
激
を
受
け
て
結
膜
炎
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。

質
問
　統
一
し
た
安
全
衛
生
管
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　今
後
、ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
統
一
に
つ
い
て
関
係
各
課
で
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
　管
理
責
任
者
・衛
生
管
理
者
、監
視

員
・救
護
員
の
知
識
及
び
技
能
の
確
認
方

法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　プ
ー
ル
衛
生
管

理
者
講
習
を
受
講
し
た
も
の
が
在
籍
す
る

業
者
に
証
明
書
を
提
出
さ
せ
、確
認
し
て
い

る
。ま
た
、監
視
員
や
救
護
員
は
教
員
で
対

応
し
て
い
る
。

質
問
　学
校
プ
ー
ル
及
び
遊
泳
用
プ
ー
ル

の
長
寿
命
化
対
策
及
び
施
設
の
改
善
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　次
年
度
策
定
予

定
の
学
校
施
設
長

寿
命
化
計
画
で
検

討
し
た
い
。遊
泳
用

プ
ー
ル
は
大
規
模

な
修
繕
計
画
は
な

い
が
、さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　旧
東
恩
納
弾
薬
庫（
楚
南
地
区
）跡

地
の
楚
南
地
区
跡
地
整
備
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　沖
縄
防
衛
局
や

沖
縄
総
合
事
務
局
跡
地
利
用
対
策
課
と
情

報
を
共
有
し
、情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

質
問
　楚
南
地
区
は
、今
後
ど
の
よ
う
な
方

法
で
跡
地
利
用
の
計
画
を
推
進
し
ま
す
か
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　市
全
体
の
事
業

計
画
と
の
整
合
性
や
優
先
順
位
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
、検
討
す
る
。

質
問
　楚
南
２
号
線（
軍
用
道
路
）は
合
意

さ
れ
た
軍
用
地
と
し
て
返
還
要
請
す
べ
き

と
思
う
が
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　楚
南
地
区
の
地

権
者
の
合
意
形
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

質
問
　楚
南
２
号
線
の
今
後
の
道
路
整
備

計
画
を
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　楚
南
地
区
の
整

備
計
画
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　聖
魂
之
塔
刻
銘
板
整
備
事
業
の
実

施
方
針
を
伺
う
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　今
年
度
工
事
着

手
に
向
け
て
取
り
組
む
。

質
問
　闘
牛
の
ま
ち
宣
言
を
全
国
に
向
け

て
宣
言
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
が
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　次
年
度
の
宣

言
に
向
け
、取
り
組
み
た
い
。

一

　教育
行
政
に
つ
い
て

二

　都市
行
政
に
つ
い
て

三

　
市
民
行
政
に
つ
い
て

四

　
観
光
行
政
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 
弁

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

プールの衛生管理を調査

中村　正人
なか むら まさ と
かけはし

一

　家畜
の
排
せ
つ
物
に
つ
い
て

二

　合併
特
例
債
に
つ
い
て

三

　職員
採
用
に
つ
い
て

四

　公共
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質
問

　う
る
ま
市
の
家
畜
農
家
は
排
せ
つ

物
の
処
理
に
関
し
、厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

県
内
の
処
理
場
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

　佐
久
川
経
済
部
長
　県
内
の
堆
肥

生
産
等
事
業
者
は
41
事
業
者
。本
島
内
は

34
事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
う
ち
牛
ふ

ん
等
の
受
け
入
れ
可
能
な
近
隣
事
業
者
は
、

市
内
は
１
事
業
者
、金
武
町
に
１
事
業
者
、

宜
野
座
村
に
１
事
業
者
で
あ
る
。

質
問

　受
け
入
れ
先
の
問
題
や
今
後
の
対

応
策
を
伺
う
。

答
弁

　佐
久
川
経
済
部
長
　今
後
の
対
応

策
に
つ
い
て
、家
畜
ふ
ん
尿
処
理
や
悪
臭
軽

減
は
、今
年
度
実
施
を
予
定
し
て
い
る
持
続

可
能
な
循
環
型
農
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
す
耕
畜
連
携
総
合
整
備
事
業
に
お
い

て
検
討
す
る
。本
事
業
は
、家
畜
ふ
ん
尿
を

適
正
に
堆
肥
化
す
る
畜
産
農
家
と
そ
の
堆

肥
を
使
用
す
る
耕
種
農
家
の
共
通
理
解
の

も
と
連
携
を
図
る
。

質
問

　期
限
の
延
長
と
事
業
、法
的
事
項

等
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

　天
願
企
画
部
長
　合
併
特
例
債
は
、

当
初
発
行
可
能
額
の
80
％
を
活
用
す
る
こ

と
と
し
、発
行
予
定
額
を
3
6
4
億
円
と

し
て
い
た
。東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、合
併

特
例
債
の
期
間
を
合
併
年
度
及
び
こ
れ
に

続
く
15
カ
年
度
と
し
、公
共
事
業
に
係
る
合

併
特
例
債
の
額
を
満
額
と
な
る
4
2
3
億

円
と
し
て
い
る
。

質
問

　本
市
に
お
け
る
合
併
の
特
例
債
の

活
用
実
績
を
伺
う
。

答
弁

　天
願
企
画
部
長
　平
成
29
年
度
事

業
ま
で
の
着
入
実
績
は
3
7
2
億
円
。発

行
可
能
額
全
体
の
87
・
9
％
で
あ
る
。

質
問

　活
用
可
能
な
事
業
額（
残
額
）を
伺

う
。

答
弁

　天
願
企
画
部
長
　平
成
30
年
度
以

降
の
活
用
可
能
残
額
は
83
億
円
で
あ
る
。

質
問

　選
考
採
用
に
至
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

答
弁

　仲
本
総
務
部
長
　技
術
系
部
署
に

お
い
て
、本
来
技
術
系
職
員
の
配
置
が
望
ま

し
い
と
思
わ
れ
る
業
務
に
、事
務
系
職
員
が

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、課
題
の
改

善
に
向
け
、民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
を

対
象
に
、採
用
試
験
を
実
施
し
た
。

質
問

　う
る
ま
市
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

導
入
の
基
本
的
な
方
針
と
考
え
方
を
伺
う
。

答
弁

　天
願
企
画
部
長
　公
的
部
門
の
負

担
削
減
に
よ
る
財
政
健
全
化
や
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会

の
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長
等
の
多
様
な
面

で
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
、公
共
施

設
等
の
整
備
、運
営
に
お
い
て
、積
極
的
な

導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一

　家畜
の
排
せ
つ
物
に
つ
い
て

二

　合併
特
例
債
に
つ
い
て

三

　職員
採
用
に
つ
い
て

四

　公共
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 
弁

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

（17）



一般質問

奥田  修
　おく　 だ 　　おさむ
新政クラブ

一
　次
年
度（
２
０
１
９
年
度
）内
閣
府
沖
縄
関
係
予
算
に
つ
い
て

二
　「う
る
ま
市
島
し
ょ
地
域
学
校
跡
地
・跡
施
設
活
用
方
針
」に
基
づ

く
事
業
に
つ
い
て

三
　「島
し
ょ
地
域
移
住
・定
住
者
向
け
情
報
整
備
事
業
」に
つ
い
て

四
　住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

五
　「母
子
家
庭
生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
」マ
ザ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
う
る

は
し
の
現
状（
活
動
状
況
）と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

六
　海
中
道
路
世
開
橋「
平
安
座
第
一
航
路
」の
浚
渫
に
つ
い
て

質
問
　同
予
算
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。市
長

は
県
市
長
会
会
長
と
し
て
副
知
事
に
同
行
し

要
請
行
動
を
行
っ
た
。「
要
望
の
趣
旨
と
期
待

度
」を
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　沖
縄
ら
し
い
優
し

い
社
会
、自
立
型
経
済
等
の
構
築
に
よ
り
、県

民
が
望
む
将
来
像
を
実
現
す
る
。一
括
交
付
金

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

質
問
　旧
宮
城
幼
稚
園
、小
学
校
跡
活
用「
高

齢
者
福
祉
施
設
」事
業
の
公
募
時
期
と
事
業

者
応
募
件
数
の
見
込
み
を
伺
う
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　９
月
ま
た
は
10
月

を
目
標
と
し
、公
設
民
営
型
や
通
所
介
護
共

用
型
に
変
更
し
た
。複
数
者
の
応
募
を
期
待

す
る
。

質
問
　「（
仮
称
）」移
住
受
け
入
れ
推
進
協
議

会
」を
試
行
的
に
運
営
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　移
住
相
談
が
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。法

人
化
に
向
け
た
検
討
と
あ
わ
せ
、次
年
度
以

降
検
討
す
る
。

質
問
　浜
区
市
道
勝
連
６
―
４
号
線
新
規
道

路
整
備
に
つ
い
て
、未
同
意
地
権
者
に
新
た
な

動
向
が
あ
っ
た
か
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　４
人
か

ら
同
意
が
得
ら
れ
ず
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。今

後
も
自
治
会
と
連
携
を
図
り
取
り
組
む
。

質
問
　平
安
座
地
区
下
水
道（
流
域
下
水
道
）

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、33
年
度
以
降
の
中
期

整
備
計
画
の
中
で
、基
本
設
計
の
策
定
、事
業

実
施
を
行
う
は
ず
だ
が
、今
後
、見
直
し
や
変

更
等
の
有
無
を
伺
う
。

答
弁
　儀
保
水
道
部
長
　平
成
30
年
11
月
の

事
業
認
可
に
取
り
組
ん
で
い
る
。現
時
点
で
の

変
更
は
な
く
、同
計
画
に
基
づ
き
進
め
る
。

質
問
　マ
ザ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
う
る
は
し
の
①

現
状（
活
動
状
況
）②
事
業
期
間
③
事
業
運
営

④
対
象
世
帯
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　①
支
援
終
了
者

の
う
ち
３
人
が
正
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
。

相
談
件
数
は
2
，0
1
4
件
。附
帯
事
業
の
学

習
支
援
事
業
で
は
、全
員
希
望
高
校
へ
合
格

し
た
。②
事
業
が
終
了
す
る
平
成
33
年
夏
以

降
も
継
続
が
必
要
と
考
え
る
。③
支
援
施
設

は
継
続
実
施
す
る
。④
平
成
29
年
10
月
に
父

子
世
帯
も
対
象
に
し
、「
ひ
と
り
親
家
庭
生
活

支
援
モ
デ
ル
事
業
」と
し
た
。

質
問
　「平
成
18
年
１
月
24
日
付
う
建
土
第

8
2
7
号
」で
確
認
事
項
が
２
点
あ
る
。同
工

事
施
工
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　航
路
横

断
の
た
め
の
階
段
、航
行
灯
や
誘
導
灯
等
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

一
　次
年
度（
２
０
１
９
年
度
）内
閣
府
沖
縄
関

係
予
算
に
つ
い
て

六
　海
中
道
路
世
開
橋「
平
安
座
第
一
航
路
」の

浚
渫
に
つ
い
て

四
　住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

二
　「う
る
ま
市
島
し
ょ
地
域
学
校
跡
地・跡
施

設
活
用
方
針
」に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て

五

　「
母
子
家
庭
生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
」マ

ザ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
う
る
は
し
の
現
状（
活

動
状
況
）と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

三
　「島
し
ょ
地
域
移
住・定
住
者
向
け
情
報
整

備
事
業
」に
つ
い
て

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
（
中
間
報
告
）

　市
議
会
に
お
け
る
議
会
改
革
は
、
こ

れ
ま
で
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
で
協
議

さ
れ
、
対
面
式
質
問
席
の
設
置
を
は
じ

め
、
市
議
会
だ
よ
り
の
発
刊
や
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
や
録
画
中
継
を
開

始
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
議
員
定
数
に
つ

い
て
は
、
合
併
前
の
議
員
定
数
87
人
か

ら
57
人
削
減
す
る
な
ど
を
積
極
的
な
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　ま
た
、
一
般
質
問
の
持
ち
時
間
や
質

疑
回
数
の
見
直
し
、
一
般
質
問
の
一
問

一
答
制
導
入
、
常
任
委
員
会
や
特
別
委

員
会
の
行
政
視
察
、
政
務
活
動
費
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年
か
ら

市
議
会
だ
よ
り
に
議
員
の
賛
否
一
覧
を

掲
載
す
る
な
ど
、
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
を
推
進
し
て
き
た
。

　こ
う
し
た
中
、
さ
ら
に
議
会
改
革
を

推
進
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
平
成

29
年
12
月
21
日
に

「
議
会
改
革
調
査
特

別
委
員
会
」
を
設
置

し
た
。
平
成
30
年
９

月
ま
で
に
委
員
会
を

８
回
開
催
し
、
そ
の

間
、
県
内
各
市
議
会

の
議
会
改
革
状
況
の

把
握
や
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
、
県
内
先
進

地
を
視
察
し
た
。
そ
の
後
、
各
会
派
か

ら
の
「
議
会
改
革
の
具
体
的
取
組
事

項
」
に
つ
い
て
、
①
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
（
ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
推
進
）
、
②
会

派
代
表
質
問
の
導
入
、
③
選
挙
費
用
の

公
費
負
担
、
④
正
副
委
員
長
の
手
当
支

給
、
⑤
つ
わ
り
休
暇
、
産
前
産
後
休

暇
、
子
の
看
護
・
介
護
休
暇
等
の
新

設
、
⑥
常
任
委
員
会
の
再
編
、
⑦
授
乳

室
整
備
等
育
児
中
議
員
の
支
援
、
⑧
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
議
会
中
継

（
録
画
を
含
む
）
の
視
聴
な
ど
、
23
項

目
に
意
見
を
集
約
し
た
。

　こ
れ
ら
の
項
目
は
改
選
後
、
新
議
会

に
申
し
送
り
を
す
る
こ
と
で
合
意
し
、

さ
ら
な
る
議
会
機
能
の
充
実
や
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に
向
け
、
継
続

し
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
名
嘉
眞
宜
德
委

員
長
が
報
告
し
た
。

定例会最終日、中間報告を
行う名嘉眞宜德委員長
(議会改革調査特別委員会)
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第54号

伊波　洋
　い　 は　　　 ひろし
希　望

一

　こど
も
・福
祉
行
政
に
つ
い
て

二

　公共
施
設
整
備
に
つ
い
て

質
問
　石
川
慰
霊
の
塔
の
戦
没
者
刻
銘
板

設
置
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　９
月
補
正
予
算

で
設
計
委
託
料
を
計
上
。年
内
に
は
建
設
費

の
概
算
額
を
算
出
し
、石
川
遺
族
会
と
調

整
。設
置
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

質
問
　戦
没
者
刻
銘
板
の
名
簿
作
成
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　遺
族
会
の
保
有

す
る
戦
没
者
名

簿
と
平
和
記
念

公
園
内
の
平
和

の
礎
に
刻
銘
さ

れ
た
名
簿
と
の

確
認
作
業
を
開

始
。遺
族
会
と
連
携
を
図
り
、設
計
業
務
と

並
行
し
て
名
簿
作
成
を
完
了
す
る
。

質
問
　「て
ぃ
る
る
」の
中
北
部
支
所
設
置

を
提
案
し
た
い
。元
石
川
庁
舎
を
利
用
で
き

な
い
か
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　中
北
部
支
所
の

設
置
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、現
在
の
と
こ

ろ
設
置
計
画
は
な
い
。本
市
に
お
い
て
は
、

「
う
る
み
ん
」内
に
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
を
設
置
。人
材
の
育
成
や
効
果
的
な
事

業
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

質
問
　母
子
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、行

き
届
い
た
支
援
を
常
設
で
実
施
す
る
拠
点

と
す
る
た
め
、石
川
庁
舎
に
隣
接
す
る
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　10
月
１
日
開

設
予
定
の
う
る
ま
市
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の

な
い
相
談
支
援
を
強
化
す
る
。そ
の
機
能
と

し
て
、子
育
て
支
援
の
あ
り
方
の
研
究
を
想

定
し
、地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
対
応
の
調
査
・研
究
を
進
め
た
い
。

質
問
　高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、月

額
最
大
8
，5
0
0
円
分
の
補
助
を
行
い
、

紙
お
む
つ
や
尿
と
り
パ
ッ
ド
を
支
給
す
る

事
業
を
90
歳
以
上
の
方
々
に
対
し
、条
件
を

問
わ
ず
、支
給
対
象
と
な
る
よ
う
要
綱
改
正

で
き
な
い
か
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　当
該
予
算
を
捻

出
す
る
の
は
厳
し
い
。

質
問
　家
族
が
負
担
を
感
じ
た
場
合
、支
給

対
象
と
な
る
手
立
て
は
あ
る
の
か
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　65
歳
以
上
の
高

齢
者
を
在
宅
介
護
す
る
介
護
者
に
対
し
て

月
額
5
，0
0
0
円
、年
額
６
万
円
を
支
給
。

さ
ま
ざ
ま
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
も

あ
り
、こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
で
、介
護
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い

る
。

質
問
　石
川
多
目
的
ド
ー
ム
周
辺
機
能
強

化
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　今
年
度
内
に

基
本
設
計
を
取
り
ま
と
め
、次
年
度
以
降
実

施
計
画
な
ど
順
次
、取
り
組
む
。

質
問
　石
川
イ
ン
タ
ー
周
辺
広
域
観
光
拠

点
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　佐
久
川
経
済
部
長
　関
連
計
画
や

調
査
報
告
書
等
の
分
析
を
平
成
29
年
度
内

で
行
っ
た
。最
終
的
な
事
業
の
方
向
性
を
取

り
ま
と
め
る
。

※
そ
の
他「
下
水
道
行
政
」「
行
政
改
革
」に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一

　こど
も・福
祉
行
政
に
つ
い
て

二

　公共
施
設
整
備
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁

質 

問
質 
問

質 

問
質 

問
答 

弁
答 
弁

答 

弁
答 

弁

聖魂之塔

又吉　法尚
また よし のり ひさ
いぶきの会

一

　川崎
ル
ー
シ
ー
河
線
道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て

二

　あげ
な
幼
稚
園
・小
学
校
施
設
管
理
に
つ
い
て

三

　道路
粉
じ
ん
被
害
に
つ
い
て

質
問
　川
崎
ル
ー
シ
ー
河
線
と
具
志
川
環
状

線
が
交
差
す
る
十
字
路
へ
の
横
断
歩
道
設
置

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　県
道
具
志

川
環
状
線
と
川
崎
ル
ー
シ
ー
河
線
交
差
点
へ

の
横
断
歩
道
設
置
に
つ
い
て
、事
業
の
進
捗

に
応
じ
て
設
置
し
た
い
。

質
問
　キ
ャ
ン
プ
・マ
ク
ト
リ
ア
ス
正
面

ゲ
ー
ト
入
り
口
前
か
ら
具
志
川
環
状
線
に
つ

な
が
る
一
直
線
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　当
該

住
宅
密
集
地
の
住
環
境
改
善
の
必
要
性
は
、

市
も
認
識
し
て
い
る
。課
題
解
決
に
つ
い
て
、

地
域
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、当
該
道
路
や
狭

隘
道
路
の
拡
幅
整
備
な
ど
を
含
め
、地
域
の

意
見
も
参
考
に
検
討
し
た
い
。

質
問
　幼
稚
園
外
周
フ
ェ
ン
ス
の
補
修
工
事

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　あ
げ
な
幼
稚
園

屋
外
環
境
整
備
事
業
に
お
い
て
関
係
部
署
と

協
議
し
て
い
る
。

質
問
　幅
員
が
広
い
雨
水
幹
線
の
ふ
た
の
早

急
な
取
り
付
け
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　雨
水
幹
線
の
上

面
に
仮
設
的
に
ふ
た
を
し
て
、安
全
対
策
を

す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
だ
と
考
え
る
。

質
問
　幼
稚
園
側
か
ら
の
新
た
な
通
学
路

（
正
門
）の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　あ
げ
な
幼
稚
園

屋
外
環
境
整
備
事
業
の
中
で
検
討
す
る
。

質
問
　職
員
駐
車
場
内
に
あ
る
雨
水
幹
線
と

の
間
に
は
、高
低
差
約
１
メ
ー
ト
ル
の
く
ぼ

み
が
あ
り
大
変
危
険
で
あ
る
。く
ぼ
み
を
埋

め
、駐
車
場
を
整
備
し
、学
童
保
育
送
迎
車
場

を
確
保
の
た
め
、広
い
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必

要
で
あ
る
と
伺
っ
た
。現
在
の
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　あ
げ
な
幼
稚
園

屋
外
環
境
整
備
事
業
の
中
で
検
討
し
、事
業

化
の
際
に
は
、駐
車
場
、正
門
及
び
通
用
門
な

ど
を
配
置
計
画
の
中
で
検
討
し
た
い
。

質
問
　運
動
場
防
球
ネ
ッ
ト
及
び
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　宮
城
教
育
部
長
　今
年
度
で
設
計

業
務
委
託
発
注
し
、次
年
度
に
着
工
す
る
。

質
問
　路
面
、街
路
樹
、近
隣
の
畑
や
住
宅
は

真
っ
白
に
ほ
こ
り
ま
み
れ
に
な
る
。当
局
は

確
認
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答
弁
　当
間
市
民
部
長
　路
面
、街
路
樹
、近

隣
の
畑
や
住
宅
へ
土
ぼ
こ
り
が
飛
散
す
る
現

状
は
生
活
環
境
に
支
障
を
来
た
す
と
認
識
し

て
い
る
。大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
る
里
道
、路

面
の
対
策
が
急
が
れ
る
と
考
え
る
。

質
問
　ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
コ
ー
ル
タ
ー
ル
で

固
め
る
の
が
一
番
の
策
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁
　島
袋
都
市
建
設
部
長
　道
路
を
傷
つ

け
た
場
合
は
、原
因
者
が
復
旧
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。本
里
道
の
路
面
損
傷
は
、生
コ

ン
社
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、事
業
者
で
対
策

を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

※
そ
の
他「
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
つ

い
て
」外
３
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

一

　川崎
ル
ー
シ
ー
河
線
道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て

二

　あげ
な
幼
稚
園・小
学
校
施
設
管
理
に
つ
い
て

三

　道路
粉
じ
ん
被
害
に
つ
い
て

質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
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問
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
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問
答 

弁
答 

弁
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弁
答 

弁
答 

弁
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一般質問

奥田  修
　おく　 だ 　　おさむ
新政クラブ

一
　次
年
度（
２
０
１
９
年
度
）内
閣
府
沖
縄
関
係
予
算
に
つ
い
て

二
　「う
る
ま
市
島
し
ょ
地
域
学
校
跡
地
・跡
施
設
活
用
方
針
」に
基
づ

く
事
業
に
つ
い
て

三
　「島
し
ょ
地
域
移
住
・定
住
者
向
け
情
報
整
備
事
業
」に
つ
い
て

四
　住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

五
　「母
子
家
庭
生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
」マ
ザ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
う
る

は
し
の
現
状（
活
動
状
況
）と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

六
　海
中
道
路
世
開
橋「
平
安
座
第
一
航
路
」の
浚
渫
に
つ
い
て

質
問
　同
予
算
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。市
長

は
県
市
長
会
会
長
と
し
て
副
知
事
に
同
行
し

要
請
行
動
を
行
っ
た
。「
要
望
の
趣
旨
と
期
待

度
」を
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　沖
縄
ら
し
い
優
し

い
社
会
、自
立
型
経
済
等
の
構
築
に
よ
り
、県

民
が
望
む
将
来
像
を
実
現
す
る
。一
括
交
付
金

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

質
問
　旧
宮
城
幼
稚
園
、小
学
校
跡
活
用「
高

齢
者
福
祉
施
設
」事
業
の
公
募
時
期
と
事
業

者
応
募
件
数
の
見
込
み
を
伺
う
。

答
弁
　上
原
福
祉
部
長
　９
月
ま
た
は
10
月

を
目
標
と
し
、公
設
民
営
型
や
通
所
介
護
共

用
型
に
変
更
し
た
。複
数
者
の
応
募
を
期
待

す
る
。

質
問
　「（
仮
称
）」移
住
受
け
入
れ
推
進
協
議

会
」を
試
行
的
に
運
営
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

答
弁
　天
願
企
画
部
長
　移
住
相
談
が
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。法

人
化
に
向
け
た
検
討
と
あ
わ
せ
、次
年
度
以

降
検
討
す
る
。

質
問
　浜
区
市
道
勝
連
６
―
４
号
線
新
規
道

路
整
備
に
つ
い
て
、未
同
意
地
権
者
に
新
た
な

動
向
が
あ
っ
た
か
伺
う
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　４
人
か

ら
同
意
が
得
ら
れ
ず
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。今

後
も
自
治
会
と
連
携
を
図
り
取
り
組
む
。

質
問
　平
安
座
地
区
下
水
道（
流
域
下
水
道
）

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、33
年
度
以
降
の
中
期

整
備
計
画
の
中
で
、基
本
設
計
の
策
定
、事
業

実
施
を
行
う
は
ず
だ
が
、今
後
、見
直
し
や
変

更
等
の
有
無
を
伺
う
。

答
弁
　儀
保
水
道
部
長
　平
成
30
年
11
月
の

事
業
認
可
に
取
り
組
ん
で
い
る
。現
時
点
で
の

変
更
は
な
く
、同
計
画
に
基
づ
き
進
め
る
。

質
問
　マ
ザ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
う
る
は
し
の
①

現
状（
活
動
状
況
）②
事
業
期
間
③
事
業
運
営

④
対
象
世
帯
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　上
門
こ
ど
も
部
長
　①
支
援
終
了
者

の
う
ち
３
人
が
正
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
。

相
談
件
数
は
2
，0
1
4
件
。附
帯
事
業
の
学

習
支
援
事
業
で
は
、全
員
希
望
高
校
へ
合
格

し
た
。②
事
業
が
終
了
す
る
平
成
33
年
夏
以

降
も
継
続
が
必
要
と
考
え
る
。③
支
援
施
設

は
継
続
実
施
す
る
。④
平
成
29
年
10
月
に
父

子
世
帯
も
対
象
に
し
、「
ひ
と
り
親
家
庭
生
活

支
援
モ
デ
ル
事
業
」と
し
た
。

質
問
　「平
成
18
年
１
月
24
日
付
う
建
土
第

8
2
7
号
」で
確
認
事
項
が
２
点
あ
る
。同
工

事
施
工
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

か
。

答
弁
　目
取
真
都
市
建
設
部
参
事
　航
路
横

断
の
た
め
の
階
段
、航
行
灯
や
誘
導
灯
等
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

答 

弁
答 

弁
答 

弁
答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
質 

問

答 

弁
質 

問
質 

問
質 

問
答 

弁
答 

弁

一
　次
年
度（
２
０
１
９
年
度
）内
閣
府
沖
縄
関

係
予
算
に
つ
い
て

六
　海
中
道
路
世
開
橋「
平
安
座
第
一
航
路
」の

浚
渫
に
つ
い
て

四
　住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

二
　「う
る
ま
市
島
し
ょ
地
域
学
校
跡
地・跡
施

設
活
用
方
針
」に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て

五

　「
母
子
家
庭
生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
」マ

ザ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
う
る
は
し
の
現
状（
活

動
状
況
）と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

三
　「島
し
ょ
地
域
移
住・定
住
者
向
け
情
報
整

備
事
業
」に
つ
い
て

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
（
中
間
報
告
）

　市
議
会
に
お
け
る
議
会
改
革
は
、
こ

れ
ま
で
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
で
協
議

さ
れ
、
対
面
式
質
問
席
の
設
置
を
は
じ

め
、
市
議
会
だ
よ
り
の
発
刊
や
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
や
録
画
中
継
を
開

始
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
議
員
定
数
に
つ

い
て
は
、
合
併
前
の
議
員
定
数
87
人
か

ら
57
人
削
減
す
る
な
ど
を
積
極
的
な
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　ま
た
、
一
般
質
問
の
持
ち
時
間
や
質

疑
回
数
の
見
直
し
、
一
般
質
問
の
一
問

一
答
制
導
入
、
常
任
委
員
会
や
特
別
委

員
会
の
行
政
視
察
、
政
務
活
動
費
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年
か
ら

市
議
会
だ
よ
り
に
議
員
の
賛
否
一
覧
を

掲
載
す
る
な
ど
、
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
を
推
進
し
て
き
た
。

　こ
う
し
た
中
、
さ
ら
に
議
会
改
革
を

推
進
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
平
成

29
年
12
月
21
日
に

「
議
会
改
革
調
査
特

別
委
員
会
」
を
設
置

し
た
。
平
成
30
年
９

月
ま
で
に
委
員
会
を

８
回
開
催
し
、
そ
の

間
、
県
内
各
市
議
会

の
議
会
改
革
状
況
の

把
握
や
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
、
県
内
先
進

地
を
視
察
し
た
。
そ
の
後
、
各
会
派
か

ら
の
「
議
会
改
革
の
具
体
的
取
組
事

項
」
に
つ
い
て
、
①
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導

入
（
ペ
ー
パ
レ
ス
化
の
推
進
）
、
②
会

派
代
表
質
問
の
導
入
、
③
選
挙
費
用
の

公
費
負
担
、
④
正
副
委
員
長
の
手
当
支

給
、
⑤
つ
わ
り
休
暇
、
産
前
産
後
休

暇
、
子
の
看
護
・
介
護
休
暇
等
の
新

設
、
⑥
常
任
委
員
会
の
再
編
、
⑦
授
乳

室
整
備
等
育
児
中
議
員
の
支
援
、
⑧
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
議
会
中
継

（
録
画
を
含
む
）
の
視
聴
な
ど
、
23
項

目
に
意
見
を
集
約
し
た
。

　こ
れ
ら
の
項
目
は
改
選
後
、
新
議
会

に
申
し
送
り
を
す
る
こ
と
で
合
意
し
、

さ
ら
な
る
議
会
機
能
の
充
実
や
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に
向
け
、
継
続

し
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
名
嘉
眞
宜
德
委

員
長
が
報
告
し
た
。

定例会最終日、中間報告を
行う名嘉眞宜德委員長
(議会改革調査特別委員会)
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第54号

意見書及び抗議決議は、全会一致で可決された。

津堅島訓練場水域におけるパラシュート降下訓練の中止を求める意見書
　平成30年８月29日、30日の両日、うるま市津堅島沖合において、米軍によるパラシュート降下訓練が
実施された。
　本市議会は、これまでも航行安全上の問題等から津堅島訓練場水域におけるパラシュート降下訓練の中
止を求めてきたところであるが、度重なる訓練の実施は、地域住民に対する安全確保の配慮が欠けており、
いかなる理由があるにせよ到底容認できるものではない。
　沖縄の施設・区域に関する昭和47年の日米合同委員会合意（５.15メモ）において、この水域の使用条
件は水陸両用訓練とされているが、パラシュート降下訓練には触れられていない。
　また、船舶の航行や漁業について「軍隊の活動を妨げない限り制限しない」とされていることから、本
島と津堅島を結ぶ定期船や漁船等が頻繁に航行しており、事前に通知がなされてはいるものの、一歩間違
えれば重大な事故につながる可能性があり、極めて危険である。
　さらに、米軍が当該水域を使用する場合、７日前までに沖縄防衛局に通告することとされているが、実
際には使用する日時のみの通知で、その訓練内容等については明らかにしていない。
　津堅島訓練場水域内での米軍によるパラシュート降下訓練は、昨年９回実施された。さらに、今年に
入って既に８回行われ、その都度うるま市及び沖縄県は、訓練の中止を強く求めたが、それを無視する形
で強行されてきており、同訓練の常態化が強く懸念されるものである。
　よって、うるま市議会は、市民の生命・財産、安全を守る立場から津堅島訓練場水域でのパラシュート
降下訓練に対し、厳重に抗議するとともに下記事項について強く要請する。

記
１．津堅島訓練場水域でのパラシュート降下訓練を一切行わないこと。
２．日米合同委員会において「津堅島訓練場水域ではパラシュート降下訓練を行わない」ことを決定し、

明記すること。
３．日米地位協定の抜本的改定を行うこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　平成30年９月13日

沖縄県うるま市議会　

意見書のあて先
　内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣
　沖縄及び北方対策担当大臣　外務省
　沖縄担当大使　沖縄防衛局長

抗議決議のあて先
　駐日米国大使　在日米軍司令官　在
　沖米国総領事　在日米軍沖縄地域調
　整官
※抗議決議の内容は、意見書と同様で
あるため掲載しておりません。

（市ホームページをご覧ください。）
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第54号

うるま市こども議会
　
平
成
30
年
8
月
16
日
（
木
）
将

来
の
う
る
ま
市
を
担
う
こ
ど
も
た

ち
が
、
日
ご
ろ
市
政
に
対
し
て

持
っ
て
い
る
意
見
や
希
望
、
疑
問

等
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
こ

ど
も
た
ち
の
新
鮮
な
発
想
を
う
る

ま
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

こ
ど
も
た
ち
が
議
会
の
仕
組
み
と

運
営
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

民
主
的
な
政
治
が
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

うるま市こども議会宣言決議

こ
ど
も
議
会
議
長
あ
い
さ
つ

　私たちは、今日「こども議会」で、私たちが住む「うるま市」について意見
を出し合いました。今日出た、意見や提言は私たちが将来のうるま市のまちづ
くりについて、自ら考え、行動する機会となりました。
　学校や社会において広い視野と洞察力を身につけ、うるま市を担う原動力に
なっていかなければなりません。
　そのために、私たちの住むうるま市の自然や文化、福祉、行政などに一層関
心を高め、色々なことを調べ、考え、知識を深めるとともに、自ら表現する力
を向上させて、うるま市の良い所を市内外に発信していきます。
　私たちうるま市こども議会は、市民の一人として、うるま市を愛しお互いの
幸せを願い、一人ひとりが希望に満ちた魅力あるまちづくりに心がけ、次のこ
とを宣言します。
　一　一人ひとりが互いを尊重し思いやる心を持ち、いじめがなく明るく健やかに過ごすことのできる魅力ある

学校をめざします。
　一　自然を愛し環境を大切にし、ルールを守り、こどもからお年寄りまで、安全で安心できる、住みよいまち

をめざします。
　一　働く喜びを知り、自分の役割を果たすことのできる活気あふれるまちをめざします。
　一　男女がお互いに個性や考え方を尊重し、責任を分かちあい、協力することのできるまちをめざします。
　一　うるま市の伝統・文化、歴史に誇りを持ち、国内外に積極的に発信し、うるま市を訪れる方々をあたたか

く迎えるまちをめざします。
平成30年8月16日

うるま市こども議会　

こども議会宣言決議は、全会一致で可決された。

こども議会宣言決議案を提出する
金城りりか議員

上原　未羽

こ
ど
も
議
会
副
議
長
あ
い
さ
つ

久保田　ひなた

 

き
ょ
う
は
こ
ど
も
議
会
で
疑
問
を
解

消
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他
校
の
方
と

も
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
副
議
長
を

任
さ
れ
て
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と

て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　市
長
及
び
執
行
部
の
皆
さ
ん
、
わ
か

り
や
す
く
答
弁
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

こ
ど
も
議
会
に
参
加
し
て
、
と
て
も

い
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
議

長
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

今
日
の
議
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

こ
れ
か
ら
市
や
学
校
に
貢
献
し
、
こ

の
経
験
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
私
生

活
で
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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第54号

うるま市議会組織構成図 平成30年10月22日現在
　　
任期　　

自：平成30年10月20日
至：平成34年10月19日議　長　　幸　地　政　和

副議長　　名嘉眞　宜　德

◎委員長　○副委員長（委員は五十音順）

◎委員長　○副委員長（委員は五十音順）

常　任　委　員　会

企画総務（8人）

◎中　村　正　人
○伊　盛　サチ子
　藏　根　　　武
　國　場　正　剛
　平　良　榮　順
　仲　程　　　孝
　仲　本　辰　雄
　宮　城　一　寿

◎下　門　　　勝
○東　浜　光　雄
　伊　波　良　明
　兼　本　光　治
　名嘉眞　宜　德
　松　田　久　男
　宮　里　朝　盛

◎大　城　　　直
○金　城　加奈栄
　伊　波　　　洋
　喜屋武　　　力
　幸　喜　　　勇
　真栄城　　　隆
　又　吉　法　尚

◎佐久田　　　悟
○比　嘉　直　人
　大　屋　政　善
　荻　堂　盛　仁
　国　吉　　　亮
　天　願　久　史
　德　田　政　信

　　なか　　むら　　まさ　　  と

　　  い　　 もり　　 さ　ち　こ

　　くら　　  ね　　　　　　たけし

　　こく　　 ば　　  せい　　ごう

　　たい　　  ら　　 えい　  じゅん

　　なか　　ほど　　　　　  たかし

　　なか　　もと　　たつ　　  お

　　みや　　  ぎ　　 かず　　とし

　　しも　  じょう　　　　　まさる

　  ひがし　 はま　　みつ　　  お

　　 い　　　 は　　 よし　　あき

　　かね　　もと　　みつ　　はる

　　  な　か　ま　　　ぎ　　 とく

　　まつ　　 だ　　  ひさ　　  お

　　みや　　ざと　  ちょう　 せい

　　おお　　しろ　　　　　 なおし

　　きん　  じょう　　か　な　え

　　 い　　　は　　　　　　ひろし

　　  き　ゃ　ん　　　　　　つとむ

　　こう　　 き　　　　　　 いさむ

　　  ま　え しろ　　　　　  たかし

　　また　　よし　　のり　　ひさ

　　  さ　く　だ　　　　　　さとし

　　 ひ　　   が　　  なお　　  と

　　おお　　 や　　  せい　　ぜん

　　おぎ　　どう　　せい　　じん

　　くに　　よし　　　　　  りょう

　　てん　　がん　　ひさ　　 し

　　とく　　  だ　　 まさ　　のぶ

建　設（7人） 教育福祉（7人） 市民経済（7人）

中部北環境施設組合
議会議員（5人）

荻　堂　盛　仁
兼　本　光　治
佐久田　　　悟
中　村　正　人
宮　城　一　寿

喜屋武　　　力
仲　程　　　孝
名嘉眞　宜　德
松　田　久　男

藏　根　　　武 新政・公明　9人
かけはし　　7人
いぶきの会　5人
希望の会　　4人
津梁　　　　2人
日本共産党　2人
無所属　　　1人

おぎ　　どう　　せい　　じん

かね　　もと　　みつ　　はる

  さ   く　だ　　　　　　さとし

なか　　むら　　まさ　　 と

みや　　 ぎ　　  かず　　とし

 き　ゃ　ん　　　　　　つとむ

なか　　ほど　　　　　  たかし

  な　か　ま　　  ぎ　　  とく

まつ　　 だ　　  ひさ　　 お

くら　　  ね　　　　　　たけし

中部衛生施設組合
議会議員（4人）

沖縄県後期高齢者医療
広域連合議会議員（1人） 会　　　派

特　別　委　員　会議会運営委員会
（11人）

◎大　屋　政　善
○仲　程　　　孝
　伊　波　良　明
　伊　盛　サチ子
　大　城　　　直
　佐久田　　　悟
　下　門　　　勝
　名嘉眞　宜　德
　中　村　正　人
　東　浜　光　雄
　松　田　久　男

◎又　吉　法　尚
○藏　根　　　武
　伊　波　　　洋
　伊　盛　サチ子
　大　城　　　直
　荻　堂　盛　仁
　喜屋武　　　力
　平　良　榮　順
　天　願　久　史
　仲　本　辰　雄
　比　嘉　直　人

◎真栄城　　　隆
○宮　里　朝　盛
　伊　波　良　明
　兼　本　光　治
　金　城　加奈栄
　国　吉　　　亮
　幸　喜　　　勇
　國　場　正　剛
　佐久田　　　悟
　又　吉　法　尚

おお　　 や　　  せい　　ぜん

なか　　ほど　　　　　 たかし

 い　　   は　　  よし　　あき

 い　　  もり　　  さ　ち　こ

おお　　しろ　　　　　  なおし

 さ　く　だ　　　　　　 さとし

しも　  じょう　　　　　まさる

 な　か　ま　　　ぎ　　  とく

なか　　むら　　まさ　　 と

ひがし   はま　　みつ　　 お

まつ　　 だ　　  ひさ　　 お

また　　よし　　のり　　ひさ

くら　　 ね　　　　　　 たけし

 い　　   は　　  　　　 ひろし

 い　　  もり　　  さ　ち　こ

おお　　しろ　　　　　  なおし

おぎ　　どう　　せい　　じん

 き　ゃ　ん　　　　　　 つとむ

たい　　 ら　　  えい　 じゅん

てん　　がん　　ひさ　　 し

なか　　もと　　たつ　　 お

 ひ　　　が　　  なお　　 と

 ま　え  しろ　　　　　  たかし

みや　　ざと　 ちょう　  せい

 い　　   は　　  よし　　あき

かね　　もと　　みつ　　はる

きん　  じょう　  か　な　え

くに　　よし　　　　　  りょう

こう　　 き　　　　　　いさむ

こく　　 ば　　  せい　　ごう

  さ  く　だ　　　　　　さとし

また　　よし　　のり　　ひさ

条例定数　30人
現 員 数　30人
　  議員の年齢
最 高 齢　75歳
最 年 少　35歳
平　　均　58歳
　  政　　　党
公明党　　　2人
日本共産党　2人
社会民主党　1人
無所属　　 25人

基地対策（11人） 議会広報（10人）
議　員　数

こ  う  ち

な  か  ま

まさ かず

ぎ とく
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第54号

うるま市議会会派名簿

うるま市議会議場配置図 （傍聴席から）
※条例定数30人、○は会派長（会派長以外は五十音順）

質問席

答弁席

会計
管理者
重村
英子

諸見里
朝弘

盛小根
完

宮城
為治

嘉手苅
弘美

６
荻堂
盛仁

５
金城
加奈栄

４
伊盛
サチ子

消防長 教育長

日本共産党いぶきの会

18
又吉
法尚

17
仲程
孝

16
国吉
亮

15
伊波
洋

希望の会

30
宮里
朝盛

29
東浜
光雄

28
宮城
一寿

27
名嘉眞
宜德

希望の会

いぶきの会

いぶきの会

３
藏根
武

２
真栄城
隆

１
仲本
辰雄

新政・公明

10
伊波
良明

９
平良
榮順

８
佐久田
悟

７
兼本
光治

新政・公明

22
幸地
政和

21
大屋
政善

20
喜屋武
力

19
下門
勝

津梁

新政・公明

14
比嘉
直人

13
幸喜
勇

12
國場
正剛

11
天願
久史

無所属

26
德田
政信

25
松田
久男

24
大城
直

23
中村
正人

かけはし

かけはし

指導部長教育部長

島袋
俊夫

上間
秀二

天願
雅也

仲本
昭信

上原
満

副市長市長 福祉部長企画部長総務部長

補助席 補助席補助席 補助席

佐久川
篤

当間
重俊

上門
はるみ

儀保
一盛

市民部長経済部長 こども部長水道部長

長嶺
斉

幸地
政和

局長 議長

マイク
コントロール事務局 事務局 島袋

房善
目取真
康史

都市建設
部参事

都市建設
部長 補助席

傍　　聴　　席　（５階）

新政・公明（9人） かけはし（7人） いぶきの会（5人） 希望の会（4人）

①　喜屋武　　　力
２　大　屋　政　善
３　兼　本　光　治
４　藏　根　　　武
５　幸　地　政　和
６　佐久田　　　悟
７　下　門　　　勝
８　仲　本　辰　雄
９　真栄城　　　隆

　　　　 き　ゃ　ん　　 　　　  つとむ

　　　　おお　　  や　　 せい　　ぜん

　　　　かね　　もと　　みつ　　はる

　　　　くら　　  ね　　　　　　たけし

　　　　こう　　  ち　　 まさ　　かず

　　　　  さ　く　だ　　　　　　さとし

　　　　しも　  じょう　　　　　まさる

　　　　なか　　もと　　たつ　　 お

　　　　  ま　え しろ　　　　　  たかし

①　中　村　正　人
２　大　城　　　直
３　幸　喜　　　勇
４　國　場　正　剛
５　德　田　政　信
６　比　嘉　直　人
７　松　田　久　男

　　　　なか　　むら　　まさ　　 と

　　　　おお　　しろ　　　　　  なおし

　　　　こう　　 き　　　　　　 いさむ

　　　　こく　　 ば　　  せい　　ごう

　　　　とく　　 だ　　  まさ　　のぶ

　　　　 ひ　　　 が　　 なお　　 と

　　　　まつ　　 だ　　  ひさ　　 お

①　東　浜　光　雄
２　荻　堂　盛　仁
３　仲　程　　　孝
４　又　吉　法　尚
５　宮　里　朝　盛

　　　  ひがし　 はま　　みつ　　 お

　　　　おぎ　　どう　　せい　　じん

　　　　なか　　ほど　　　　　 たかし

　　　　また　　よし　　のり　　ひさ

　　　　みや　　ざと　 ちょう　  せい

①　名嘉眞　宜　德
２　伊　波　　　洋
３　国　吉　　　亮
４　宮　城　一　寿

　　　　  な　か　ま　　  ぎ　　  とく

　　　　 い　　　は　　　　　　 ひろし

　　　　くに　　よし　　　　　 りょう

　　　　みや　　 ぎ　　  かず　　とし

津梁（2人） 日本共産党（2人） 無所属（1人）

①　平　良　榮　順
２　伊　波　良　明

　　　　たい　　 ら　　  えい　  じゅん

　　　　  い　　　は　　 よし　　あき
①　伊　盛　サチ子
２　金　城　加奈栄

　　　　  い　　 もり　　  さ　ち　こ

　　　　きん　  じょう　　か　な　え
１　天　願　久　史
　　　　てん　　がん　　ひさ　　 し
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アンドロイドの場合

iphone、ipadの場合

第54号

［12月定例会は12月３日(月)から開会を予定しております（定例会は２月・６月・９月・12月に開催）］

編
集
後
記

委
員
長
　真
栄
城 

隆
　副
委
員
長
　宮
里 

朝
盛

委
　員
　伊
波 

良
明
　佐
久
田 

悟
　兼
本 

光
治

　
　
　
　國
場 

正
剛
　又
吉 

法
尚
　幸
喜 

勇

　
　
　
　金
城 

加
奈
栄
　国
吉 

亮

　
「
編
集
後
記
の
原
稿
を
！
」
と
要
望
さ
れ
、
気

軽
に
引
き
受
け
た
。
い
ざ
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
と

困
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
私
は
先
日
初
当
選
し
た
ば
か

り
で
あ
る
。
12
月
発
行
の
議
会
だ
よ
り
は
9
月
議

会
の
情
報
伝
達
紙
で
あ
り
、
議
会
の
内
容
が
頭
に

イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
な
い
。
お
願
い
さ
れ
る
と
、

ト
ラ
イ
す
る
習
性
が
染
み
つ
い
て
し
ま
っ
て
い

る
・
・
・
（
汗
）

　
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
議
会
だ
よ
り
を
読
む
と

工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
定
例
会
の
開
催
月
が
一

目
で
わ
か
る
表
紙
や
発
行
予
算
を
抑
え
る
た
め
、

色
数
を
減
ら
す
等
々
。
携
わ
っ
た
関
係
者
に
敬
意

を
表
し
た
い
。

　
市
民
の
皆
様
に
議
会
の
内
容
を
も
っ
と
見
や
す

く
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
、
書
体
・
ポ
イ
ン
ト
数
・
注
釈
等
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
真
栄
城 

隆
）

無
料
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
で

　
　
　
　市
議
会
を
も
っ
と
身
近
に
！

発
行：う

る
ま
市
議
会
　
編
集：議

会
広
報
特
別
委
員
会
　
〒
 904 -2292　

う
る
ま
市
み
ど
り
町
1 -1 -1　

電
話
 098 -973 -3511　

FAX 098 -973 -8123　
メ
ー
ル
 gikai-kyoku@

city.urum
a.lg.jp

項　　目

会派名（参加人数）

新政クラブ(6人)

新政クラブ(6人)

新政クラブ(6人)

かけはし（6人）

かけはし（6人）

かけはし（6人）

いぶきの会（7人）

いぶきの会（4人）

いぶきの会（6人）

希望(4人)

希望(4人)

希望(4人)

希望(4人)

公明（1人）

公明（1人）

公明（1人）

公明（1人）

H29.8/21～8/24

H30.2/6～2/9

H30.3/28～3/30

H29.11/13～11/15

H30.1/29～2/1

H30.3/19～3/21

H29.7/24～7/27

H29.8/26～8/27

H30.2/5～2/8

H29.7/17～7/21

H29.8/30～8/31

H30.2/13～2/15

H30.3/22～3/23

H29.8/1～8/3

H29.8/24～8/27

H29.10/17～10/19

H30.1/25～1/28 

富山県富山市、高岡市
石川県金沢市
大阪府大阪市
岡山県真庭市
東京都内閣府

千葉県袖ヶ浦市、木更津市

北海道札幌市、小樽市

内閣府　衆議院会館

北海道札幌市、小樽市

那覇市職員厚生会館

北海道札幌市、夕張市

沖縄県恩納村

沖縄県久米島町

福岡県地方議員研究会

長野県信州大学

大阪府地方議員研究会

東京都地方議員研究会

東京都台東区、内閣府
新潟県南魚沼市

長崎県雲仙市
佐賀県伊万里市

場　　所 期　　日 目　　　的

金　　額 構成比
3,833,125
1,812,886
431,056

0
2,100

0
172,452
46,003

0
110,104
6,407,726

59.8%
28.3%
6.7%
0.0%
0.1%
0.0%
2.7%
0.7%
0.0%
1.7%
100%

（単位：円）

平成２9年度政務活動費の使いみち

調 査 研 究 費
研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請・陳情活動費
会 議 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費
合 　 　 計

調査研究費　59.8％

事務所費　1.7％

資料購入費　0.7％
資料作成費　2.7％

要請・陳情活動費　0.1％

主な調査・研修状況
（平成２9年４月１日～平成30年３月３１日）

○富山市四方チャレンジ・ミニ企業団地について
○高岡御車山会館整備事業について　○金澤町屋保全活用推進について
○「財政問題としての公共施設マネジメント」について
○「バイオマス産業の概要、技術、地域づくり」について

○「平成30年度沖縄振興予算案」について

○袖ヶ浦市農畜産物直売所（ゆいの里）について
○農林水産物・加工品等物販施設（道の駅木更津うまたくの里）について
○小樽市ものづくり産業及び水産加工支援について
○映像産業の振興について
○教育費の無償化について
○中城湾港新港地区について
○「ちょっとおしえてコール」について　○「子育てアプリ」について
○「認知症カフェ」について
○「戦後最大の憲法・地方自治の危機に立ち向かう」について
○「住民自治で進める地域づくり」について

○第14回全国地方議員交流研修会
○「夕張市の現状と課題」について
○アジア経済戦略構想について　○「社会資本整備の必要性」について
○「お笑い米軍基地」
○「移住・永住促進事業の取り組み（経緯・経過）」について
○「議会改革の取り組み（経緯・経過）」について
○パークゴルフ場設置について
○プロ野球チーム「楽天」誘致について

○公共施設マネジメント

○「自治体の子育て支援政策と教育政策」について

○役所を動かす質問のしかた

○「国の動きと制度の基礎的解説講座」について

○「生涯活躍のまち・日本版ＣＣＲＣ構想」について　○国民健康保険制度改革に
ついて　○「防災広場整備事業」について　○「南魚沼版ＣＣＲＣ構想」について

広報費　6.7％

研修費　28.3％


